


[image: ]







[image: ]







[image: ]










Fate/kaleid liner　プリズマ☆イリヤ








原作：ひろやまひろし・TYPE-MOON

著：伊藤ヒロ







角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　お母さんは、すごい。なんでも知っている。

　わたしが聞いたこと、どんなことでも答えてくれる。教えてくれる。

　すごいね、お母さんは物知りだね！　かみさまみたい！　わたしがお母さんにそう言うと、お母さんはいつも嬉うれしいような、ちょっと困ったような笑え顔がおになる。

　お母さん、どうしてそんなにいっぱいのことを知ってるの？

　わたしがそう聞いたとき、お母さんはこんな風にこたえてくれた。

「お母さんもね、昔はなんにも知らなかったのよ。本当に、洗いたての真っ白いテーブルクロスみたいに、私の頭の中のテーブルにはなにも載のってなかったの。私は一いつ生しよう懸けん命めい勉強したの。だから今、こうしてイリヤにいろんなことを教えてあげられるの」

　ふうん。わたしも勉強すれば、お母さんみたいになれるのかな？

「そうね、きっとなれるわ。あなたはこれから、私よりもずっとずっと、いっぱいのことを知っていくことになる。経験していくことになるわ。まずは、明日から通う小学校で、たくさんの友達を見つけて、たくさんのことをお勉強するのよ」

　うん、そうだね！　明日からわたし、小学生だものね。

　楽しみだなあ、どんなところなのかなあ。

「あらあら、もうこんな時間じゃない。そろそろおやすみの時間よ、イリヤ。入学式からお寝ね坊ぼうさんはみっともないものね」

　分かった！　でも、ねえ、お母さん。最後にもうひとつだけ教えてよ。

「いいわ、お母さんが知っていることだったら教えてあげる。なあに？」

　わたしは、すうっと息を吸って──。

　ねえ、お母さん。魔ま法ほうって、あるのかな？




　　　　＊




　周囲を山と海に囲まれた某ぼう県の地方都市、冬ふゆ木き市の上空──晴れ渡わたって雲ひとつない黒地のキャンバスの中に、無数の星々が瞬またたいていた。

　目をこらすと、天の川がうっすらと見えている。そんな夜空を、箒ほうきのように長い尾おを引きながら、二つの光点が走り抜ぬけた。

　一方は紅色ルビー。

　もう一方は碧色サフアイア。

　二つの光点は小刻みに進行方向を変えながらも、時折、衝しよう突とつするように近づき、そのたびに眩まばゆい光が飛び散った。それは稲いな妻ずまの閃ひらめき。ただし赤青二色のカラフルな雷らい光こうだ。

「「だっしゃ──！」」

　彗すい星せいだろうか？　それとも飛行機？　いや、彗星も飛行機も、怒ど鳴なり声を投げつけあいながら衝突を繰くり返したりはしない。

「散りなさい遠トオ坂サカ凛リン……！　大だい師し父ふの弟で子しになるのは、私ワタクシ一人で十分ですわ……！」

「寝ねぼけたことを……！　そっちがその気なら、こっちだって……！」

　二つの光点の中心にいるのは、どちらも人間であった。

　しかし、ただの人間ではない。

　一見して東洋系と分かる黄色い肌はだと、豊かな金きん髪ぱつを綺き麗れいにロールさせた白い肌──人種の違ちがいこそあれ、いずれも、おそらくは高校生。十代後半と見える少女たちだった。

　それも、装そう飾しよく過多の──一いつ般ぱんに『ふりふり』と形容される可愛かわいらしい服を身に着けた。

　外見上の可愛らしさと正反対の、乱暴な罵ば声せいを投げつけあいながら、衝突と離り脱だつを繰り返す。そんな彼女たちに──。

「あははー。お二人とも協力する気ゼロですね」

「協調性の意味を調べるべきと進言します」

　この場には姿が見えない第三、第四の女性の声が、呆あきれたように響ひびき渡る。

　彼女たちの手には、似ているようでちょっと違うデザインの、ヘッドにとりつけられた円の中に星型の飾かざりがはめ込まれたステッキが握にぎられていた。

　どうやらこの声は、ステッキの星から発せられているようだった。

「黙だまんなさい、ルビー！　今日という今日はこの高こう慢まんちきにほえ面づらかかせてやるんだから！」

　と、赤い少女がいきり立てば、青い少女の方も、

「あら遠トオ坂サカ凛リン、お育ちの悪さが滲にじみ出ていましてよ？　いつもお金に困っているとさもしい人間に成り果てるものですわね！」

　などと高笑いしながら受けてたつ。

　売り言葉に買い言葉。

　罵ば詈りは雑言を呼び、怒ど声せいはさらなる怒いかりを招く。

「くたばれーッ！」

「くたばりなさいーッ！」

　魂たましいの底から響き渡る、二人の音声こえ。──と同時に、大気は揺ゆれ、ひときわ大きな光球により夜空が鮮あざやかに照らし出される。

　周囲は再び、夜の闇やみに包まれた。
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　　　　１




　──キーンコーン、カーンコーン




　遠くに潮風が薫かおる、空の下。

　小学校の校舎に、放課後のチャイムと子供たちの声が響きわたる。

「イリヤちゃん、一いつ緒しよに帰ろ？」

「ごめーん、今日はお兄ちゃんと帰る日なの」

　ここは、冬ふゆ木きの西側に広がる深み山やま町ちようのはずれ、円えん蔵ぞう山ざんのなだらかな坂道の中腹にある、私し立りつ穂ほ群むら原ばら学がく園えんの初等部。

　ベレー帽ぼうに、大きな襟えりと胸むな元もとのリボン。そんな可愛らしい制服で有名な小学校だ。この学校の子たちは『きちんと挨あい拶さつができる』『いつも笑顔が楽しそうだ』と近所での評判も良く、まるで野原に咲さくたんぽぽの群れのよう。

　そんな子供たちの中でも、ひときわ明るく、そして、ひときわ目立つ子──それが、先ほど〝イリヤ〟と呼ばれた女の子。

　五年一組、イリヤスフィール・フォン・アインツベルンだ。

　歳は一〇歳。背せ丈たけはちょっと低めではあったものの、低すぎるというほどじゃない。

　実際の話、人目をひきつける彼女の特とく徴ちようは、別のところにある。

　肩かたよりもちょっと下まで伸のびているセミロングの髪かみは、溶とかした銀を流したような、陽光に輝かがやくシルバーブロンド。そして、両の瞳ひとみは紅玉ルビーを思わせる鮮あざやかな緋ひ色いろ。

　この日本人離ばなれした外見が理由で、人からちょっと『あれっ』という目で見られることもあったが、イリヤがそれを気に病やんだことは一度もなかった。

　この髪の色も、この目の色も、大好きなお母さんとお揃そろいのものだったのだから。

　くりくりと変化する豊かな表情は、まるでお日様。どんなときでも楽しそう。

　冬服よりも春夏物が似合う、そんな輝かんばかりの少女だった。

　そんなイリヤは今、大急ぎで帰り仕じ度たくをしているところ。

「ああ、今日はお兄さん、部活休みなんだ」

　クラスメイトは、くすっ、と小さく笑えみをこぼした。

「うんっ。じゃあ、またねー！」

　銀ぎん髪ぱつの少女はランドセルに教科書を詰つめ終わると、猛もうダッシュで教室を飛び出した。




　　　　＊




（急がなきゃ！　急がなきゃ！　ああ、もう先生ってば！　こんな日に限って、帰りの学級会が長引くなんて！）

　今日は、ひさしぶりにお兄ちゃんと帰る日なのに。

　このところ高等部の弓道部が忙いそがしかったらしく、お兄ちゃんは毎日、日が暮れるまで家に帰ってこなかった。そんな兄と、ひさしぶりに一緒に帰れる日だったのに。

（早くしないと、お兄ちゃん怒おこって帰っちゃうかも！）

　いいや。それは杞き憂ゆうだと、イリヤも実は知っていた。

　イリヤの兄は、この程度のことでは怒ったりしない。イリヤが遅おくれても、きっと一時間は平気で待っててくれるだろう。なぜなら彼女のお兄ちゃんは、世界一素す敵てきなお兄ちゃんであったのだから。

　でも、だからこそイリヤは遅れたくないと思っていた。あんなに優やさしいお兄ちゃんを待たせるなんて、したくなかった。お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん。

　幼いイリヤスフィール・フォン・アインツベルンは、兄の顔だけを思い浮うかべて、一心不乱に高等部まで駆かけ抜ける。

　穂群原学園の高等部は、初等部のすぐ隣となり。

　校門同士の距きよ離りならば、ほんの数十メートルほどになる。

　そんな距離のおかげもあって、初等部の玄げん関かんを飛び出したイリヤが高等部の校門に駆けつけると──、

（いたっ！　お兄ちゃん！）

　彼はそこに立っていた。

　兄の名は、士し郎ろう。

　フルネームだと、衛え宮みや士郎。

　両親の事情で姓せいが違っているが、同じ家で暮らしている、れっきとしたイリヤの兄である。

　短めに刈かり込んだ髪の毛は少しばかり色素が薄うすいようで、染めているわけでも脱だつ色しよくしているわけでもないのだけれど、黒というよりは褐かつ色しよくに見える。光の当たり方によっては、それこそオレンジ色に見えてしまうこともあるほどだ。

　とはいえ、いつも穏おだやかな笑みを絶やさず、春めいた空気を漂ただよわせているこの少年を『不良っぽい』と判断する者は滅めつ多たにいない。

　それに、初等部の校舎にいたイリヤが、遠く離はなれた場所にいる兄を見分けることができたのも、彼の特徴的な髪の色のおかげであろう。

　背の高さは、平均よりちょっと低め。イリヤは少しも気にしていなかったが、本人は常々もう少しでいいから背丈が欲しいと思ってはいたらしい。

　士郎は自転車のハンドルに手をかけたまま、友人と談笑しているところだったが、相手の友人は、猛もう烈れつな勢いで駆け寄ってくるイリヤの姿を見つけ、

「衛宮、迎むかえが来たぞ」

　と、笑みをこぼした。

　馬ば鹿かにした笑いではない。それはイリヤのクラスメイトたちも同じこと。

　この兄妹きようだいの仲むつまじい様子を見れば、大たい概がいの人間は、ついこのような笑みをこぼしてしまうものだった。

「お兄ちゃ～ん」

「おっ、イリヤ。やっと来たか」

「うんっ、一緒に帰ろっ」

「だけど俺、今日は自転車なんだよな。すまんイリヤ、自転車で二人乗りをすると道路交通法違い反はんでお巡まわりさんに逮たい捕ほされちゃうんだ。うーん、どうしたものか」

　兄は、妹をからかうが──、

「ううん、お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ！　わたし走るの得意だから」

「お？　言ったな？　それじゃ──家まで競走だっ！」

　こうして、二人は家へと向かう。

　士郎は、あえて自転車から降りないまま、ゆっくりとペダルを踏ふみ続ける。イリヤも兄にいいところを見せようと、そのまま走って追いかける。この下校風景は、もしかすると二人の関係をそのまま表すものであったのかもしれない。

　ともあれ、元気少女のイリヤと兄の士郎は、潮風の混ざる空のもとで、その微笑ほほえましい日々を過ごしていた。

　平和かつ、平へい穏おんな、まさしく『日常』といった日々を。

　一〇歳のイリヤスフィール・フォン・アインツベルンは、まだ知らない。

　この穏やかなる日常が、永遠のものではないことを。

　もうすぐ彼女の『穏やかな日常』は終わりを告げて──、

『賑にぎやかで騒そう々ぞうしい日常』

　が始まるのだ。

　即すなわち、魔ま法ほう少女としての日々が！




　　　　２




　イリヤと士郎の家は、深山町にある、白い壁かべの建売住宅。

　この兄妹と両親に、二人のお手伝いさんを加えた計六人という大所帯だが、さほど窮きゆう屈くつに感じないのは、両親が仕事で留守がちだからだろう。

　学校からの具体的な距離を測ったことはなかったが、

「「ぜえっ、ぜえっ、ぜえっ、ぜえっ……」」

　全力疾しつ走そうなら、五九秒一〇で着く距離だ。それはイリヤも今日初めて知った。

「ぜえっ、ぜえっ……、どう、おにいちゃん……？　ご……五〇メートル走ならっ、男子にもっ、負けたことっ、ないんだからっ！」

「ああ、偉えらい偉い……ぜえっ、ぜえっ、ぜえっ……。冗じよう談だんでスピードを上げたのに、まさか全力疾走で追ってくるなんて……」

　しかも、必死の形相で『うおりゃああああああああああああああっ！』とか叫さけびながら。

　愛する妹ながら、士郎もあの顔にはちょっと驚いていた。

　そんな調子で、つい勢いで最後まで全力で家まで帰ってきてしまったというわけだ。

　二人が息を切らしながら玄関のドアを開けると、出で迎むかえてくれたのはセラだった。

「……まあ、お二人ともお帰りなさいませ。ずいぶんとお早いんですね」

「はぁ、はぁ……ただいま、セラ……」

　セラは、イリヤが物心ついた頃ころから衛宮家に住み込みで働いてくれている、二人のお手伝いさんの一人だ。

　通つう称しよう『しっかりしている方のお手伝いさん』。

　髪は、雪のように白いシルバーブロンド。家事の邪じや魔まにならぬよう、うなじの下のところで束ねられている。

　瞳の色は、イリヤと同じく、綺き麗れいに輝く緋色だ。

　イリヤにとっては姉がわりの存在であり、両親が不在がちなこの家庭にとっての、母親としての役割を自認してもいた。

「お二人とも、どうしてそんなに息を切らしているんです？」

「ぜぇぜぇ、はぁはぁ……ちょっとね……」

「？　今ひとつ状じよう況きようが理解できませんが。……ところで、イリヤさん」

「ん？　なに？」

「お昼過ぎに荷物が届きましたよ。中身はブルーレイディスクとか」

「ブルーレイ……？　あっ、そっか。もう届いたんだ」

　リビングの方から、かすかにテレビの音が聞こえてくる──。





ムサシ「──愛と正義と仁義の使者！　魔法少女マジカル☆ブシドームサシ見参！」






「あーっ、ずるい！　リズお姉ちゃん、先に観みてる！」

　イリヤは、ばたばたとリビングに飛び込んだ。




　　　　＊




　魔法少女マジカル☆ブシドームサシ。

　愛と正義と仁義の名の下もとに悪者どもをばったばったと斬きり倒たおすムサシちゃんの活躍を描えがいたアニメーション作品。日曜朝に放映された女児向け作品であるにも拘かかわらず──いや、むしろ、その手の作品の例に漏もれず、一〇代、二〇代の視聴者からも評価が高い。ほら、萌もえーとか、そういうの。

　現在、シリーズ第二期である「魔法少女マジカル☆ブシドームサシＳＬＡＳＨ」が好評放送中だが、このたび、ついに第一期シリーズがブルーレイボックス化！　お値段も二万三九四〇円×上下巻というお手ごろ価格だ。みんなも買おう！

　ちなみに以下は、魔法少女マジカル☆ブシドームサシ第七話『輝かがやきはシャイニング⁉』（ディスク２収録）のワンシーンとなる。





ムサシ「いくよイオリ！　マジカル☆トカレフを出して！」

イオリ（使い魔ま）「ムサシちゃん！　それはきっと魔法少女の戦い方じゃないよ！」

ムサシ「お願い！　魔法のヤッパだけじゃ不安なの！」

イオリ（使い魔）「違ちがうよムサシちゃん⁉　ボクが渡わたしたのはマジカルブレードだからね⁉　勝手に名前を物ぶつ騒そうなものに変えないで！」






「むぅ、神作画……」

「神作画じゃなーいっ！」

「お、イリヤおかえり」

　リーゼリット──通称、リズ。

　玄関にいたセラは人呼んで『しっかりしている方のお手伝いさん』。この呼び名はつまり『しっかりしていない方のお手伝いさん』も存在する、という事実を示していた。

　即ち、このリズがそう。

　セラと同じく、雪のようなシルバーブロンドの髪かみを、短めに切り揃そろえている彼女。

　顔かたちにスタイル、雰ふん囲い気きは全く似ていないのだけれど、どうやらセラとは姉妹の関係にあるらしかった。

　スタイルというのはつまり、バストのことである。いつも無表情のリズなのだが、そのサイズ実に九二センチメートルという豊かな胸が、圧あつ倒とう的な存在感を彼女に与あたえていた。

　小学校にあがってからは大人ぶってやらなくなったけれど、イリヤは昔、彼女のふかふかの胸に顔をうずめて一いつ緒しよにお昼ひる寝ねするのが大好きだった。

　瞳ひとみの色も、セラやイリヤと同じ。詳くわしい関係性はよく分かっていないが、たぶん母方の親しん戚せきか何かなのだろう──と、イリヤはそんなふうに考えていた。

　そんなリズは今まさに、リビングのソファにごろごろと寝ね転ころがり、アニメを鑑かん賞しようしているところ。

　ポテチ（のり塩）の破は片へんをぽろぽろとこぼしながら。

「イリヤ……『神作画じゃない』とは聞き捨てならない。長谷川さん作画回のムサシはまさしくジャパニメーションが生んだ偉い大だいな芸術。特にこの七話は、前後の話との繫つながりがまったく無い捨て回（ストーリー上必要の無い回）でありながら、ネット界かい隈わいやアニメ雑誌でどれほど褒ほめ讃たたえられたことか……」

　普ふ段だん口数の少ないリズにしては、珍めずらしいほどの饒じよう舌ぜつぶりだ。

「ううん、そうじゃないよ、お姉ちゃん！　自分だけ先に観てるなんてひどいって言ってるんだよ。一緒に観ようって言ったじゃない」

「これ、お金出したのわたし」

「そうだけどぉ……。ね、リズお姉ちゃん、最初っから観よっ。一話から。ねっ？」

　リズは、イリヤの見ている限り、ほとんどお手伝いさんとしての仕事をせず、一日中ごろごろしてはアニメを観たり漫まん画がを読んだりしているだけの大人だったが──、

「ん」

　基本、イリヤには優やさしい。

　ただ『ん』とだけ言って、顎あごでテーブルの上に置かれたブルーレイディスクのボックスを指し示した。これは『ディスクを入れ替かえて一話から観ていいよ』という意思表示だ。

「やったあ！　ありがとう、リズお姉ちゃん！」

「ん」

　今度のは、『どういたしまして』の『ん』なのだろう。

　イリヤとリズは、ちょこんとソファに並んでアニメを観る。

　セラはそんな二人の姿を見て、心しん配ぱい性しようの母親のように、

「ああ……、すっかりイリヤさんが俗ぞく世せに染まってしまって……」

　と、不安そうな顔をするのだった。

「どうしましょう。これでは留守を任せて下さった奥様たちに顔向けできません」

「いや、セラ、そんな気にしなくても」

「シロウ、貴方あなたが悪いのですよ！　兄の貴方がしっかりしていないから！」

「えっ、怒おこられるの俺なの？」

　兄の士郎も、いい災難だ。
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　マジカル☆ブシドームサシは、一話あたり二一分。三〇分もののアニメからＣＭを抜ぬくと、一いつ般ぱん的にこのくらいの時間になる。

　もちろんＯＰオープニングやＥＤエンデイングを飛ばせば、より短い時間になるが──イリヤとリズが、それらを飛ばすはずもない。

　ＯＰの映像は、最初のうちは本編の映像を編集しただけの未完成品だったのが、四話からついに完成版になるのだし、さらにはその完成版も一コマだけヒロインのパンツが映っていたことから翌五話ですぐさま一部差さし替えとなる。サビの部分では本編の変身シーンのバンクが使われているのだが、九話からガシャーン、ガシャーンとロボットが合体するような謎なぞの効果音が入るようになり、しかし評判が悪かったのか一一話でまたもとに戻もどる。

　このように毎回新しい顔を見せるＯＰ映像を、なぜ飛ばすなどということができよう。

　ＥＤに至っては論外だ。クレジットでスタッフや声優の名前が出るのだから。レコード会社タイアップの謎のアイドルソングであっても早送りせず見るのが当たり前というものだ。

　そんな調子で、二七四分（二一分×一三話＋ディスク交こう換かん時間）ほど経過して……。

「あー、面おも白しろかったー」

　時間は、すっかり夜。

　やっと、イリヤは一息ついた。

「あーうー、疲つかれたー。一クール一気観みはちょっとやりすぎだったかも……」

　駄だ目め人間の台詞せりふだ。

　ちなみに魔ま法ほう少女マジカル☆ブシドームサシは全五二話。一三話で敵の幹部を一人倒たおして、シリーズが一つキリよく終わりはしたものの、まだほんの四分の一しか観終わってはいない。しかし──、

「イリヤさん、そろそろお風ふ呂ろに入っちゃって下さい」

　セラにそう言われ、今日はもう終わりと決めた。

　あまりテレビばかり観ていてはセラも怒りだすかもしれないし、よく考えてみれば、下校のときの全力疾走で汗あせをかいたままだ。

　そもそも、こんな風に、だらしのないところを見せていると、お兄ちゃんにあきれられてしまうかもしれなかった。それはイリヤの望むところではない。

「はーい、今入りまーす」

　少女はぱたぱたと浴室へと急いだ。
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　イリヤスフィール・フォン・アインツベルンは、半年ほど前からブラジャーをしている。

　そのバストサイズは、

『──子ども用Ｍサイズ（カップなし）』

　もちろんイリヤの年とし頃ごろの少女にとって、これは常識的なサイズではある。彼女はその『中くらいの体格の子供』であったのだから。

　しかし、テレビをつければグラビアアイドルのＥカップだのＦカップだのが氾はん濫らんする世の中で、Ａカップどころか、それ以下の『カップなし』であるというのは多少、気のめいる事実ではあった。

　特にイリヤのように、家でも常に『意識する男性』の目に触ふれるような子であるならば──。

　イリヤはセラに買ってきてもらったスポーツブラを洗せん濯たく籠かごに放り込む。

　続いて、ショーツも。

　水色の縞しま模も様ようの入った、上下揃そろいのコットンだ。セラの買ってくる下着は子供っぽいものばかりで、イリヤは少々気に入らない。

　かといって前にリズに選んでもらったのは、あまりに大人びていて、とても学校に着ていく気にはなれないものばかり。結局、イリヤは『自分の下着はクラスの皆みなより幼いのでは？』と気にしながら、セラの縞しまブラで登校していた。

　──ともあれ、イリヤは下着を脱ぬぎ捨て、素す裸はだかになって浴室へ。

「ふぅ……」

　湯船の中で、息をつく。

「ムサシ、面白かったなー」

　一三話一気観の余よ韻いんの中、つい言葉が勝手に漏もれた。

「魔法、か……。あったら便利だよねー。空を飛べる魔法とか、宿題片付けちゃう魔法とか、それに──」

　それに──。

　湯船の中で膝ひざを抱かかえ、鼻のあたりまで顔をお湯の中に沈しずませる。ぷくぷくと息を泡あわだたせながら……、

（──恋こいの魔法、とか？）

　声にならないよう、口にした。

「ぷハッ！　ナシナシ！　それはナシ！　わたし何言ってるんだろ！」

　イリヤはお湯から顔を上げると、ぶんぶんと頭を左右に振ふる。

　さすがに、それは馬ば鹿かげた想像だ。

　よりにもよって『恋の魔法』とは。

　しかも、もしそんなものがあったとすれば、使う相手は──。

「う～～～～っ！」

　イリヤは、また湯船に顔を沈めて『うー』と唸うなった。

　こうしていれば、顔が真っ赤になっていても『お湯に顔をつけてたからだ』と言い訳ができるから。無論、誰だれが見ているというわけでもないため、これは自分自身に対する言い訳にすぎない。五秒ほど経たち、ぷはっとまた顔を上げた。

「今のもナシ！　さすがにもう魔法少女に憧あこがれるような年じゃないもんね」

　彼女は一〇歳の小学五年生。

　魔法少女も魔法も魔法ステッキも物語の中にしか存在しない絵空事だと思っていたし、この歳で魔法少女アニメに熱中するのが『マニアックな趣しゆ味み』であることも理解していた。『普ふ通つう』は幼よう稚ち園えんのうちに、すっぱり卒業するものなのだ。

　イリヤは普通の女の子。

　自分が当たり前の世界に生きる平へい凡ぼんな人間なのだと、とっくの昔に知っていた。

「──ん？　なに、あれ？」

　顔をぶんぶん振っていると、窓の外にちかちかという輝かがやきが。

　この冬木市は大都会ではなかったため、それなりに星の見える地域ではあったが──しかし、その光は明らかに星とは異なる。

　赤、青、白、黄、色とりどりの煌きらめきで、大きく、激しく、ときに眩まぶしく、点てん滅めつを繰くり返していた。

（花火……じゃないよね？　んー、なんか爆ばく発はつみたいにも見えるけど……）

　とっさに『ＵＦＯか？』と思い至いたるが、しかし『いや、さすがにそんなものいるはずが』と自分の考えを否定する。その程度にはリアリズムの中に生きる少女だった。

（よく分かんないな……。あっ、そうだ）

　暗くすれば、外がよく見えるかも。

　そう思い、イリヤは浴よく槽そうから上がると、一いつ旦たん外に出て電灯を消す。

　そして、また浴室に戻って、窓を開けて改めて外を見た。

　夜空の中で、光はいっそう激しく閃ひらめいていた。

（きれい……。でも、なんの光なんだろう？　ふふっ、もしかして……可愛かわいい魔法少女が、正義のために戦っていたり──なんてね☆）

　自分の考えのあまりの可愛らしさに、イリヤは自分で笑ってしまった。これまた『現実にそんなことはありえない』と信じていたからこそだ。

　しかし──もうじき、そうではなくなる。

　この日の夜に、二つの衝撃的な体験をすることを、幼いイリヤはまだ知らない。
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　──イリヤが空を見上げた、その同時刻。

　前夜に引き続き、冬木市の夜空の只ただ中なかで、時折ぶつかり合っては文字通りの火花を散らす、二筋の懲こりない閃せん光こうがあった。

「だああああっ！　昨日という今日といい、何で攻こう撃げきしてくんのよコイツは！　共同任務だってこと忘れてんじゃないの⁉」

「まったく困ったちゃんですねー。結構な本気弾だんでしたよ、アレ」

　必死の形相で、小刻みに飛行方向を変えながら迫せまりくる魔ま力りよく弾だんを回かい避ひする紅色ルビーのコスチュームに身を包む少女──遠とお坂さか凛りんの絶ぜつ叫きように、彼女の手にしたステッキについている星型の飾かざりが明めい滅めつしながら同意する。

「ホーッホッホッホ‼　共同ということはつまり、どちらか一人が達成すればいいということ！　こんな任務、私ワタクシひとりでどうとでもなりますわ！　貴女あなたさえいなくなれば全すべて丸く収まるんですのよ！」

　対するもう一人。碧色サフアイアのコスチュームに身を包んだ少女──ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトがステッキを一ひと振ふりするたびに、その前方にはっきりと浮かび上がる四つの魔ま法ほう陣じんから一いつ斉せいに魔ま力りよく砲ほうが放たれた。

「ええいもう、魔力じつだんがいくらでも供給されるからって、無む茶ちや苦く茶ちややってくれるわね！」

　並行世界から無限に引っ張ってくる魔力を、第五元素のエーテルに変へん換かんして直接ぶつけるという、この大技。彼女たちが手にする杖つえ──カレイドステッキを創つくり上げた魔ま道どう翁おうキシュア・ゼルレッチ・シュバインオーグがかつて、月の王と呼ばれる存在との戦いで行使したという、無む尽じんエーテル砲ほうのコンパクト版だ。

「ホーッホホホ！　逃にげ回ることしかできないとはみじめね、遠トオ坂サカ凛リン！　あなたのその姿、殺虫剤ざいに追い回される害虫のようにブザマでしてよ！」

　ホーッホホホと甲かん高だかい高笑い。

　こんな時にも、片手をあてて口元を隠かくすのは、淑しゆく女じよのたしなみだとでも言うのだろうか？　少なくとも一いつ般ぱん論では、つい三分前に休戦協定を結んだ相手に対していきなり攻撃を仕し掛かけるのは、淑女の振る舞まいではなかったが。

「任務より先に味方を討うとうとするマスターは人でなしと評します」

　ルヴィアのステッキも、主の行動に批判的なようだ。あまりにストレートなその言い草。しかし抑よく揚ようを欠いた声でのその忠告は、彼女の興奮に却かえって油をそそぐこととなる。

「お黙だまりなさいサファイア！　聞いたところでは、この国には勝てば官軍という素す晴ばらしいことわざがあるそうですわよ！」

　悪びれもせずそう言い放つと、彼女はさらに複数の魔法陣を展開。弾たま数で相手を圧あつ倒とうしようというのだろう。

「ほんっと、つくづく嫌いやな女……！」

　対する凛が選んだのは、防ぼう御ぎよではなく、回避。

　神経がすり減る作業ではあったが、ルヴィアが力押しで攻せめてくる以上仕方あるまい。防ぼう御ぎよ魔ま法ほう陣じんに魔力を回し、その結果として一方的に攻められっぱなしになってしまうのは得策とは言えなかった。

　彼女が手にしたステッキと、ルヴィアの手にするそれの性能は、全く同じ。加えて、あまり認めたくないことではあるが、凛とルヴィアの持つ魔力の容量、強さもほぼ同等だ。時と計けい塔とう──ロンドンの魔ま術じゆつ学院の講師であるロード・エルメロイⅡ世ならば『格かく闘とうゲームの同キャラ対戦』と評したことだろう。

「あーもーっ！　本当にむかつくわねこの縦ロール！　いくら魔道翁たる大師父の命令だからって──」

　ジャンケンでは、グーに勝つためにはパーを、パーに勝つためにはチョキをぶつけなければならない。それと同じだ。同等の力を持つ魔ま術じゆつ師しを相手にする場合には、正面から同じ力をぶつけても意味が無い。別の攻め方が必要だった。

「あんたと協力だなんて──」

　凛は雨霰あられと降り注ぐ魔力弾を回避しつつ、ステッキに魔力を溜ためていく。

　体全体を回転させるように、最も小さい移動距きよ離りで、狙ねらい定めたポイントへと体を滑すべりこませる。そして、目標──ルヴィアと自分の間に、魔力弾が一列に並ぶ瞬しゆん間かんを見定めて、

「考えただけで反吐へどが出るわ！」

　ステッキをバットのように振りかぶり、力いっぱい魔力弾を打ち返した。

　カレイドステッキの放つ魔力弾はエーテルに変換された魔力そのもの。ぶつかりあった弾体は、決して相そう殺さいされることがない。

　回避機動のために最低限必要な分を除き、全魔力を集中させた凛の一いち撃げきが弾はじき飛ばした魔力弾は、接せつ触しよくした魔力弾を次々と吸収、さらには巨きよ大だいな光球となってルヴィアへと殺さつ到とうしていく。

「……サファイア！」

　凛の目もく論ろ見みに気付いたルヴィアは、同時展開していた攻撃用の魔ま法ほう陣じんを全て解除し、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきに全魔力を集中。爆発音こそ派手ではあったが、威い力りよくの殆ほとんどは防がれてしまったらしい。

「くっ、全力の魔力砲に比べるとどうしても威力は落ちるわね……。ルヴィアのへなちょこ弾をかき集めたぐらいじゃ、この程度が関の山か」

　このまま畳たたみかけて攻撃したいところだったが、魔力弾を弾き返すほどの打だ撃げきには相応の反動があって、凛の腕うではじいんと痺しびれたままになっていた。

「その言葉、そっくりそのままお返しして差し上げますわ！　この品性欠落ツインテール！」

「魔ま法ほう少女を夢見る子供たちが聞いたら泣き出すくらい最低なやりとりですねー」

　互たがいを悪あしざまに罵ののしり合う二人に閉口したのか、凛の持つステッキに宿る人工精せい霊れい、マジカルルビーが口を差し挟はさむ。その声はどこか、ほがらかかつイタズラ好き、大人だけど少女っぽい、割かつ烹ぽう着ぎが似合いそうな少女の姿を連想させた。

「うるさいわねルビー！　向こうが先にケンカを売ってきたんだから、悪いのはあっちの方よ！」

　ルビーの苦言に気を取られた凛。その一いつ瞬しゆんの隙すきを見み逃のがすルヴィアではない。

　今度はこちらの番だとばかりにステッキを大きく頭上に振ふりかぶる。

「私ワタクシの輝かしい未来の為ために──」

　そのまま勢いよく振り下ろし、

「消えなさい、遠トオ坂サカ凛リン！」

　ひときわ大きな魔力砲が、凛に向かって放たれた。

　回避行動は──間に合わない！

「だーッ！　ルビー！　障しよう壁へき張って障壁！」

「障壁なら常に張ってますけど──」

　破は裂れつするような轟ごう音おん、続いて衝撃が大気を震ふるわせる。

「……まあ、ここまで強力な魔力砲だと、ちょっと相殺しきれませんねー」

　煙けむりの中から、見るからにボロけた様子の凛の姿が現れた。皮ひ膚ふのところどころが黒いすすだらけになっていて、コスチュームの端はし々ばしも破損している。魔力砲を真正面から喰らって、五体満足でいられること自体が驚おどろくべきことではあった。

「まあ、治癒促進リジエネレーシヨンもかけてあるので、しばらく放っときゃ傷きずも治りますよ」

「いや治るとかそういうことじゃなく……痛い。今とても痛い」

　地じ獄ごくの底から聞こえてくるような呻うめき声。そこには怒ど気きと殺気がこめられていた。

　腹が立って、腹が立って、まさしく怒いかり心しん頭とうという様子。

　そんな凛の様子を、ルヴィアは少し高い位置から文字通り満足げに見下して、

「ホホホ、そのみすぼらしい姿、本当に見苦しいですわね。目め障ざわりですから、とっとと消えて貰もらえませんこと？」

　蔑さげすみも露あらわに挑ちよう発はつの言葉を投げつけた。

「そう……。あんたの気持ちはよーくわかったわ。そっちがその気なら──」

「凛さん？」

　胸むな元もとに手を入れる凛。彼女がそこから取り出したのは──。

「クラスカード！」

　凛が二本の指に挟んでいるそれを見たルヴィアの顔色が豹ひよう変へんする。

　彼女がクラスカードと呼んだそれは、掌てのひらよりも一回り大きなカードだ。材質は不明。その表には、大きな弓に矢をつがえ、今にもそれを放たんとしている女性の弓きゆう兵へいの姿が、精せい緻ちな線せん描びようと写実的な色しき彩さいで描えがかれている。

「この場で引導を渡わたしてあげるわ！」

「ふぅん、そう……クラスカードを抜ぬくのですわね？──ならばこちらも！」

　ルヴィアもまた上うわ衣ぎの胸元に手を入れて、凛と同じくカードを取りだした。

　ただし、こちらに描かれているのは弓兵ではなく、槍やり兵へい。

　つば広の帽ぼう子しをかぶり、左手に長い槍を携たずさえた戦士の端たん然ぜんとした姿が、細密に描かれている。

「手加減はしませんわよ！　クラスカード〝ランサー〟！」

「クラスカード〝アーチャー〟！」

　二人は、眼前に掲かかげたそれぞれのカードの役割クラスを宣言し、続いて──。

「「限定展開インクルード！」」

　同時に叫さけぶ。

　各おの々おののカードを、ステッキの星型に接触させて。

　凛とルヴィア、二人の動作は殆ど同時。

　しかし……。

「……」

「………」

　二本のステッキは沈ちん黙もくしたまま。彼女たちが期待した効果は発生しなかった。

「…………あれっ？」

「えっ……？」

　何が起きたかわからない、そんな様子の二人。

「どうしましたの、サファイア！　限定展開インクルードですわよ⁉」

　動どう揺ようも露わに、ルヴィアはステッキに呼びかけた。

「ちょっとルビー？　限定展開インクルードよ！　なんで反応しないのよ！」

　凛の方はといえば、ガツガツと音を立ててカードをステッキに押し当てまくっている。

　そんな二人に対し、二本のステッキが突つき付けた回答は──。

「やれやれですねー、わたしもサファイアちゃんも、もうお二人には付き合いきれません」

「ルビー姉さんの言う通りです」

　──容よう赦しやのない、ダメ出しだった。

「は⁉」

「サファイア⁉」

「大師父がカレイドステッキわたしたちをお二人に貸かし与あたえたのはケンカに使わせるためではなく、お二人が協力して師が下した任務を果たすためだったはずです」

「「ううっ……」」

「だというのにこの魔法の力を私し闘とうに使おうだなんて、本ほん末まつ転てん倒とうも良いとこですねー」

　心なしか、ぐいっと我が身を押し出すようにルビーが凛をこきおろす。

「おのれペラペラと正論を……！」

「ホーッホッホッホ！　ざまぁありませんわね遠トオ坂サカ凛リン！　自分のステッキに窘たしなめられるなど、やはり私ワタクシとは持ち主の格というものが」

　その様子を見て勝ち誇ほこるルヴィアであったが、

「いいえ。ルヴィア様もです」

　サファイア──ルヴィアの持つカレイドステッキに宿る人工精霊が彼女を遮さえぎった。

「なんですって⁉」

「大師父のご命令でルヴィア様がわたしのマスターとなってまだ数日ですが、任務を無視したその傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞まいと縦ロール。恐おそれながらルヴィア様は、マスターに相応ふさわしい方ではないと判断します」

　姉ルビーに比べると感情の起き伏ふくに乏とぼしい女性の声で、淡たん々たんと告げていく。

「縦ロール⁉」

「ハッ！　持ち主の格が何ですって？」

「お黙だまりなさい！」

　事ここに及およんで、性しよう懲こりもなく言い争いを始める二人。そして、これが決定打。

「そういうわけですので、誠に勝手ながら──」

「ああっ」

「ちょ、ちょっと──‼」

　二人の手の中から、マジカルルビーとマジカルサファイア、二本のカレイドステッキがするりと抜け出した。

「「しばらくの間、お暇いとまをいただきます！」」

　堂々たる決別の宣言みくだりはんであった。

「なっ⁉　ちょっとぉー⁉」

「待てやゴルァ！　ステッキの分際で主人に逆らう気⁉」

「あははー。凛さんはもうマスターではありませんからー」

「戻もどってらっしゃいサファイア！」

「申し訳ありません。よりわたしたちに相応しいマスターを捜さがしに行かせていただきます、元マスター」

「さあ、行きましょうサファイアちゃん。まだ見ぬマスターとの出会いを求めて！」

「そうですね、姉さん」

　そんな言葉を最後に、茫ぼう然ぜんとする凛とルヴィアを後に残して、輝かがやく光こう跡せきを描きながら空の彼方かなたへと飛んでいってしまう二本──と思いきや、ぐぐっとコースを変えて、ルビーとサファイアは再び彼女たちのもとに舞い戻って来た。

「な、なによ……？　考え直したってわけ？」

「いえいえ、そんなはずないじゃないですか。凛さんとルヴィアさんに、一つ忠告がありまして」

「？」

「お気づきじゃないようなのですけれど、お二人の転身は既すでに解いておきましたので、早く何とかしないと……」

「地球の重力に引かれて、魂たましいも体も落っこちてしまいます」

　ルビーの言葉を、サファイア引き取った。

「へっ……？」

「あら……？」

　その時になって初めて、凛とルヴィアの二人は自分たちが先ほどまで身に着けていたフリフリのコスチュームが解除され、転身前の姿──普ふ段だん着ぎに戻っていることに気付いた。

　そして、何よりも大事なことがもう一つ。

　重力の法則に従い、二人はゆるやかに自由落下を開始していたのである。

「だぁぁぁーッ！　落ちてるーッ⁉」

「おのれ許しませんわよサファイアーッ！」

「それではごきげんよー」

「失礼致いたします」

　改めてステッキたちが飛び去るまでもなく、今は自分たちの方が凄すごい勢いで飛び去っているのだった。

　ただし、下方向限定で。

「あーッ！　加速が止まらない！」

「重力があるのですもの、当然ですわ！　くっ……身体軽量化と重力軽減化の魔ま術じゆつでなんとか」

「あああ、呪じゆ文もん呪文、呪文はええっと！」

「そうですわ！　いざとなったら遠トオ坂サカ凛リンをクッションに……！」

「いいこと思いついたみたいに言うんじゃない！　上等よ！　こっちこそあんたのその無駄にでかい胸をクッションにしてやるわ！」

　絶体絶命の危機に直面して、二人のいがみ合いはなおも空中で続いていた。

　学院に入って以来、首席の座を巡めぐって事あるごとに対立し、相あい争あらそってきた遠坂凛とルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト。

　たとえ地球の危機を目まの当たりにしたところで、彼女たちの積み上げてきた戦いの歴史はそう簡単になくなったりはしないのである。

　二人は、またも同時に叫んだ。

「[image: わたし]の為ために死になさいーッ！」
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「あれっ、消えた」

　浴室の窓から空を見上げていたイリヤは、素す裸はだかのまま首をかしげた。

　あれほどばちばち煌きらめいていた光がいきなり途と絶だえ、空はまた普ふ通つうの夜空だ。

（何だったんだろう……？　もう終わっちゃったのかな？）

[image: ]

　否いな。

　暗い夜空に、一つの光点が生まれた。

（あっ、また始まったのかな？）

　それは赤く、眩まぶしく、最初は小さく、そして……、

「あ……あれ……？」

　次し第だいに大きくなっていく。

　それも、おそらくは実際に大きくなっているのでもなければ、光量が変化しているわけでもないのだろう。これは、おそらくは──。

「なんか、近づいて……こっちに来ているような──」

　こっちに、来る！

　しかも、なんかキュイイイイインという音をさせて！

　間違いない。あの光は飛行物体で、しかもこっちの方に向かってきているのだ。

　ここに！　この方向に！　この場所に！

　自分の見ている、この浴室の窓に向かって！

「いけない、逃にげなきゃ──‼」

　イリヤがそう確信した、ちょうどそのとき──。




　──パチッ




　光った。いや、明るくなった。

「……えっ？」

　窓の外の光は関係ない。浴室の電灯が点ついたのだ。

　灯あかりが点くと同時に、がららっ、と浴室の戸が開く。

　幼いイリヤスフィールはこの夜、二つの衝撃的な体験をする。その一つは──これだ。

　戸を開けて、兄の士郎が！

　浴室で出会う、妹と兄。

　しかも当然、どちらも裸はだか。

「「……………………………………………………」」

　あまりに衝撃的な出来事が起こると、人間というのは無口・無表情になるものらしい。

　生まれたままの姿のイリヤと、同じく裸のままの兄。

　しばらくの間、二人は互たがいを見つめたまま、ただ、ぽかんと黙っていた。

　少女特有のすらりと細い手足と、張りのある白い肌はだ、それにまだ幼い蕾つぼみのような小さな胸。未成熟な、しかし芸術作品のような一いつ糸し纏まとわぬイリヤの肢し体たいと、──そして、細いながらも意外に筋肉質で引き締しまった、とっさに股こ間かんを隠かくした垢あかすり用のタオルのみの兄の姿。

　その二つを、互いに見つめ合いながら。

「「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」」

　先に金かな縛しばりが解けたのは、意外と引き締まった裸ら体たいをした兄士郎の方だった。

「あ、あの……電気、消えてたから、それでもう上がったものと──」

　ワンテンポ遅おくれて、イリヤも正気を取り戻す。

　イリヤ「…………いっ」

　彼女は半年前からブラジャーをし始めた、極きわめて多感な年とし頃ごろだ。もしかすると人生で一番、裸を見られるのを嫌いやがる時期であったかもしれない。

　だから、当然の如ごとく、

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　悲鳴を上げた。

　まだ幼い胸（子ども用Ｍサイズ、カップなし）を両手で隠し、床ゆかへとしゃがみ込みながら。

　してみると、この次の瞬しゆん間かんに起こった悲劇は、少女イリヤが普段からブラジャーをつけていたことに原因の一いつ端たんがあるとも言える。彼女が自分の乳ち房ぶさを意識していなければ、こうしてしゃがみ込むことはなかったのだろう。

　この夜、イリヤの身に起こる衝撃的な体験。一つは、今の。

　兄に風ふ呂ろ場ばで遭そう遇ぐうし、不ふ慮りよの事故ながらも互いの裸体を見せ合ったということ。

　そして……、




　──すこーんっ




　もう一つは、これ。

　今のは、兄の顔面になにかが激げき突とつした音だ。

「──あああああああああぁぁ……え？　えええぇぇぇええええええええええっ⁉」

　イリヤの悲鳴の『いやあああ』は、途と中ちゆうから疑問と驚おどろきの『ええええ？』に変化する。

　彼女が状じよう況きようを理解するまで、数秒ほどの時間を要したが、つまり──先ほどの赤い光が原因だ。

　赤い光はイリヤの予想通り、彼女のところに飛んできた。

　それも浴室の窓から飛び込んできたのだ。

　光は、本来ならイリヤの頭に『すこーん』と激突するはずだった。

　だが胸を隠そうと、イリヤが床にしゃがんだばかりに、兄の顔面に……。

「うう、う……イリヤ、悪……かっ……た……」

　激突のショックで、士郎はぱたりと床に倒たおれる。意識は無い。

「え……っ⁉　えっ⁉　なにこれ？　なんなの？　お兄ちゃん大だい丈じよう夫ぶ⁉」

　しかも、だ。

　窓から入ってきたのは、厳密に言えば『赤い光』ではなかった。

　正しくは『赤く光るなにか』だ。

　そのなにかを、より正確に表現するならば、

「なに、これ？……ステッキ？」

　もう光は消えている。兄の顔面に乗るように、そこには〝ステッキ〟が転がっていた。

　とはいっても、お年寄りやイギリス紳しん士しが使うような杖つえとは違ちがう。もっと短く、せいぜい長さは七〇センチ。本来なら、これはステッキなどとは呼ばれない。大きな星の飾かざりがついた、ただのプラスチックの棒に見えた。

　だが、イリヤはこれを見て〝ステッキ〟と言った。

　ついさっきまで、これをステッキと呼ぶ作品を目にしていたからだ。

　兄の顔面にぶつかったもの──それは、魔ま法ほう少女マジカル☆ブシドームサシの持っていたような〝魔法のステッキ〟。それが赤く発光しながら、窓から飛び込んできたのだ。

　さらに驚くべきことに……。

「ふぅ……。避よけられてしまいましたか」

「喋しやべった⁉」

　喋った。それも日本語で。

　しかも、その内容！　『避けられた』とは、どういうことであるのか？　本当はイリヤにすこーんとしたかったのか？

「やれやれ、手っ取り早く済ませたいところだったのですが……まぁいいでしょう」

　そしてステッキは、ふわりとそのまま宙に浮うかぶ……。

「はじめまして！　わたしは愛と正義のマジカルステッキ、マジカルルビーちゃんです！」

「愛と正義のマジカルステッキ……？」

「そうです！　おめでとうございます、貴女は魔法少女に選ばれました。さぁさぁ、わたしを手にお取り下さい。力を合わせて悪と戦いましょう！」

　マジカル☆ブシドームサシのような、悪と戦う魔法少女に──。







　のちに、イリヤスフィール・フォン・アインツベルン（子ども用Ｍサイズ、カップなし）は当時のことを、こう述じゆつ懐かいする。

「──この時、突とつ然ぜんの出来事に、わたしの直感はこう告げていたのです。即すなわち……、

　こいつはうさんくさい

と」

　その直感は、正解だったが。







[image: 第二章　「わたしの奴隷になりなさい」]
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「おめでとうございます、貴女は魔法少女に選ばれました。さぁさぁ、わたしを手にお取り下さい。力を合わせて悪と戦いましょう！」

「え？　なんで二回言ったの？」

「大事なことですから」

「………………」

　この魔法ステッキを見つめるイリヤの目は、まさしく──、

〝ジト目〟。

　辞書によれば、すなわち『軽けい蔑べつや不ふ審しんといった感情を表現する際の目の形。〝半目〟とも』。

　今、イリヤがしているのは、そんなジト目の表情そのものだった。

「さぁ、ほら！　遠えん慮りよなさらずに！　ほら！」

「………………」

「ねえ？」

「……………………………………………………」

「あのぉ……もしかして貴女あなた。わたしのことをうさんくさいと思っていません？」

「えっ？　いや、あの……うん」

「大丈夫です！　何の心配も要いりません。さぁ、手に取って！　柄えのところを持って！　魔法少女となって、力を合わせてわたしにとっての悪と戦いましょう！」

「さっきと微び妙みように台詞せりふが違うよ！　なに、その『わたしにとっての』って！」

　そもそも『大丈夫です』とか自分で言ってしまうあたりが特にうさんくさい。

　他人に言うことを聞かせようとするのなら、それなりの技術というか話術が必要なものであるだろうに。なのにこのステッキ、いちいち言うことが強ごう引いんすぎる。これでは、うさんくささが増すばかりだろう。

　しかも、よく聞けば『手に取って』『持って』と何度も言いすぎている。

　相手が小五と言えど、これでは、

「なるほど……。手に取ったら、よくないんだね？」

　と、警けい戒かいするに決まっていた。

「いえ、その……触さわるだけでもいいんですよ？」

「触るだけでも危ないの⁉　これ、かなりの危険物なんじゃない！」

　イリヤは浴室の中を、じりじりと後ずさる──。

「ええと、その……まったく、カレイドステッキに向かってこれとはなんですか！」

「逆ギレ⁉　このステッキ、居い直なおり強ごう盗とうみたいになってるよ⁉」

「まったく……カレイドステッキを疑うなんて、悲しいです。なんとせちがらい世の中でしょう。ああ、現代ではもう魔法少女に憧あこがれる都合のいい女の子はいないのでしょうか……」

「今、『都合のいい女の子』って言ったよね？」

「言ってませーん、そんなことは言ってませーん」

「うわっ、すごい腹立つ！」

「失礼、浮かんでるの疲つかれたので、ちょっと降りますね。どっこいしょ」

「ちょっと、どこ降りてんの！」

　それまでふわふわ浮いていたマジカルルビーは、そのままスーッと真下に降りると、柄でそこに立った。

　士し郎ろうの顔の上に。

「マジカルルビー、なんでお兄ちゃんの顔の上に立つの？」

「おや、これは失礼を。台座にちょうどいい高さだったもので……。この唐とう変へん木ぼくっぽい方はお兄さんでしたか」

「お、お兄ちゃんはトーヘンボクなんかじゃないよ！　ほんとに失礼だよ！」

「またまた失礼。本当は朴ぼく念ねん仁じんと言いたかったのです。エロゲー主人公的な朴念仁キャラ。一昔前なら目が省略されてるタイプ」

「お兄ちゃんはえっちなゲームの主人公でもないよ！」

「そうでしたか。ふーむ……」

　ちなみに兄の士郎は垢あかすり用タオル一枚のみで、その〝局部〟を隠かくしていたのだが──、

「ひょいっ」

　捲めくった。

　魔法の杖マジカルルビーが、その羽状の小さな飾りのパーツをうまく手の代わりにして、

　ひょいっ

　と、タオルを捲くったのだ。

「な……ッ⁉」

　当然、〝中身〟が、ちらりと見える。

「な、何してるの⁉」

「いえ、失敬。つい出来心でして」

「そんなの出来心で済むことじゃないよ！　戻もどして！　早く、タオル戻して！」

「いやいや、すいませんねえ。はい、かくし、かくし、と……」

　マジカルルビーは、そう言って一いつ旦たんタオルを戻したものの──、

「えいっ」

　今度は、タオルを思い切り払はらいのけた！

　先ほどのちらりどころではない。

　もはや、丸出し。

　局部は完全に露ろ出しゆつしていた。

「またまた失礼、つい手（？）がすべって──」

「ウソだっ！　今、『えいっ』て言った！　この変態！　変態！　セクハラステッキ！」

　だが、そう責めるイリヤの小高い鼻からは、つう、と一筋の鼻血が……。

「貴女、意外とスケベですね」

「そんなことないもんっ」

「とにかく、拭ふいてあげましょう。年とし頃ごろの女の子が鼻血だなんてみっともないですからね」

　マジカルルビーは再びふわふわと浮かび上がると、タオルをまくったのと同じ羽はね飾かざりで、イリヤの鼻血を、くいっ、と拭き取る。

「はい、これでキレイキレイです。……採血、完かん了りよう」

「採血⁉　血を採るって意味だよね？　どうして採血したの⁉」

「さて話を戻しますが……」

「ごまかした⁉」

　こうなると、もう『うさんくさい』では済まない。

　うさんくさいというのは『もしかすると、なにか騙だまされてるかも』という状態のことだ。今は、もうそんな段階ではない。

『この杖つえ、ウソついてるに決まってる』

　既すでに、その域にまで達していた。

「どうですー？　やりませんかー、魔ま法ほう少女？」

「えっと……なんかもうついていけないし、他ほかを当たってくれないかなぁ、なんて……」

「楽しいですよー、魔法少女！」

「でも……」

「気合いで空を飛んだり、ビームで敵を殲せん滅めつしたり。それから、ええと、これはまだ貴女には早いかもしれませんが──」

「あの……だから、わたしは別に……」

　イリヤは既に、すっかりお断りするつもりになっていたのだが──、

「恋こいの魔法でラブラブになったり？」

「……っ！」

　恋の魔法、のところで一いつ瞬しゆん黙だまった。

　つい、興味のあるような反応をしてしまった。

「あ！　今反応しましたね⁉　意中の殿との方がたがいるんですね⁉」

「い、いないいない！　そんなのいないもん！」

　と、若じやつ干かん顔を赤くするイリヤ。

「ムキになるのが怪あやしいですね！　それに、お顔が赤くなっていますし。相手は誰だれですか？　ベタにクラスメイトの男の子とか？」

「ち、違ちがうってば！」

「ふーむ……。はっ、さては！」

　マジカルルビーはなにかを察したらしく、未いまだ気絶したままの士郎のもとへ戻り、

「ひょいっ」

　ふたたび局部を隠すタオルを捲くる！

「だから、なんで捲くるの⁉」

「いえ、なんとなく」

「なんとなくって……」

「もう一度、ひょいっ」

「だーかーらーっ！」

「ふむ、その反応。やはり……」

「な、なに……？」

「（ボソッ）……恋の魔法」

「（ビクッ）……っ！」

　イリヤの背筋が、びくっ、と震ふるえた。明らかな狼ろう狽ばいぶりだ。

　そこに追い討うちで、第二のキーワード。

「（ボソッ）……ラブラブ」

「（ビクビクッ）……っ！」

　さらに、びくっ。

　この反応にマジカルルビーは確信し、イリヤに第三のキーワードを囁ささやく──。

「（ボソッ）……タオルの中」

「その三つを一いつ緒しよに並べないで！」

　だが、杖は無視して話を続ける。

「ははーん、わかりましたよ。さては──そこで伸のびているお兄さんこそが、意中の殿方なのですね！」

「なあっ⁉」

　イリヤの顔は、これまでにないほど真っ赤になる。

　それは兄の局部を見たときよりも、うんと激しい紅潮だった。

「あ、やっぱりそうでしたか。照れることはありませんよ。恋は素す晴ばらしいことなんですから」

「ち、ちが……っ！　そんなんじゃなくてっ！」

「それにしても相手はお兄さんですか……。ちょっぴり背徳的な感じがしますねえ」

「だーかーらー‼」

（そんな、まさか……‼　さすがは魔法の杖マジカルステツキ、ダテじゃない！）

　誰にも気づかれたことのない秘密だったのに！　まさか、そんなトップシークレットを見み抜ぬくとは……。

　イリヤは、改めてこの杖の力に畏おそれをなした。

（知られた以上は──もう、始末するしかないっ！）

　イリヤは、ガッとマジカルルビーの柄えを摑つかむと──、

「違うって言ってるでしょ！　このバカーッ！」

　そのまま窓の外に、投げ捨てようとした。

　力いっぱい。遠投で学年一位になったこともある、その綺き麗れいなフォームで。

　──だが、その瞬しゆん間かん！

「あ、あれ……？　体軀からだが……動かない……⁉」

　ぴくり、とも動かない。

　まるで肉体が、自分のものではなくなったかのように。

　喋しやべること以外は、なにもできなくなっていた。

「うふふふふー。想像以上にちょろかったですね」

　そうだ。忘れていた。

　この杖は持ってはいけないし、触さわることさえ危険なものだったんだ。

　そう思い出したときには、あとの祭りだ。

「なにをしたの⁉」

「血液によるマスター認にん証しよう。接せつ触しよくによる使用契けい約やく。そして、起動のキーとなる乙女おとめのラヴパゥワー。全すべて滞とどこおりなく頂ちよう戴だい致いたしました！」

　古来、人間の血液とは生命そのものであり、これを伴ともなった契約は魂たましいそのものの結び付きと言える。そして、ある種の魔ま術じゆつ流派において、愛こそが最も強い人間の意志とされるのも確かだ。

　そのためだろうか、カレイドステッキの起動条件のひとつは何の冗じよう談だんか、『鈍どん感かんな意中の男性に対する、素す直なおになれないスーパーオトメ力ちから』（本人申告）なのである！

「な、なにそれー⁉」

「さぁさぁ、最後の仕上げと参りましょうか！　貴女のお名前を教えて下さいまし！」

「あ……あぅあぅ……」

　この杖が聞きたがるということは、『教えてはいけないこと』なのだろう。

　それは、分かっていたのだが……。

「イ……イリヤ──」

　口が、勝手に答えていた。まるでこれは、全く別の自分。このうさんくさいステッキとの契約を望む自分が別の世界から召しよう喚かんされて、自分の体を操あやつっているみたいな感覚だった。

「イリヤスフィール・フォン・アインツベルン！」

　血液による仮登録。ステッキとの接触。乙女のラヴパワー。そして、個人情報。

　詐さ欺ぎ同然の強ごう引いんな手口で、契約に必要な全すべてのものが揃そろってしまった。

「よっしゃー！　マスター登録完了ですよー！　ろりっこゲット！　いやっふー！　ヒャッハー！」

「まままマスターって何よ！」

「それはもう、イリヤさんがわたしことマジカルルビーの新しいご主人様になったってことですよー。クーリングオフしようったってできませんのでご安心！　わたしと貴女はもう一心同体、ビスケット一枚あったらマスターとわたしで半分こって間あいだ柄がらです！」

　そして、マジカルルビーは、赤く輝かがやく。

　窓から見た、あの眩まぶしい光だ。

「それじゃあこのまま転身です！　プリズムトランスいっちゃいましょう！」

「うわっ、体が勝手に⁉」

　勝手に動く。

　これがルビーの言う契約ということなのだろうか。自分が『魔法少女』になったことを魂の底で理解してしまったイリヤの体はごく自然に、決まりごとのように、その動きを始めていた。

　それがなんなのか、イリヤはよく知っていた。さっきまで一三回も見ていた、頭の中で何度もイメージし、こっそり練習してみたこともある、あのポーズと同じものだ。

「これは……変身ポーズぅ⁉」

「察しがいいから説明がラクチンですねー。──コンパクトフルオープン！　鏡きよう界かい回かい廊ろう最大展開！」

　眩しい閃ひらめきは、繭まゆのように少女イリヤの姿を包み、

　変えた。

　変わった。

　少女の姿が。

　イリヤの髪かみの銀、幼い肌はだの白、そしてルビーの赤い光。それの混じったピンク色。いっぱいのフリルとリボンで包まれた、その衣装。その姿。

　光の中で、魔法の杖マジカルルビーは名乗りを上げた。

「新生カレイドライナー、プリズマイリヤ！　爆・誕！」

　そして名乗りと同時に、イリヤは、




　──びしり




　と、杖を構えて、キメポーズ！
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　もちろん、これもルビーの肉体操作によるものだ。

「なーっ！　ななな、なにこれー⁉　ホントに魔ま法ほう少女になっちゃってるー⁉　しかも、なに、この恥はずかしい格好！　おまけにキメポーズまで⁉」

「うーん、いいですよー、ナイスですよー。その角度、わかってますねえ。そう、そのあざといくらいの可愛かわいらしさこそが、いわゆるひとつの魔法少女であるのです！」

「ううん、すっごく恥ずかしいよ！──って、ここ庭じゃない？　わたし、いつの間に外に出たの⁉」

　そう。気がつくと庭にいた。

　この家は塀へいが低めだから、通行人に見られてしまうかもしれないというのに。

「浴室は転身には狭せまいですからね。気を利きかせて、お外に出してあげました」

「じゃあわたし、全ぜん裸らで外に出た挙げ句こんな恥ずかしい格好に変身したの⁉」

「大だい丈じよう夫ぶです、ちっとも恥ずかしくありません。そんなにお似合いなんですから」

「ううん、恥ずかしい！　それに、褒ほめられてもちっとも嬉うれしくないんだけど！」

「うんうん。やっぱり魔法少女はろりっこに限りますよねー。どこぞの年増魔法少女モドキとは大おお違ちがいです」

「人の話を聞いてよ！」

「イリヤさん、貴女は見事魔法少女となりました！　わたしと力を合わせ、共に〝この世全ての悪〟の異名を持つ、年増ツインテールと戦いましょう！」

「……としまツインテール？」

「はい。魔法のステッキであるわたしを奪うばい、年とし甲が斐いもなく魔法少女に変身し、見る者全てにいたたまれない空気を振ふりまこうという邪じや悪あくな存在です！　それに立ち向かえるのは──イリヤさん、貴女だけなのです！　二人でこの緑の地球と人々の笑え顔がおを守りましょう！　さぁ！」

　ぺらぺらと軽快に語るマジカルルビー。

　だが、その軽快な語り口ゆえに、なにかウソをついているのだろうということは、小五のイリヤにも察しがついた。

　そして、大きな声で軽快に喋っていたからなのだろう──。

「──だらっしゃーッ！　見つけたぁ───っ！」

　突とつ如じよ。

　その女は現れた。

『だらっしゃーッ』という奇き声せいと共に、勢いよく垣根を乗り越こえて。

　彼女こそ、ルビーのかつてのマスターである、年増ツインテール──否いな、遠とお坂さか凛りんであった。

　イリヤにとっては初対面の相手であったが、彼女がひどく怒おこっているのは表情だけで見てとれる。この憤ふん怒ぬの理由は不明だが、おそらくは彼女の服がぼろぼろの葉っぱまみれで、まるで地上三〇メートルの高さから林の中に落とされたように見えることと、なにか関係があるのだろう。それは、なんとなくだが想像できた。

「ゴラァ、誰だれが年増だってーッ⁉」

「あらまあ、誰かと思えば……。凛さん生きていたんですねー」

「ええ、お陰かげ様さまでね……。本当に生きているのが不思議なくらいの体験だったわ……」

「あはー、それは大変でしたねー」

「この……よくもぬけぬけと……！　とにかく、こっちへ来なさいルビー！　誰があんたのマスターなのか、今からみっちり教えてあげるわ！」

「いえいえ、そんなの教わるまでもありませんよー。なにせ、ほら──今、わたしを持っておられるイリヤさんこそが、わたしの新しいマスターなのですから！」

「はぁ⁉」

　それまでルビーに向けられていた凛の視線が、ギンッ、とイリヤに移ったとき、少女は、

『ああ、やっぱり面めん倒どうに巻き込まれたな』

　と、空くう虚きよな諦てい観かんの瞳ひとみになった。

「ルビー、どういうこと？……この子がマスター？」

「ちちち違ちがうよ！　詐欺です！　このステッキに騙だまされたんです！　わたしは何も望んでないのに、気がつけばこんなことに！」

「あー、そういうことね……」

　イリヤの説明を受けて、ふう、と凛は息をつく。

「もういいわ。だいたいわかったから。とりあえずそのステッキ返してくれる？　ろくでもないものだけどわたしには必要なのよ」

　凛の、精せい一いつ杯ぱいの優やさしい声。

　イリヤにとってはまだ恐こわかったが、しかし子供を手なずけようと、必死に猫ねこなで声を出しているのは分かった。

　だが、たとえ乱暴なままの口調でも、イリヤの選せん択たくが変わることはなかったろう。

「は、はぁ……。どうぞ」

　迷わず、イリヤはステッキを差し出した。

　魔法に未練が無いといえばウソになるが、とはいえ、こんないかがわしい出来事に巻き込まれるのも御ご免めんだった。

　イリヤの差し出したマジカルルビーを凛は、

「ありがと」

　と受け取ろうとしていたのだが──。

「……ん？　ねえ、貴女あなた……手を離はなしてもらえない？」

「そ、それが……。あれっ、なんでだろう？」

「なに？　まさか……」

「はい……」

　手が、離れない。

　ぴたり、と糊のりづけされていたかのように。

　あるいは最初から一体化した生き物のように。

「ふっふっふー。わたしを手放そうとしても無む駄だですよイリヤさん。すでにマスター情報は上書き済みなんですから」

「ええっ？　それって……？」

「血液と名前を介かいして、わたしとイリヤさんは霊れい的てきな位い相そう、因いん果が律りつのレベルでばっちり結びついちゃっているのです。わたしたち主従が契けい約やくしたという事実を、今さらなかったことにすることはできません。そして、マスター契約を結ぶのが私の側なら、マスター契約を解除するのもわたしの側。何しろほらわたし、契約者に無限の魔ま力りよくを供給できちゃうマジカルでリリカルなすんごいアイテムなもんですから、契約にまつわる決定権は全面的にわたしの側にあるわけですよ」

「ええと、つまり……？」

「つまり──本人の意志があろーとなかろーと、わたしが許可しない限りマスター変へん更こうは不可能ということです！」

　──次の瞬しゆん間かん！

「ダッシャあああああああああああああああああああーッ！」

　今のは、凛の奇声。

　力いっぱい、ルビーを壁に叩たたきつけていた。

　ペラペラにプレスさせんばかりの勢いで。実際、マジカルルビーの形状かたちはグニャッと大きく歪ゆがんでいた。

「ゆあっしゃあああああああああああああああああああっ⁉」

　ちなみに、こっちはルビーの奇声。叩きつけられたときの声だ。

　もちろん、そんなときでもルビーはイリヤの手から離れない。イリヤは、つい「きゃあっ」と小さく悲鳴を上げた。

「上等じゃないのルビー……‼」

　凛は、ルビーをがっしと摑つかむ。

「おや、アイアンクローですね。懐なつかしのプロレス技わざの」

　恐おそるべき凛の握あく力りよく。

　彼女の指の形に合わせ、マジカルルビーは再びその形状を大きく歪ゆがませる。

「それなら今すぐマスター変更したくなるように可愛がってあげるわ……」

「相変わらず情熱的な方ですねー。そんなに魔法少女服が恋こいしいんですか？」

「恋しいわけあるかー‼　あんな姿、人に見られたら自殺モンよ！」

　このやりとりを聞いて、イリヤは、

（そうか……。わたし今、自殺モンの状じよう況きようなのか……）

　と、死んだ目をしながら思ったが、わざわざ口には出さずにおいた。

　凛は、相変わらずルビーを鷲わし摑づかみ。だが、その一方、当のマジカルルビーは、アイアンクローで握にぎり潰つぶされながらも平然とした様子でいた。

「やれやれ、ふぅ……。しょうがないですねー。はい、にゅるん」

　ルビーは、にゅるん、とその手から抜ぬけ出した。

　まるでウナギかクラゲのよう。

　凛の掌てのひらにとんでもなく不快な感かん触しよくが駆かけ巡めぐり、『ぎゃあっ』と色気の無い悲鳴が口を突つく。

「ぎゃあーっ⁉」

「いやいや、『ぎゃあーっ』は駄だ目めでしょう。そんなリアクションでは触しよく手しゆ系ヒロインになれませんよ？」

　極きわめてどうでもいい心配だが、挑ちよう発はつのためなのだから、これで問題ないのだろう。現に、凛は怒いかり心しん頭とうとなっていた。

「フ……わたしは争いを好みませんが、仕方ありません。イリヤさん。『このやろー』と思いながらわたしを凛さんに向かって振って下さい」

「えっ、わたし？　えっと──」

　イリヤは、つい言われるがままに、

「このやろー？」

　戸と惑まどいつつも魔法の杖マジカルルビーを振りかざす。すると……、




　──ズビ────ム




　妙みようちきりんな擬ぎ音おんと共に、怪かい光線！

「きゃーッ！　なんか出たーッ！」

「いよっしゃーっ！」

　目の前に構えたステッキから、光の奔ほん流りゆうが射出された。

　不思議なことに、ステッキを握る手元は熱くもなんともない。だけど、物もの凄すごく眩まぶしくて、イリヤは思わず目をつぶってしまう。

　イリヤの知る由よしもないことであるが、この怪光線こそが、カレイドステッキに備わっている基本的な攻こう撃げき手段、魔ま力りよく砲ほう。並行世界から無限に供給される魔力を、エーテルと呼ばれる第五の元素に変へん換かんし、そのまま相手にぶつけるというものだ。

　そのような攻撃を生身で喰くらえば、さしもの凛も、

「ギャーッ！」

　というみっともない悲鳴と共に、ただ吹ふっ飛ばされるのみ。

「おやおや、またもやみっともない悲鳴ですねー。分かりましたか？　イリヤさんの返答はこうです。『ステッキは誰にも渡わたさねぇ……。国へ帰りな年増ツインテール』」

「言ってない！　言ってないよそんなこと！」

　だが、凛は憤怒の表情を浮うかべていた。

「何すんのよコラぁーッ！」

「うひゃあああッ⁉」

　魔力砲の衝しよう撃げきから立ち直った凛は、反射的に人差し指をイリヤへと向ける。その指先からは、黒い影かげのようなものが射出された。それも、何発も、続けざまに。

　凛が得意とする北ほく欧おうの魔ま術じゆつに含ふくまれる、ガンドと呼ばれる呪まじないの一種だ。

　本来は、指さされた相手の病状を悪化させるような、間接的な効果しか発揮しないガンド打ちだが、凛の使ったそれは拳けん銃じゆうの弾だん丸がんを思わせる威い力りよくを持っていた。

　しかし──。

「あれ……？　なんとも……ない？」

　よけられるはずもなく、全弾だんを打ち込まれてしまったはずなのに──しかし、彼女の体軀からだには傷一つついていない。不思議そうな顔をして、自分の体軀を見回すイリヤ。

「まったくもう、ガンド打ちだなんて、小さな女の子に対して何てことをするんですかー」

　相変わらず気楽な声こわ音ねだったが、ルビーは少々怒っているようだった。

「……わかってるわよ、もう……あんたが挑発してくるから」

「お忘れですか凛さん？　魔ま法ほう少女となったイリヤさん──即すなわちプリズマイリヤには多くの力が宿っていることを！」

「え、そうなの？」

　驚おどろくイリヤの手の中で、マジカルルビーが得意げに胸──もとい柄えを反らしてみせる。

「順番にお教えしましょう！　第一に、魔ま術じゆつ障しよう壁へき。転身中の契約者が常時まとうことになる魔術障壁は、Ａランク以下の魔術の効果を全すべて無効化することができます。そこの逆上魔ま術じゆつ師しが使う程度のガンド打ちなら、蚊かに刺さされたぐらいにも感じません！　第二に物理保護！　物理的な攻撃についても同様の効果があります。続いて治ち癒ゆ促そく進しん！　ちょっとぐらいの怪け我がや傷なら、放っておけば治っちゃいます。これはコスチュームにも適用されますので、戦っている時に派手に破けちゃったりしても、コマとコマの間で綺き麗れいに元通り！　身体能力も強化されるので、転身している間はちょっとしたスーパーマンみたいなものなんですよー」

　早口のルビーの説明を聞いて、現実の魔法少女も戦う女の子なんだなあと、イリヤはちょっと感心してしまう。

「さあイリヤさん。勇気を出して真実を伝えてあげましょう。『お前に魔法少女は似合わねぇ。諦あきらめるんだな年増ツインテール』」

「言わないよ！」

「ほら、イリヤさんも『国へ帰るんだな。お前にも見られたくない相手がいるだろう』と言っています」

「わたしにだっているよ！　主にこの家の中に！」

　きゃあきゃあ騒さわぐイリヤとルビーの様子を呆あきれたような顔で眺ながめながら、凛はふっとため息をつく。先ほどのガンド打ちの暴発で、少し頭が冷えたのだろう。

「はぁ……。やれやれね……」

　ぼそぼそと何か呟つぶやくと、凛はポケットから何かを取り出して、イリヤの頭上に放った。

　電灯のわずかな光もとらえてきらきらと反射するそれは、一個の宝石のようだった。

「え──」

　イリヤの眼めは、ついつい宝石に引き寄せられてしまうが──、

「──きゃあッ⁉」

　次の瞬間、宝石が放った閃せん光こうで、イリヤの視界は真っ白になってしまう。

「何⁉　何なの⁉　爆ばく発はつ⁉」

「いえ、これは目め眩くらましです！」

「う……目が……！」

　目を開けられず、よろけるイリヤ。

「！　いけませんマスター、下がって下さい！」

「え……？」

　何が起きているのか、まるっきり分からない。

　もう、さっぱり。

　なんとかイリヤが目を開けると、すぐ目の前には凛の姿。立ちながら、こちらに指を突き付けていた。

「ごめん。少し眠ねむってて」

　いかにカレイドステッキの魔術障壁が強力であっても、その内側、殆ほとんど触ふれるような位置からガンドを打たれてはひとたまりもない。

　ルビーの呼びかける声が遠ざかっていくのを他人ひと事ごとのように感じながら──やがて、イリヤの意識はぷつんと途と絶だえた。




　　　　２




「ホラ、起きなさい。手加減したんだし怪我もないはずよ」

「あ……う……？」

　魔術師のガンドを受けた人間は体調が急激に悪化したり、時には物理的な傷を負ってしまうこともある。

　だが、それは強力なものであればの話。イリヤがついさっき受けた一発は、彼女を軽い立ちくらみにする程度の威力に抑おさえられたものだった。

　彼女が意識を喪うしなってから、五分程度が経過していた。

「どう？　意識はハッキリしてる？」

「う、うん……。──って、うわっ裸はだか⁉」

　気がつけば転身は解けていて、フリフリのコスチュームはあとかたもなく消えている。

　凛がかけてくれたのか、タオルで肢体からだは隠かくれていたが、それ以外は一いつ糸し纏まとわぬ裸の姿。

　さっきまでと同じく、自分の家の庭先で！

　イリヤは事態に頭がついていかず、ただ目を白黒させるばかりだった。

　知らぬ間に、マジカルルビーはイリヤの手を離はなれ、宙にふわふわ浮いていた。

「いやー、参りました。障しよう壁へき内部からの接せつ触しよく攻こう撃げきとは……。年ねん齢れい、もとい戦闘経験の差が出てしまいましたねー。きたないさすが年増きたない。これから色々と教育していきませんと。ふふふ、楽しみが増えてきましたよー」

　そう言いながら、さりげなく飛んで逃にげようとするルビー。

　だが、それを凛はがっしと手で摑つかむ。

「なに、どさくさ紛まぎれで逃げようとしてるのよ？」

「ちっ」

　そして、そのまま凛はルビーの柄を摑み、へし折らんばかりに力を籠こめた。

「だいたいあんた、人のこと指して年増年増と何度も！」

「ふーん、です。なんと言われようともルビーちゃんは暴力には屈くつしませーん。何度強要しようとも無む駄だですよ。わたしの新しいマスターは、イリヤさんに決めたんです！」

　それは、迷いの無い言葉。

　決してくじけない意思を感じさせる、力強い口調だった。

「我らカレイドステッキたるもの『イエス・ロリータ、ノー・チェンジ！』の精神なのです。ププ、魔法少女なのに『ノー・チェンジ』とは。我ながら、なにやらうまい言い回しをしてしまいましたね」

　どうでもいい。

　だが、ルビーの意思は固い。それを感じとったのだろう。

　ぽいっ、と凛はルビーを放り捨てた。

「……あっそ。それならそれでいいわ」

「あら？　いいんですか？」

「ええ、勝手になさい。あーあ、こんな小さな子を巻き込むのは本意じゃないんだけどねー」

　凛は、くるり、と向き直り、その視線はバスタオル一枚のイリヤへと──。

「ええと──イリヤちゃん、って言ったわよね？」

「えっ？　えっ？」

　このときイリヤの背筋がぞわっとなったのは、夜風のためか。

　あるいは不ふ吉きつな予感のためか。

「いいこと、イリヤ？　今から大事なことを言うから、よく聞きなさい」

　早くも『ちゃん』を省略して呼び捨てだ。

　このとき、少女イリヤは理解していた。

　あまりに色々なことが起こりすぎて、頭の中は混乱していたものの──しかし、一つだけはっきりしている事実がある。それは、

『自分は今、とんでもなく面めん倒どうなことに巻き込まれようとしている』

　この一点。

　凛は、びしり、とイリヤに指を突つきつけ──告げた。




「命じるわ──、

　貴女あなたは、わたしの

　奴隷サーヴアントになりなさい」




「……はい？」
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「これから貴女は、わたしのためにクラスカードを集めるの。拒きよ否ひ権はないわ。恨うらむならルビーを恨みなさい」

　ほら、この通り。

　やっぱり面倒ごとだった。







[image: 第三章　「誰？」]
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　魔ま術じゆつ協きよう会かい。

　それは、世界各国の魔術師たちが作り上げた組織である。

　その目的は、自衛と管理。

　一いつ般ぱん社会からその身のみならず魔術の存在そのものを隠いん匿とくし、人知れず研究を行うことを旨むねとする魔術師たちは、一人一人が例外なく究極のエゴイストであると言えよう。

　しかしながら、競争と収しゆう奪だつの歴史の果てに、その力と効果の源となっている『神秘の秘ひ匿とく』という一点において、彼らは利害を一いつ致ちさせた。

　魔術の管理、隠匿、発展をその使命とする魔術協会は、このようにして生み出されたのだ。

　協会の総本部は、大だい英えい帝てい国こくは倫敦ロンドンにある大英博物館に置かれている。

〝時と計けい塔とう〟の異名で呼ばれるこの大英博物館は、同時にまた若い術者を育成する学院でもあり、協会の職員のみならず、後進の育成にあたる講師たちが数多く勤務していた。

　その日、魔道翁おうゼルレッチの執しつ務む室に呼び出された遠とお坂さか凛りんとルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトの前に、つまらなそうな様子で立っていたロード・エルメロイⅡ世も、そうした講師陣じんの一人である。

　黒くろ髪かみを背中の半ばあたりまで伸のばしっぱなしにしている、長身の男性だ。

　いつも苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべているものの、教え方が非常に優すぐれていることもあり、多くの弟で子しから信しん頼らいを寄せられている。この人物はまた、父を早くに亡なくした凛にとっては魔術協会における後見人でもあった。

「日本に飛び、カードを回収すると……？」

「そういうことだ。まったく、何度も言わせるな。日本に飛び、カードを回収すること。それができたならば、お前たちを弟子に取っても良いと大師父は仰おつしやっている」

　念を押すような凛の言葉に、いかにも面めん倒どう臭くさそうな様子で応じるⅡ世。部屋の主であるゼルレッチ翁は、奥にある執務机で魔ま導どう書か何かを読み耽ふけっている。

『忙いそがしい』という名目で、任務説明のため代わりに呼びつけられた彼が、面おも白しろかろうはずはない。

「弟子に……？」

　凛とルヴィアは、ゼルレッチに確かく認にんするかのような視線を向ける。ゼルレッチはといえば、その視線を気にした様子もなく、無言のまま本のページを捲めくっていた。

　偉い大だいなるキシュア・ゼルレッチ・シュバインオーグの直じき弟子──‼

　そのことが、この魔術の学院においてどれほど大きな意味を持つことになるか、凛とルヴィアならずとも容易に想像することができよう。

　万華鏡カレイドスコープ、魔道元げん帥すい、宝石翁など無数の異名を持つこの老人は、協会が確認している限りで五人しか現存していない、『魔ま法ほう』と呼ばれる奇き跡せきを実現した生ける伝説の一人なのである。

　ゼルレッチが到とう達たつした魔法は、第二魔法──並行世界の運営というものであり、それは合わせ鏡のように無限に連なるとされる、並行世界へと路みちを繫つなげる奇跡の業わざ。隣となり合う『違ちがう可能性を持つ世界』に出入りし、形のあるなしを問わず、『何か』を無限に取り出すことも、無限に送り出すことも自由自在。時間旅行から事象の改変まで、その応おう用よう範はん囲いは無限大だ。

　無論、直弟子になれたからといって、ゼルレッチ翁が気前よく奇跡を伝授してくれるはずなどありはしまい。便利な小間使いとして、あれこれの雑用にこき使われるだけに終わることもあるだろう。

　そればかりか、「魔法使い」としての彼に弟子入りするということは、廃はい人じんにされるのと同じことを意味するというのが、魔術協会でのもっぱらの噂うわさだった。

　全てを得るか、それとも全てを喪うしなうか。伸のるか反そるかの大バクチなのである。

　無論、その賭かけに挑いどむことができるのは、弟子入りを認められた人間のみ。

　いかに困難な任務であろうとも、命を賭けるだけの価値がそこにはあったのだ。

「分かりました。カードの回収、やらせてもらいます」

「ええ、必ずや達成してご覧に入れますわ」

　凛とルヴィアは、力強い頷うなずきと共に任務を受け入れることを伝えた。

　ロード・エルメロイⅡ世は、ふうっと嘆たん息そくめいたため息をつくと、相変わらず面倒くさそうに説明を続けていく。

「期間は二週間。最悪死ぬこともありえる危険な任務だ。協調性を持って任務にあたること。いいな？」

「「はいっ！」」

　はきはきと返事をする凛とルヴィア。その後、任務遂すい行こうにあたって支給されるという特殊な魔術礼装についての説明がくどくどと続いていたが、もはや目先の困難のことは眼中になく、約束された輝かがやかしい将来のことにのみ注意が向けられていたのだった。

　凛とルヴィアは、どちらからともなく互たがいに手を差し出していた。

「頑がん張ばりましょうね、ルヴィアさん」

「頼たよりにしてますわ、ミス遠トオ坂サカ」

　万感の思いと、ありったけの力を込めた握あく手しゆが交かわされた。

　今となっては伝説になっている、学生寮りようの受付を完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいし尽つくした最悪の出会いからこちら、事あるごとに張り合ってきた宿敵同士だ。

　彼女たち二人が力を合わせることができたなら、いかに困難な任務といえど、物の数ではないはずだった。

　──無論、そう簡単に事が運ぶはずもなかったのだが。

　ルヴィアとの休戦は、彼女ら二人が日本の土を踏ふむや否いなや無効となり、任務そっちのけでの私し闘とうに次ぐ私闘の果てに、彼女たちは支給された魔術礼装──カレイドステッキから見放されるていたらくだった。

　そして今、凛はここにいる。

　建売住宅の子供部屋に。
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「はぁ～、疲つかれた～っ」

　パジャマ姿のイリヤが疲れた顔で部屋に戻もどると、そこには──、

「どう、イリヤ？　うまく誤ご魔ま化かせた？」

〝元げん凶きようその二〟こと凛が、ベッドに腰こしかけて待っていた。

　他ほかの家か人じんに知られぬよう、イリヤが密ひそかに部屋に上げていたのだ。

　事件の元凶でありながら、自分が苦労している間、ただ座って待っていただけなのかと思うとイリヤも微び妙みような気分ではあった。やや腹立たしい。

「うん、リンさん。言われた通り、誰かのイタズラってことにしといた」

　これは、浴室で士し郎ろうが気絶した件のこと。

　兄の士郎は『窓から飛び込んできた〝なにか〟にぶつかって気絶した』のではあるが──その〝なにか〟が、なにであったのか？　そして、誰の仕し業わざであったのか？

　イリヤには、説明することができなかった。

　まさか、〝なにか〟の正体が魔法の杖マジカルステツキで、自らの意思で浴室に飛び込んできたとは。

　そんなの正直に話せば、自分が皆みなから心配されてしまうだろうし、それ以前におっかないツインテールのお姉さんから『秘密にしておきなさい』と強く仰おおせつかっていた。

　それで『誰かが悪戯いたずらで石を投げ込んだらしい』『詳くわしくは自分イリヤも見ていない』ということにしておいたのだ。

　無理のある言い訳だったが、さんざんすっとぼけた結果、なんとか誤魔化すことには成功した。

　と、そこに〝元凶その一〟であるマジカルルビーが口を挟はさむ。

「いやいや、お疲れ様でしたねー」

　ルビーはパジャマのポケットに隠かくれて、ずっとイリヤの誤魔化すところを見ていた。

　面おも白しろがって。

「この手の正体を隠すやりとりは、魔法少女もののお約束ですからね。イリヤさんが必死になってご家族に言い訳する様子は、なんともむず痒がゆくて萌もえーな感じでありました。ただ、もう少し短く終われば、わたしも退たい屈くつしないで済んだのですが」

　相変わらず、勝手な言い分ぶんのステッキだ。

　余談だが、カレイドステッキの通常状態での全長は約七〇センチ。本来ならパジャマのポケットに隠れるなど不可能であろう。だが──さすがはマジカルステッキ。ルビーはなんと、柄えの部分を消し、残った飾り部分ヘツドについても小型化することが可能なのだ！

　この状態を、仮に『携けい帯たいモード』と呼こ称しようする。

　だが、柄の部分もなく、細長くもない、ただ飾りだけのこの物体は、なにを根こん拠きよに『魔法の杖マジカルステツキ』と呼ばれるのだろう。『魔法のマジカル』ではあっても『杖ステツキ』の要素はまるでない。この疑問については、ある意味哲てつ学がく的な命題さえ感じられた。

「しかしイリヤさん、ヒステリックなお母さんでしたねえ。心しん配ぱい性しようとも言えますが。『イタズラの犯人を捕つかまえて、挽ひき肉にくにしてグラム九八円で出しゆつ荷かしてやる』だなんて、恐おそろしい……」

「お母さん？　ああ、セラのことね。セラはお母さんじゃなくて、お手伝いさんだよ」

「おや。では、ご両親は？」

「仕事で飛び回っていてあまり家に帰って来ないの」

「なるほど。それで、お手伝いさんというわけですか」

「セラもリズも、わたしにとってはお姉ちゃんって感じだけどね」

　ここで凛が、再び会話に加わる──。

「わたしとしては、今すぐ犯人を突つき出してやってもいいんだけどね」

　凛はにこやかに、かつ険悪に言い放つ。

　そうすれば、このステッキがグラム九八円の挽肉になって、面めん倒どうごとが一つ減るのに。任務に失敗して自分の評価に傷がつくことになるだろうが、それでも、その方がまだマシではないか──と凛は、割と本気で思い始めていた。

「さて、と……貴女イリヤには色々説明しておかないとね」

　説明の前に、ベッドの上で足を組み替かえる。

　大おお袈げ裟さなほどに大人っぽい仕草だ。これは、相手が子供のイリヤであったからだろう。自分が『年上』で『大人』であることを半ば無意識にアピールしていた。

　そして、やはり大人びた口調で、改まって自己紹しよう介かい。

「まず……わたしの名は遠坂凛。宝石魔ま術じゆつを使う〝魔ま術じゆつ師し〟よ。魔術師というのは──まぁ、魔ま法ほう使つかいのようなものと思ってくれていいわ」

「まほーつかい……？　えっと……つまり、魔法少女ってこと？」

「全然違う！」




　──ずびしっ




　今のは、ツッコミのチョップの音。

「あぅっ」

　イリヤは涙なみだ目になって頭を押さえる。

　凛の大人アピールは、早くもほころびが見てとれた。

「あんな格好をする恥はずかしい人間だなんて思わないで欲しいわね。これでも一応〝時と計けい塔とう〟じゃ首席候補なんだから」

「わたし、その恥ずかしい格好をさせられていたんですけど⁉」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。イリヤさんは似合っていましたからー」

「あんまり嬉うれしくないような……。ところで、時計塔って？」

「ロンドンにある、魔術を研究する大学みたいなところね。わたしは表向き、留学って形で去年からそこに通ってるわけ」

「ふーん……。それじゃ、なんで日本に帰ってきたの？」

「そう。ここからが本題」

　凛は、すちゃっと眼鏡をかける。

「リンさん、なんで眼鏡……？」

「雰ふん囲い気き作りじゃないですか？」

　大人アピールは、そろそろ破は綻たんしつつあった。

「結論から言うと、わたしたちは時計塔からの要よう請せいでこの町にカードを回収しに来たの」

「カードって？」

「これのことよ」

　そう言って凛がイリヤに見せたのは、彼女が持っているクラスカードの一枚。大きな弓に矢をつがえた女性弓兵が細密に描かきこまれたカードである。

「きれいなカード。この文字は、ええと英語かな？　えっと、エー・アール……？」

　まだ英語を読めない小五のイリヤに、凛はカードの下部に書かれた単語を読んでやる。

「〝Ａｒｃｈｅｒ（アーチャー）〟よ」

「あーちゃー？　そんなカードの種類、タロットにあったっけ？」

　占うらないをしたりするわけじゃなかったけれど、漫まん画がやアニメに時々出てくるので、イリヤはタロットのカードをだいたい知っていた。

「ううん、それはタロットなんかじゃないわ。……それはね、極きわめて高度な魔術理論で編み上げられた特別な力を持つカードなの。いつ、誰だれが、どんな目的でそれを作ったのかは分からない。このカードのことは、いかなる文ぶん献けんにも載のっていなかったし、構造解かい析せきもうまくいかなかった。分かったことは、たった一つ。──このカードは、実在した英えい雄ゆうの力を引き出すことができるの」

「えい……ゆう？」

「もー、とし……凛さんの言うことはわかりにくくていけませんよね。要するにですね、あれですよ、お伽とぎ噺ばなしや昔話に出てきて、お姫ひめ様を助け出したりドラゴンを倒たおしたりするヒーローだと思えばいいんです」

「ええと、たとえばペルセウスとか金きん太た郎ろうみたいな？」

「バッチグー、です！　お察しがいいですねイリヤさん！　イマドキの子供なのに星座の物語とか日本の昔話をちゃんと読んでるとか、おばあちゃんたちからひっぱりだこですよ！」

「そういう本、いっぱい図書室にあるから……」

　どうしてもお兄ちゃんと一いつ緒しよに帰りたい、でもお兄ちゃんは弓道部で帰りが遅おそい──そんな日には、イリヤは図書室で本を読み、時間をつぶしたりしていたものだった。

「ふっふっふー。乙女おとめなハートをきゅんきゅんに感じますよ？　ラヴい感じで実にいいマスターでいらっしゃいます！　しかも本が好きだなんて、文もん科か省しよう推すい薦せんものです！」

　何がツボに入ったのか、脱だつ線せんを始めたルビーに代わり、凛が再び説明を始める。

「そうね、そのヒーローたちも含ふくまれるわ。偉い業ぎようを成し、英雄と認められた人たちはね、死んだ後に『英えい霊れいの座ざ』と呼ばれる高次の場所へと迎むかえられるの」

　また何だかよくわからない言葉が出てきた。えいれい？　こうじのばしょ？

「英霊になった者たちは、それぞれが力の象しよう徴ちようたる武装を持っているの。それは武器であったり、防具であったり、人によって色々だわ。英雄の持つ武具は、通常のそれとは異なる、奇き跡せきを成す強力な兵器……わたしたちは『宝ほう具ぐ』とそれを呼んでいるの。これはね、カードの形をしているけれど、英霊の座にアクセスして、英霊の持つ宝具の力を短い時間ではあるけれど具ぐ現げん化かすることができる、とんでもないシロモノなわけ」

「……えーと。ごめんなさい。七割ぐらいはわかったと思うんだけど、もうちょっと簡単に説明してくれると嬉しいです……」

「……つまり、このカード一枚で町ひとつ滅ほろびてしまうこともある。そういう危険なものだと考えてちょうだい」

「そんな、リンさん！　町を滅ぼすだなんて……‼」

「いいえ、本当よ。この冬ふゆ木きの町には、そんな危険物が眠ねむっているの」

　理り屈くつはわからない。だが、凛があっさりと口に出した『町ひとつ滅びる』という言葉は、それなりの説得力を持ってはいた。イリヤはカレイドステッキの力を実際に目にしていたのだから。

　この世界に、自分の知らない力がある。

　幼いイリヤスフィールも、それは事実として受け止めていた。

「そう、なんだ……」

　イリヤは重い面おも持もちで、なにやら考え込んでいた。

　凛は『いけない、脅おどかしすぎたか』と彼女にしては珍めずらしく、少々悔くやんでいたのだが……、

「なるほど、分かった！　じゃあ、つまり──、

『町に仕し掛かけられた爆ばく弾だんを秘ひ密みつ裏りに解体していく闇やみの爆弾処理班』

　みたいな感じなんだね！」

　どうやらイリヤは、うまい比ひ喩ゆ表現を考えていただけだったらしい。凛は、不意を突かれて、呆あきれ気味の顔になる。

「あれっ……？　違ちがうの？　いい喩たとえだと思ったのに」

「さあ、どうかしら。まず『闇の爆弾処理班』というものを見たことがないので比喩として成立してるのかどうかが不明だわ」

　とはいえニュアンスで判断する限り、さほど間ま違ちがってはいなさそうだ。その点では、凛はやや悔くやしくもある。

「まぁ、そんな感じで、危険な仕事に生身はキツいだろうからと、時計塔から特別に貸し出されたのが──」

　そして凛は、宙に浮ういているルビーをがしっと摑つかんだ。

「こいつ！　このバカステッキってわけ！」

「最高位の魔術礼装をバカステッキとは失礼ですねー。そんなだから反逆されるんですよ？　わたしたちにだってマスターを選ぶ権利があるんですから」

「はいはい。わたしも無関係な人間を巻き込みたくはないんだけど……このバカステッキはこの通りの性格だからね。──と、いうわけでイリヤ」

「う、うんっ」

「貴女が魔ま法ほう少女なんかやりたくないのは、よく分かるわ。でも──解放されたかったらなんとかしてこのルビーバカを説得するよーに」

「ええっ⁉　待ってよ、リンさん。わたし、出会って間もないけど、それが凄すごく難しいってことは分かるよ？」

「まぁ、そうでしょうね」

「わたしは暴力には屈くつしませんよー」

　凛は、またベッドの上で足を組み替え、眼鏡をすちゃっとしつつ、声のトーンを一段低くし、既すでに失敗し終えている気もする『年上で大人な自分』を過か剰じようにアピールしてから──、イリヤに告げた。

「だから、イリヤ……せめてその説得が済むまでの間、わたしの代わりに戦ってもらうことになるから。覚かく悟ごしておくように！」

「えっ……？　たたかって──って、えぇええっ⁉」

「言ったでしょう？　わたしの奴隷サーヴアントになりなさい、って」

　なかなかショッキングなフレーズではある。

「あぁ、奴ど隷れいといっても性的な意味じゃなくて労働用よ。ピラミッドとか作る方。もし子供を奴隷扱あつかいするのが人権的に問題アリだというのなら〝社シヤ畜チク〟って言葉を使ってもいいわ。これなら合法的なんでしょう？」

「ええと……」

　人間、急に無む茶ちやなことを言われると、なにも言い返せなくなってしまうものらしい。

　凛はその後もさんざん勝手な都合を並べた挙あげ句く、『説明で疲つかれた』と去っていってしまった。




　　　　２




　さて翌日。

　穂ほ群むら原ばら学がく園えん初等部、五年一組。

「うーんうーん、社畜はイヤだよぉ……」

　四時間目は国語の授業。

　机に突つっ伏ぷしてムニャムニャと寝ね言ごとを漏もらしていたイリヤスフィールは、




　──ぱしんっ




　と、頭をはたかれた。

　はっと目覚めれば、目の前には担任教師の怖こわい顔……。

「授業中に堂々と居い眠ねむりしないように」

「うぅ、たたかれた……」

　時として常じよう軌きを逸いつする親しみやすさと気楽さを兼かね備そなえた藤ふじ村むら先生は、教師というよりも友達に近い感じで人気と信しん頼らいを集めている。

　藤村大たい河が。

　独身。

　ゆるーい感じの雰囲気とは裏腹に剣けん道どう五段の腕うで前まえで、かつては冬木の虎とらと呼ばれ、恐れられたりしていたという。イリヤも昔、兄と一緒に剣道大会へ応おう援えんしにいったこともある。

　普ふ段だんは児童との馴なれ合いの激しい彼女だが──やはり教師だ。居眠りにはさすがに厳しい。

　丸めた教科書で、もう一発イリヤの頭をポコンと叩たたく。

　周囲の席のクラスメイトたちからは、くすくすという笑い声が聞こえてきた。

「うぅぅ……ルビーとリンさんのせいで余計なハジを……」

　まったく、イリヤも災難ではある。




　　　　＊




　時間は経過し、お昼休み。

「よっしゃぁ、給食ー！　メシだメシー！」

「タツコ、ステイ！」

「スズカちゃん、犬じゃないんだから……」

「あはははっ、二人ともバカだなー」

　行ぎよう儀ぎの良い子が多いこの学校でも、さすがに食事の時間は騒そう々ぞうしい。イリヤの周りの席の少女たちも、賑にぎやかに昼食の仕し度たくを始めていた。

　余談だがクラスメイトの少女たちは、台詞せりふを言った順に嶽がく間ま沢ざわ龍たつ子こ、栗くり原はら雀すず花か、桂かつら美み々み、森もり山やま那な奈な亀きとなる。

　特に[image: パ][image: ー]元気で恐きよう竜りゆう並の体力と恐竜並の頭脳を誇ほこる龍子に、メンバー唯ゆい一いつの眼鏡っ子でマニアックなツッコミに定評のある雀花、比ひ較かく的てき大人しくて常識人の美々、どこか摑みどころの無い那奈亀。

　これにイリヤを加えて、仲良し五人組を形成していた。

　ちなみに、さらに余談ではあるが、この五人…………全員、バカである。

　学校のテストなどはともかく、とにかく色々と問題の多い子たちだ。一見賢かしこい風眼鏡っ子の雀花もそう。この子は地じ頭あたまこそ悪くはなかったが、そのＩＱを漫まん画が・アニメ・ゲームといった分野以外には端はなっから使う気が無いらしく、成績はむしろ最悪の部類になる。一番性質たちの悪いタイプの子供と言えた。

　いずれにせよ、この問題児たちは皆みな仲が良く、お昼休みはいつも五人で机を合わせて給食を食べていた。

　そして、それほどの仲良し五人組であったのだから、

「イリヤちゃんが居眠りなんて珍しいね。寝ね不ぶ足そく？」

　美々が心配して声を掛かけてきたのも、無理のないことだと言えた。

「んー……昨日の夜、ちょっと色々考えごとをしていてねー」

「考えごと？　何かに悩なやんでいるとか？」

　もちろん、美々のように親身になって心配してくれる子もいれば、

「そんなことより、さっさと食べてドッジしようぜ！」

「ああっ、もう下だけ体操着に⁉」

　一方、龍子のように本気で悩みごとに縁えんの無さそうな子もいた。

「タツコちゃんはともかく……悩みがあるなら相談に乗るよ？」

「ううん、そうじゃないよ。別に悩んでいるってわけじゃないんだけど……ただ、認にん識しきが現実に追いついていないって言うかね」

「？　どういうこと？」

「なんていうか……事実はアニメより奇きなり、って言うのかな……」

「ふーん……。よくわからないけど、大変そうだね？」

「まーねー」

　美々はそれ以上はこの話題を深追いしなかったし、イリヤもそれ以上は黙だまっていた。

（魔法少女、か……）

　幼いイリヤスフィールは、物もの憂うげな表情で窓の外を眺ながめやる。

（実感湧わかないけど……ホントにわたし、そんなファンタジーな出来事に巻き込まれちゃったんだよね……。でも──）

　うさんくさいし、出会った人たち（杖つえ含ふくむ）はロクでもない人たちばかりではあったものの──しかし、口元は自然と笑えみを作る。

（ちょっとだけワクワクする……かな？）




　　　　３




　さて、さらに時間が進む。

「きりーっ、れー」

　帰りのホームルームが終わると同時に、イリヤは大急ぎで帰り仕度を整えた。

「あれ？　イリヤちゃん、今日もすぐに帰っちゃうの？」

「またにーちゃんでも見つけたとか？」

　美々や那奈亀が不思議そうな顔をする中、イリヤは、

「え？　ええっと、その……ちょっと用事があって。ごめん。また今度ー」

　と、しどろもどろに教室から飛び出した。

　友達と遊びたい気持ちは、もちろんある。だが、それ以上に、今は楽しみにしていたことがあったのだ。

（早く帰って、魔法の練習をしなきゃ！）

　まだ膨ふくらんでない胸が、スポーツブラスポブラの中で弾はずんでいた。




　　　　＊




　終業直後とあって、廊ろう下かにはまだ人ひと気けが無い。

　周囲に誰だれもいないのを感じ取ったのか、

「やれやれ、ようやく放課後ですか。鞄かばんの中は退たい屈くつでしたよー」

　マジカルルビーが、通学鞄からひょっこりと顔を出した。

「お待たせルビー。早く帰って魔法の練習しよっ」

「おっ。やる気ですね、イリヤさん」

「うんっ。折せつ角かくだから楽しもうと思って」

　ここまで来れば、開き直りだ。

　折角の魔法少女。どうせ避さけられぬのならば、楽しまねば損だろう。

　もとから魔法少女というものに、憧あこがれを持ってはいたのだ。

　マジカル☆ブシドームサシのような、本物の魔法少女に……。

「やっぱり、なにごとも前向きにいかなきゃね」

「うんうん、前向きなのはいいことです」

　……と、そんな話をしながら、靴くつ箱ばこのふたを開けると──、

「──ん？」

　中に、一枚の紙が！

「手紙……かな？」

「おおっ！　もしや、これは……アレですね！」

「アレって……ま、まさか──‼」

「そのまさかですよ！　放課後の靴箱に手紙と言えば、これはもうラヴなアレに間ま違ちがいありません！　さぁさぁイリヤさん、早く中身を！」

「う、うん……」

　動どう揺ようしながらも、イリヤは震ふるえる手で紙を広げていく。

「落ち着いてイリヤさん。ここは冷静に行くべきところです」

「分かってるってば！　冷静に、冷静に──」

　手紙の中身は──、




『今夜〇時　高等部の校庭まで来るべし。来なかったら[image: 殺][image: す]迎むかえに行きます。　遠坂凛』




「…………」

「帰りましょうか、イリヤさん」

「そうだね……」

「なにごとも前向きに、ですよー」

「そうだね……」

　ついさっきまで前向きではあったのだが。

　遅おくれて靴箱の前にやってきた友人たちは、イリヤの死んだ目を見て、さすがに少し驚おどろいた。

　教室を出るときまでは、あれほど生き生き光っていたのに。




　　　　４




「さあルビー、魔法の練習をしよっ」

「おや、やる気マンマンで偉えらいですねー。あんなガッカリな手紙をもらったから、もうやる気を失なくしたかと思っていましたよ」

　多少のガッカリではやる気を失わないのがイリヤの長所だ。前学期の通知表にも、そう書いてあった。

　人のいない、町外れの林の中で、イリヤとルビーは二人（？）きり。

　この雑木林は、去年の夏にかぶと虫を採りに来た場所だ。今なら昆こん虫ちゆう採集にはシーズンオフだし、さすがに誰も来ないだろう。安心してルビーも表に出られるというものだった。

「それでは、気を取り直して魔法少女の特訓を始めますよー。それでは転身して下さい。まずは武器の使い方を覚えましょうか」

「うんっ！　頑がん張ばるよ！」

　再び、胸が高鳴った。

　この練習を経へて、イリヤは本当の魔法少女になることができる。

　今はまだコスチューム姿に変身するだけしかできないが、武器が使えるようになれば話はまた違ちがってくる。アニメを見れば分かるように『魔法少女』というのは『魔法の武器で戦う人』のことだ。少なくともマジカル☆ブシドームサシなどはそう。武器の使い方を学べば、一人前の魔法少女と言ってもよいのではなかろうか。

「それでは……イリヤさん、くるっと回って頰ほおに指を当て、にっこり笑って下さい」

「えっ？　どういうこと？」

「魔法少女の武器を使用する為ために必要な動作です。さぁどうぞ！」

「道具を出すのに動作が必要ってことなのかな……？　えっと……こ、こう？」

　イリヤは、両手の人差し指を自分の頰に当て、若じやつ干かんぎこちない笑え顔がおを作る。こんなぶった笑い方、プライベートではしたことがない。

「……どうかな？」

「おおー」

「ねえ……どうなのかな？　これでいいの？」

「いいですねー。バッチリです！」

「いいの？　でも、なんにも起こらないよ？　なんの武器も出てこないみたいだけど……」

「いいえ、そんなことはありません」

「えっ、そう？」

「はい。イリヤさんは、ちゃんと武器を使っていましたよ」

「そっかぁ……。全然気付かなかった……」

「じゃあ、もう一回。今度は、もっと大きなポーズで。その場でくるっと回ってみましょうか。さん、はい」

「う、うんっ！」

　イリヤはその場で、くるっ、と回ると、再び両手の人差し指を頰に当て、ぎこちないスマイルを浮うかべる。

「うーん、いいですねー。ナイスですよー」

「……ねぇルビー、やっぱり何も出てこないみたいだけど……。それに、バカみたいですっごい恥はずかしいし……」

「いえいえー、きちんと武器を使っていますよー」

「本当に？　ウソじゃなくて？」

「心外ですねー。ではもう一度、今度はもっとしっかりやってみましょう。そうしたらイリヤさんにもわかるはずです」

「うーん……そこまで言うなら……」

「はい、もう一度。今度は、もっと自然にニッコリ」

「うん……」

　意を決して姿勢を正す。

　そして、またくるっと回りつつ、指を頰に当ててニッコリ。さっきまでより、少しだけ自然な微笑ほほえみだ。

[image: ]

「はい、可愛かわいい」

「ほら、やっぱり！　バカにしてるよね⁉　ルビー、絶対わたしのことをバカにしてるよね⁉　こんなの武器じゃないじゃない！」

「何を仰おつしやいますか！　魔法少女の第一の武器は、なんと言ってもその可愛らしさなのです！」

「そんなの聞いたことないよ⁉」

「む？　ふむ……。ではイリヤさんは、可愛らしさは武器ではない、と？」

「うん……。少なくとも魔法少女の使う武器じゃないと思う」

　魔法少女の武器というのは、ムサシの〝マジカル☆ヤッパ〟や〝マジカル☆トカレフ〟のようなもののことを言うのだ。アニメ好きのイリヤは知っていた。

「そうですか……わかりました。それでは、可愛らしさ以外の武器を出しましょう」

「できれば最初からそっちを出して欲しかったかなー」

「では、基本姿勢です。短たん距きよ離り走のスタートのように前ぜん傾けいになって下さい」

「えっと……こんな感じ？」

　と、イリヤは膝ひざをついての四よつん這ばい。クラウチングスタートの姿勢を取る。

「そのまま苦しいくらいに背中を反そらして」

「う、うんっ！　こう……？」

　言われるままに、痛いくらいに背中を反らす。

「うーん、ナイスですねー。いいですよー。イリヤさん、よーく、このポーズを覚えておいて下さい。このポーズは貴女あなたに強力な武器を与あたえるでしょう。これこそが魔法少女の最終奥義！」

「そうなの……？　それで、これってなんのポーズ？」

「いわゆる〝女め豹ひようのポーズ〟です」

「ふざけんなーっ！」

　イリヤは、その場に突つっ伏ぷして、ばんばんと悔くやしそうに地面を叩たたく。

「ルビー、やっぱりバカにしてるんだー！」

「いいえ、決してバカになど。可愛らしさが不服だと仰るので、妖よう艶えんな美しさを武器にしようかと思いまして」

「だから、そういうことじゃないってば！　いい加減、その見た目を武器にするって考え方はやめようよ！」

「なんと勿もつ体たいない！　イリヤさんはそんなにも可愛らしいというのに！」

「それは嬉うれしいけど、わたしはちゃんと魔法を教えて欲しいかな……」

「そうですか。それでは仕方がありません。今度は簡単に使える光魔法を伝授しましょう」

「光魔法……。明かりをつけるとか、そういうのだね」

「はい。だいたい、そんな感じです。ではイリヤさん、わたしを手にとって、頭の上に振ふりかぶって下さい」

「うんうん！　ようやく魔法少女っぽくなってきた！」

　と、イリヤは頭上にルビーを振りかぶる。

「そして、思いっきり振り下ろす！」

「えーいっ！」

　大上段から足あし下もとにルビーを振り下ろすイリヤ。

　次の瞬しゆん間かん！

「はいっ、今、光ってます！　魔法の力で光っています！　どうなっているかお分かりですか？」

「？　ええと……」

「イリヤさんがしているポーズは、後ろから見るとスカートがまくれています。しかし、ご安心を。今、イリヤさんのパンツは魔法の力で不自然な光を放っているのです！　もしテレビカメラで撮影しても、ちょうど上手うまい具合に、この光が下着を隠かくしていることでしょう。──これこそが汎はん用よう光魔法『規制の光』であるのです！」

　ちなみに、ＤＶＤ・ブルーレイディスクでは光は消える。

　ただ、今回ばかりはマジカルルビーもやりすぎであったらしく……。

「こんな魔法特訓やだ───っ！」

　イリヤはとうとう泣き出してしまった。

「ああっ、泣かないで下さいイリヤさん」

「誰だれのせいだと思ってるの⁉　このままじゃわたし、ぶりっ子しながら女豹のポーズ取って光で規制されるだけの魔法少女になっちゃうよ！　そんなの前代未聞だよ！」

「うーん、そこまで前代未聞でもないような……。意外といる気もしますよ、ホント」

「そういう問題じゃなーいっ！」

　言いながらガクガクと首を絞しめるように小刻みにルビーを振るイリヤ。すると、




　──かっ




　と光った。

　魔ま力りよくの光が。

　そしてルビーから、ぼわっ、と魔ま力りよく弾だんが射出されて前方の木の幹みきにあたり、その表面を焼いたのだ。

　周囲には煙けむりと、木の焦こげた臭においだけが立ち込める……。

「え……っ？　今の、なに？」

「今のが魔法の基本──魔力弾射出です」

「えっ？　えっ？」

「解説しましょう！　アニメとかでロボットがぶっぱなすみたいな光学的なビーム、荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの類たぐいとは違って、魔ま力りよく砲ほうは術者のイメージによってその形状や性質を変化させることができるんです！」

「わわわ、こげちゃった……‼」

　焼けたところをおそるおそる覗のぞき込むイリヤをよそに、ルビーの解説が続く。

「とし……凛さんに会った時、イリヤさんが放った魔力砲はただのストレートな放出でしたけれど、こんな風に小さい魔力弾を射ち出して広こう範はん囲いにばらまくこともできますし、ブレード状に研とぎ澄すますことも可能なんですー！

　イリヤさん、申し訳ありませんでした……。実は貴女の力を引き出すために、あえて女豹のポーズをやらせたのです！　心を鬼おににして！」

「ホントかなぁ……」

　とても本当とは思えない。

　絶対ルビーは、ただイリヤで遊んでいただけだ。

「──というわけで、一通り練習も終わったところで帰りましょうか。あまり遅おそくなるとセラさんが心配しますし」

「えっ、練習ってこれだけなの？」

「ええ、そうですよ。魔法ビームと女豹のポーズ、魔法少女にこれ以上、なにが必要だというのです？」

　分かるような分からないような、しかし、やはり分からない理り屈くつだ。

　そんな妙みような理屈によって、本日の特訓は終しゆう了りようする。

　次は、いよいよ本番だった。

「そうそう、さっきの木には、ちゃんと水をかけておきましょうね。山火事にでもなったらいけませんので」

「うんっ」

　ストップ・ザ・火遊び！

　子供が火を使うときは必ず保護者同どう伴はんで。

（※編集註ちゆう：焼けても安全な魔法を使用しています。ストップ・ザ・山火事！）




　　　　５




　深夜一一時四五分。

　小学生のイリヤには、本来なら縁えん遠どおい時間だ。

　このような時間、大おお晦日みそかか友人宅でのお泊とまり会でもなければ、とっくに寝ねてしまっている時間帯。眠ねむい目を擦こすりながら、イリヤは家を抜ぬけ出した。

　そして午前〇時。

　待ち合わせの時間だ。




　　　　＊




　高等部の校庭も、こんな時間では照明も落ち、すっかり暗くら闇やみに包まれていた。

　魔法少女になって喋しやべる杖つえと二人でも、暗い場所はまだ怖こわい。わずかな月明かりだけが頼たよりであったが、そんな月光に照らされて、

「──イリヤ、来たの？」

　ツインテールの人ひと影かげが見えた。

　遠坂凛だ。

「ちゃんと来たわね。偉えらいわよ」

「そりゃ、あんな脅きよう迫はく状を出されたら……」

「ですよねー」

「ん？　何？」

「……いえ、なんでもないです」

「ふーん。まぁいいわ。とりあえず転身してもらえる？」

「あ、はい。それじゃ……」

　と、ルビーを持って校庭の隅すみにあるトイレへと入っていくイリヤ。

　トイレの窓から転身の光が漏もれ、ルビーの、

「いやっふー！」

　という謎なぞのはしゃぎ声が聞こえてくる。なにがそれほど楽しいのかは不明だったが、ともあれトイレから戻もどってきた彼女は、ただのイリヤではなく、コスチューム姿の〝プリズマイリヤ〟（命名：マジカルルビー）となっていた。

「お待たせしました」

「イリヤ、どうしてイチイチ隠れるのよ？」

「だってホラ、恥はずかしいし……」

「ふうん？　ま、その気持ちはわからなくもないけどね」

「おやおや。無む理りやりにでもわたしを取り戻して魔法少女になろうとしていた方の言葉とは思えませんねー」

「誰もその格好をしたいとは言っとらんわーッ！」

「ははっ、『言っとらんわー』ときましたか」

　現役で『その格好』をしているイリヤは、ただただ『ははは……』と乾かわいた笑えみを浮うかべるのみだ。

　凛は、ふう、と一息ついて気を取り直す。

「それでイリヤ、なんとかなりそう？」

「あー、えっと……」

「基本的な魔力弾とかの練習はしましたよー」

　イリヤは後ろで『えっ⁉　そんなのした⁉』という顔をしていたが、凜は気付かないまま話を続ける。

「ふうん……。それ以外は？」

「あとはタイミングとハートだけですねー」

「それはまた頼たのもしい言葉ね」

「いえいえ、それほどでも」

「皮肉で言ったのよ。まあ、それでも何もしていないよりはずっとマシね。普ふ通つうの魔ま術じゆつは通用しないらしいし。──イリヤ、準備はいい？」

「え……っ？　なんのです？」

「カード回収のよ。始めるわよ」

　凛の顔に、冗じよう談だんめいた様子は無い。まさしく真しん剣けんそのものだ。

　そんな彼女の表情に釣つられるように、イリヤもまた、

「う……うんっ！」

　緊きん張ちようの面おも持もちで、返事をした。

　はじめての、任務だ！

　おしごととして、魔法少女に転身……ううん、変身する。

　不安と、困こん惑わく。だけど、それよりもちょっぴり大きい期待と、そして興奮が、プリズマイリヤの姿に変わったイリヤの全身を包んでいた。

　少女のそんな思いを知ってか知らずか、校庭をざっと見み渡わたしていた凛が、イリヤに告げる。

「カードの位置は、校庭のほぼ中央……。そこを中心に歪ゆがみが観測されてる」

「中央…って、何もないんだけど？」

　首を傾かしげるイリヤ。

「ええ。ここにはないわ。カードがあるのはこっちの世界じゃないもの。──ルビー」

「はいはーい。お任せ下さいー」

　イリヤに握にぎられたまま、ステッキがひょいっと身を乗り出した。

　次の瞬しゆん間かん、空気が振しん動どうするような感覚と共に、地面に複雑な図形の組み合わさった魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。

「わっ⁉」

　足元からの突とつ然ぜんの光に、驚おどろくイリヤ。

「第五計測変数に虚きよ数すう軸じくを追加。反転準備開始。複素空間の存在を確かく認にん。中心座標の固定完かん了りよう！」

　それは呪じゆ文もんというよりも、リズが時々観みているロボットアニメに出てくるような、機械を始動させる時の台詞せりふを思わせた。

「え⁉　な、何をするの⁉」

　何が起きているのか、さっぱりわからない。戸と惑まどうイリヤに、落ち着いた様子の凛が手短に説明する。

「カードがある世界に飛ぶのよ」

「飛ぶ？　飛ぶって？」

「半径二メートルで反射路形成。鏡きよう界かい回かい廊ろう、一部反転します！」

　魔法陣の光が強くなる。

「カードがある世界って⁉」

「そうね……無限に連なる合わせ鏡。この世界をその像のひとつとした場合──」

　自分の立っている地面が、ぐるりと一八〇度回転するような感覚。

　突然、上下の感覚が逆さまになり──、

「それは、鏡面そのものの世界」

　眼前の光景から眼めを離はなすことができず、ただただ息を吞のむイリヤ。

「座標系安定。空間転移完了します」

　そこは──、

「鏡きよう面めん界かい。そう呼ばれるこの世界にクラスカードはあるの。カードを回収するためには、この世界へと移動しなければならない。わたしたちにカレイドステッキが渡わたされた理由のひとつが、これね」

　イリヤが先ほどまでいた場所とは異なる、もうひとつの世界だった。




「な……なに、この空……？」

　彼女たちの頭上に広がる空は、縦横に走る光のラインによって、正方形の格こう子し模様に区切られていて、その向こう側では──あれは、何だろう。液体でもなく、気体でもない。無数の色と呼ぶほかはない何かが、不気味にうねり続けていた。

「ううん、空だけじゃない……」

　さらに遠くまで見渡してみると、高等部の敷しき地ちがちょうど終わるあたりのところで、格子模様は直角に折れ曲がり、壁かべのようにこの空間の四方を覆おおっている。

　それに。さっきと同じ場所のはずなのに、雰ふん囲い気きがぜんぜん違ちがう。

　風があるわけでもないのに、何かが唸うなりをあげて振動するような音が、どこかから響ひびき続けている。空の向こうから？　それとも地面の下から？

　そんなことすらも、わからない。

　戸惑いよりも、驚きの方が大きい。

　そんなイリヤに、状じよう況きようは時間を与あたえてくれなかった。

「詳くわしく説明している暇ひまはないわ！　カードは校庭の中央……構えて！」

「え？　構えて、って何で？」

　びいんと響くような凛の声が耳を打ち、反射的にステッキを構えるイリヤ。

　校庭の中央付近に、あっという間に黒い霧きりのようなものが集まっていき──そこから、人間のようなシルエットの何かがずるりと獣けもののような四つ足で這はい出してきた。

「な、なんか出てきたー！」

「来るわよ！　避よけなさい！」

「──っ⁉」

　こういう時に、相手に有う無むを言わせない勢いのある、凛のよく響く声はありがたい。

　とっさに後ろに飛びのくイリヤ。次の瞬間、彼女がついさっきまで立っていた地面が、おそろしく重い地じ響ひびきと共に抉えぐられ、

「きゃーっ！」

　それが、そこに立っていた。

　突とつ進しんを回かい避ひされたことを悔くやしがる様子もなく、ゆっくりと振ふり返る。

　長い髪かみの、女性であった。背は、高い。

　その身に纏まとうのは、凝ぎよう縮しゆくした闇やみ。あるいは、そのように見える何か。そこから四し肢しが僅わずかのみ、白くしなやかに覗のぞいていた。顔は、中央にレンズらしきものを取り付けた仮面で隠かくされており、中身が絶世の美女であるのか、はたまた岩のような醜女しこめであるのか、それを窺うかがい知ることはできない。

　本能的に危険を察知し、さらに距きよ離りをとるイリヤ。

「な、何アレー⁉」

「実体化したクラスカードよ。報告通りね」

「そんなの聞いてないよ！」

　思えば鏡面世界に入り込む時からそうだった。この魔ま術じゆつ師しには、若葉マークの魔ま法ほう少女が何を、どんなふうに、どうすればいいのか、順序だてて教えてあげるという発想がないらしい。

「カードの回収って、見つけて拾ってくるだけじゃないの⁉」

「残念ながら違うわ。カードを回収するにはあれを倒たおす必要があるらしいのよ」

「い、今さらそんなこと言われたって──きゃーっ⁉」

　再び、陸上のクラウチングスタートを思わせる前ぜん傾けい姿勢から突進し、その勢いで拳こぶしを振り下ろしてくる彼女。その動きは地面を走り、獲物に鎌かま首くびを振りおろす蛇へびのよう。

　幸い、今回も辛かろうじて回避することができた。

　凛は、飛びのきざまに宝石を三つ取り出して、呪文を詠えい唱しよう。

「Anfangセツト！　爆炎弾──」

　続いて、その宝石を襲しゆう撃げき者──実体化したクラスカードに投げつけた。

「三連！」

　全弾だん命中。続けざまに轟ごう音おんが響き、球状の爆炎が広がった。

　しかし──。

「やっぱ、こんな魔術じゃ効きかないか……」

　腕うでの一いつ閃せんだけで、もうもうと立ち込める白はく煙えんが吹ふき払はらわれる。

　全くの無傷。あれだけの爆ばく発はつの只ただ中なかにあって、焦こげ目すらもついていなかった。

　苦笑いを浮うかべる凛の頰ほおを、冷たい汗あせがつうっと流れ落ちる。

「結構高い宝石だったのに……！」

「効かないって、じゃあどうするの⁉」

「あんたに任せるわ」

「へ？」

　悲鳴のようなイリヤの問いに、返された答えは斜ななめ上のものだった。

「あんたに任せるって言ってるの。これが、カレイドステッキが支給されたもうひとつの理由。ぶっちゃけわたしが使う魔術だと、英えい霊れいクラスの相手には手も足も出ないんだわ。対たい魔ま戦せん闘とうに特化した執しつ行こう者ともなれば、また事情は違うんだろうけどねー」

　あははー、とナゲヤリな笑いを響かせる凛。

「わ、わたしに任せるって⁉」

「言葉通りの意味よ。大だい丈じよう夫ぶ！　魔術は効かなくとも、純じゆん粋すいな魔ま力りよくの塊かたまりなら通用するはずよ！　たぶん！」

「たぶんって、そんな無責任な！」

　しゅたっ、といい笑え顔がおで右手を掲かかげ、

「頑がん張ばって！　わたしは建物の陰かげからずっと見守ってるわ！」

　体をイリヤの方に向けたまま、何とも器用なことに後方へと全速力で走り出す凛。

「ええーっ⁉　ホントに投げっぱなしー⁉」

「イリヤさん、また来ますよ！」

　涙なみだ目のイリヤに、いつになく切せつ羽ぱ詰つまった様子のルビーが警告する。

　いつの間に取り出したのか。カードの人が、先の尖とがった杭くいのようなものをイリヤめがけて投とう擲てきしてきた。鎖くさりとつながった、鉄杭のようだ。

「おひゃあああッ⁉」

　反射的に体をひねり、ギリギリのところでそれを回避するイリヤ。

　瞬間、むきだしの背中が冷たい何かに触ふれたのを感じた。

「かすった！　今かすったよ！」

「動きが速いですねー。あれを捉とらえるのはなかなかに難しいですよー」

「感心している場合じゃないよ！」

　慌あわてふためくイリヤをよそに、じゃらじゃらと鎖の立てる音が響き、鉄杭が再び敵の手元に戻もどっていく。

　もし、あんなものが体に刺ささったら──！

「とりあえず接近戦は危険です。まずは距離を取りましょう」

「キョリね！　そうね、取りましょうキョリ！」

　イリヤはぐるりと敵に背を向けて、

「キョリ───っ！」

　そのまま、全速力でダッシュした。

　五〇メートル走なら、男子にも負けたことがないのがイリヤの自じ慢まんである。加えて、転身によって身体能力が強化されているイリヤの走るスピードは、オリンピックの短距離走者をもしのぐ速度に達している。

　見る見るうちに距離が開いていくものの──、

「たっ、戦うって、こんなに本格的な戦せん闘とうをするってことだったんだね！　ファンタジーすぎるよアハハハハ！」

　今のイリヤは完全なパニック状態。どこまで逃にげれば安全だろうとか、逃げた先で次はどうしようとか、そんなことを考えている余よ裕ゆうは全くなかった。

「逃げ足だけは最強ね、アイツ……」

　その様子を校舎の陰から窺いながら、凛がため息をついたことも知る由よしはなく。

「落ち着いていきましょうイリヤさん」

「落ち着けって言われても、何がなんだか！」

「距離を取ったら、間合いを保ちつつ魔ま力りよく弾だんを撃うち込むのが基本です。やってみましょう」

　珍めずらしくも、至し極ごくまっとうなアドバイスをするルビーであったが、

「そんなこと言われてもー！」

「先ほどの練習を思い出して！」

「りょりょりょ、了りよう解かいーっ！」

　練習、練習、えーと、あれのことか！

　イリヤはぐるりと後ろに向き直って地面に膝ひざをつき、大きく伸のびをするように上半身を前にそらす。そう、これこそが魔法少女の最終奥義。俗ぞくに言う、

〝女め豹ひようのポーズ〟

　というやつであった。

「が、がお……」
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　余談だが、今、パンツに不自然な光が入っている。

　そんなイリヤに向かって鉄杭が、ぶんっと唸りをあげて飛んできた。

「うわああああっ⁉」

　表情を凍こおりつかせたまま、再びイリヤは全速力で逃とう亡ぼうする。

「イリヤさん、思い出すものが違います」

「ルビーのせいだよ！　練習っていったってあんなことばかりやってたじゃないー！」

「でも、よけられましたね、攻こう撃げき。あのまま走り続けてたら危なかったかもです。えへん」

「ただの偶ぐう然ぜんだってば！　なに、今のエヘン？　練習が役に立ちましたね、みたいな口調で言わないで！　それで、なあに？　なにを思い出せばいいんだっけ⁉」

「いちばん最後に、魔力弾を撃った感覚ですよー」

「覚えてないよーッ！」

「ガクガクと首を絞しめるように、小刻みにわたしを前後に振ったあの感覚です！　大丈夫、イリヤさんには素質があります！　思い出しただけでトんじゃうかと思いました！　だから、自信を持って！」

「意味がわかんない！　ええい、もう、なるようになれー！」

　再び足を止め、背後の敵に向き直るイリヤ。

「さあ、強い攻撃のイメージを込めてわたしを振って下さい！　乱暴でもかまいません！　いやむしろ、乱暴なくらいがイイんです！」

「あーもー！」

　何が正しいとか、何が間ま違ちがってるとか、どうして自分はこんなわけのわかんない世界で、わけのわかんない相手と命がけの追いかけっこをしているのかとか、頭の中は相変わらずぐるぐる回っているけれど、ひとつだけ、確かなことがある。

　そもそもの始まりは、気楽そうにしゃべりまくるこのステッキが、無理やり自分と契けい約やくしたことが原因なのだ。

　怒いかりを向けるべき相手は、我が手の中にあり。

「ええいもう、これでもくらえーッ！」

　マジカル☆ブシドームサシの姿を思い浮かべながら、イリヤは折れてしまえとばかりに横なぎにカレイドステッキを振り回した。

「キター！　そうそう、これ、この感覚です！」

　カレイドステッキのヘッド、星型の部分がぱあっと輝かがやいたかと思うと、三日月状の魔力が放たれた！　折おり好よく、相手はちょうどイリヤめがけて突進しようとしていたタイミング。ちょうどカウンターの形になって、それなりのダメージを与あたえることができたようだ。

　人間の言葉をなさない雑音ノイズめいた呻うめきをあげながら、ゆっくりと身を起こす女性。

　心なしか、足元がよろけている。

「よしっ！　効いてる！」

　その光景を見ていた凛が、ぐぐっと拳を握にぎり締しめる。

「今よ！　間かん髪はつ容いれずに速そつ攻こうー！」

「子供の運動会を見に来た保護者みたいですねー」

　遠く離はなれた場所から叱しつ咤たしてくる凛の姿に、呆あきれたように突つっ込みを入れるルビーの声が聞こえているのかどうか。

「やあっ、とおっ、たあッ！」

　続けざまに二撃、三撃と追加攻撃を加えていくイリヤ。しかし、予期せぬ一いち撃げき目は正面から受けてしまったものの、今度は素す早ばやく回かい避ひされてしまう。

「ええいもう、よけるなーッ！」

　更さらに何度も同じ攻撃を繰くり返すが、敵はその攻撃をことごとく回避。

「どんどん追つい撃げきしちゃってください！　相手は人じゃありませんから遠えん慮りよは無用ですよー！　キル！　キル！　キル！」

「うわあ……」

　あまりと言えばあまりの殺さつ伐ばつとした激げき励れいにドン引きし、イリヤの興奮は多少収まってくれた。しかし──。

「……なんか魔法少女っぽくなってきたかも！」

　あるいは、魔法少女の定義が乱れてきたかも。

　それはそれとして、何やらちょっと気分がいい。野球選手のような構えで、ステッキを大きく振ふりかぶり、

「これでも、食くらえーっ！」

　再び、大斬ざん撃げきを繰り出すイリヤ。

　地面に着弾した魔力の刃やいばが、派手な土つち煙けむりをあげながらグラウンドを走り抜けていく。しかし、敵はこれも跳とんで回避。彼女の動きに合わせて長い髪が弧こを描えがく様は、毒の大だい蛇じやを思わせた。

「さっきは当たったのにー！」

「警けい戒かいされてしまったんでしょうねー」

　更に魔ま力りよく弾だんを何度も撃ち込むが、結果は同じ。全すべて回避されてしまう。

「あーもー！　すばしっこい！」

「確かに押してはいるんですが、今のままでは追い切れませんねー。あっちが体勢を立て直してくる前に、広こう範はん囲いの攻撃に切り替かえましょう。イリヤさん、散さん弾だんをイメージできますか？」

　ルビーが、戦術の変へん更こうを提案してくる。

「散弾……？」

「はい。さっきまでのが大たい砲ほうだとしたら、散弾はたくさんの小さな弾たまが広範囲に対して一いつ斉せいに飛び散るイメージです」

「たくさんの小さな弾……。わかった！　やってみる！」

　野球のバットではなく、もっとたくさんの弾を打つ──イリヤは両手でがっちり握ったステッキを頭上に振りかぶり、大きなフライパンを思い浮うかべた。

　フライパンの上で、たくさんの目玉焼きがジュウジュウいっている、そういうイメージだ。

「いくよ──」

　そして、そのフライパンを思い切り振り下ろし、

「散弾！　えーいっ！」

　成功！　散弾状の無数の魔力弾が、クラスカードの立っているあたりを中心に、大量に着ちやく弾だんする。どんなに素早く動けたとしても、この弾だん幕まくをかいくぐることは難しい。

「当たった！」

「お見事です！　続けてどんどんいきましょう！」

　コツは摑つかんだ。効果もあった。

　あとは、どんどん押していくだけ！

「オッケー！」

　イリヤは立て続けに散弾を放ち、その悉ことごとくが敵に命中。

　轟ごう音おんと共に、土煙がもうもうと舞まい上がる。

「やった……？」

　手ごたえを感じながら、目を細めて煙けむりの中の様子を窺うかがうイリヤ。

「いいえ、おそらくまだ……。といいますか、今のって『やれてないフラグ』ですねー。一いつ般ぱん的に、このタイミングで『やったか？』というのは、つまり──」

　ルビーが言いかけたその瞬しゆん間かん、土煙の中でぼうっと何かが光を放つ。

　複数の正方形と円で構成された──あれは、魔ま法ほう陣じんだ。

「え……っ？」

　困こん惑わくするイリヤ。離れた場所から戦いの様子を眺ながめていた凛は、悪お寒かんと共にその魔法陣の意味することを看破していた。

「アレは──宝ほう具ぐ⁉　まずい！　イリヤ、逃げて！」

　物もの陰かげから飛び出し、大声をあげる。凛の切せつ迫ぱくした声から、ルビーも状じよう況きようを把は握あくした。

「いけないイリヤさん、退たい避ひです！　大急ぎ！　マジやば！　マジやばいですよ！」

「え⁉　え⁉　どこへ⁉」

　ただただ困惑するイリヤ。だって、さっきはあんなに優勢だったのに？

「とにかく敵から離れて下さい！」

　わけがわからないけれど、とにかく走り出したイリヤ。

　そのイリヤの方へ、必死の形相をした凛が駆かけ寄ってきている。

「早くこっちへ！　ダメ元で防ぼう壁へきを張ってみるわ！」

　土煙が晴れ、魔法陣の背後に実体化したクラスカードが前かがみの姿勢で立っている。その両りよう腕うではだらりと垂たれ下がり、長い髪かみの一本一本がざわざわと蛇へびのようにうごめいた。

「──！」

　深い吸気音と共に魔ま力りよくが集まり、鉄杭が手た綱づなへと形を変えた。

「なっななな何が起きるのー⁉」

「全魔力を魔ま術じゆつ障しよう壁へきおよび物理保護に変へん換かん。宝具の攻撃が来ます、耐たえて下さいイリヤさん！」

〈英えい霊れいになった者たちは、それぞれが力の象しよう徴ちようたる武装を持っているの。それは武器であったり、防具であったり、人によって色々だわ〉

　凛から聞いていた話が今、イリヤの記き憶おくの中で蘇よみがえる。

〈英えい雄ゆうの持つ武具は、通常のそれとは異なる、奇き跡せきを成す強力な兵器……わたしたちは『宝具』とそれを呼んでいるの〉

　実体化し、人間の姿をとったるクラスカードが、ぐぐっと体を前に傾かたむける。

「騎英のベルレ──」

　英霊の宝具が解き放たれようとした、まさにその瞬間。




「──クラスカード・ランサー。限定展開インクルード」




　突とつ然ぜん、聞こえてきた新たな声に、その場にいた誰だれもが驚おどろきに捕とらえられる。

『──⁉』

　クラスカードの英霊も、例外ではなかった。

　しかし、その正体を確かめる時間は、彼女には残されていなかった。

「刺し穿つゲイ──」

　闖ちん入にゆう者が携たずさえていた、致ち死しの宝具によって。

「死棘の槍ボルク！」

　飛び込んできた影かげは、まるで流星のよう──次の瞬間、イリヤと凛の目に映ったのは、一本の槍によって既すでに心臓を刺し貫かれている、クラスカードの英霊の断だん末まつ魔まの姿だった。

　光を発して消しよう滅めつする、女性。彼女がいた場所には、一枚のカードが残されていた。

「『ランサー』、接続解除アンインクルード」

　その言葉と共に、長槍がかき消える。そこに立っていたのは、一人の少女だった。

　淡たん々たんと、事実確かく認にんのためだけの言葉が紡つむがれていく。

「対象撃げき破は。クラスカード……」

　少女は、光に包まれて浮かんでいるクラスカードを手に取った。

　そのカードに描えがかれているのは、馬に引かせた戦車の後部に騎き乗じようし、右手に槍を、左手に手綱をとっている、鎧よろいに身を固めた騎き士しの姿。

『ライダー』のクラスカードである。

「ライダー、回収完かん了りよう」

「え……？」

　イリヤの瞳ひとみに、少女の全身が映る。

　年のころは、イリヤと同じくらい。蝶ちようのような形の大きなリボンで黒くろ髪かみを頭の後ろで束ね、妖よう精せいを思わせるデザインのコスチュームに身を包んでいる。

　その手に握られているのは、ルビーの姉妹にあたるサファイア。ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトに三み行くだり半はんをたたきつけ、空の彼方かなたに消えた、もう一本のカレイドステッキである。

「だ、誰……？」

　戸と惑まどうイリヤの声が聞こえたのだろう。少女が初めてこちらに顔を向けた。

　イリヤの姿を映すその瞳には、何の感情も宿ってはいない。

　まるで、ただの鏡のように……。
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　空の無き鏡きよう面めん界かい。

　その少女は、カードを手にただイリヤを見つめていた。

　イリヤのと似た衣装を纏まとい、イリヤのと似た杖つえを手にした少女。年とし頃ごろまでもイリヤと同じほどであろう。

　イリヤが白とピンクを基調色としているのに対して、こちらの子は青と黒。寒色系を基調としていた。

　つまりは──彼女もまた、おそらくは魔法少女。

　クラスカードの回収を使命とする少女であった。

　しかし突とつ如じよ現れ、ただの一いち撃げきでクラスカードを倒たおしてしまうとは……。

　イリヤはただ、ぽかん、と呆あつ気けに取られるのみだ。

「ええと、だれ……？」

　ぽかん、としたままイリヤが訊たずねると、

「──オ──ッホッホッホ！」

　笑い声で返事をしたのは、青の少女ではなかった。

「わっ⁉　なに、なに⁉」

「おやおや、上品だか下品だか分からない笑い声ですねー。しかも、どこかで聞き覚えがあるような……」

　笑い声にいち早く反応したのは、凛りんだった。

「こ、このバカ笑いは……！」

「ブザマですわね、遠トオ坂サカ凛リン！」

「ルヴィア……！」

　そう。それはルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト。通つう称しようルヴィア。

　凛と同じくカード回収の使命を帯おびた、金きん髪ぱつ縦ロールの魔ま術じゆつ師しである。
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「相手の宝具に恐おそれをなして逃にげ惑まどうなど笑しよう止し千せん万ばん！　本来の目的を見失い敗走する姿はまさに道どう化けそのものですわ！　オーッホッホッ──」

　と、高らかに笑っているところに──、

「やっかましいー！」

　凛の蹴けりが、ルヴィアの延えん髄ずいに、




　──ずごん




　と決まる。かなりいい位置に入った音だ。

「ホゥゥッ⁉」

　ルヴィアは、縦ロールを揺ゆらしながら奇き声せいを上げた。

「よ、よくもレディの延髄にマジ蹴げりを！　これだから知性の足りない野や蛮ばん人は！」

「何を偉えらそうに！　不意打ちのくせにいい気になってるんじゃないわよ！」

　やがて二人の間で、カンフー映画を思わす拳こぶしの応おう酬しゆうが──。

「うぼぁあ……！」

「おぐわぁああ……！」

「こぉぉんんのぉぉおお……！」

　ゴッ　ゴッ　ゴッ

　狭せまい鏡面世界に、拳のぶつかり合う鈍にぶい音が響ひびく。

「やれやれ成長しませんねえ、この人たちは」

　そんな年長者たちの姿を見ながら、イリヤは、

「ほ、ホントに誰なのこの人たちー⁉」

　ただただ、うろたえるばかりであった……。

「ほらほらイリヤさん、見苦しい大人たちですよ。イヤですねー。あんな風になっちゃダメですよー」

「う、うん……」

「でも殴なぐられて面おも白しろい顔になってる凛さんはブザマでいいですねー。一応写メ撮とっておきましょうか。はい、パシャリ」

　この二人がなぜ、こんな風にいがみ合っているのかは気になったが、しかしイリヤにとっては、それよりも、

（それ以上に──、あの子のことが気になるかな……）

　あの、青い魔法少女のことが──。

（だって、あの手に持ってるのって、やっぱり……）

　あの杖は……。

　──と、そこで鏡面界は崩くずれ始めた。

「わっ！　なになに⁉」

「あらー。カードを回収したので鏡面界が閉じようとしているみたいですね。さっさと脱だつ出しゆつしましょうか」

「そ、そうだね」

「では凛さん、ルヴィアさん、行きますよー」

　だが、二人からは返事は無い。

　どうやら、それどころではないらしい。凛はルヴィアのパワーボムで校庭に叩たたき付けられた状態になっていた。

　そんな二人を尻しり目めに、まだ名前すら知らぬ青い魔法少女だけが、ただ一人冷静でいた。

「……サファイア、お願い」

「はい、マスター」

　彼女の足あし下もとを中心に、魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がる。

「虚きよ数すう軸じくを計測変数から排はい除じよ。中心座標固定。半径六メートルで反射路を形成。通常世界に帰き還かんします」

　魔法陣が光り輝かがやき、視界はホワイトアウトしていく……。
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　気がつけば、普ふ通つうの世界。

　星の輝く通常空間の夜の校庭だ。

　ちなみにルヴィアは凛のジャーマンスープレックスで校庭に叩き付けられた状態になっている。わずかに目を離はなした隙すきに、なにやら逆転劇があったらしい。

　だがイリヤは無情にも年長者二人を無視して話を続ける。

「も、戻もどってきたの？」

「はいイリヤさん、お疲つかれ様さまでした。これでひとまずは一戦終しゆう了りようですね」

「ふぅ……。良かった」

　ふう、と一息つくイリヤ。

　そんなイリヤを、青い魔法少女はただ静かに見つめていた。

　まるで観察するような視線で。

「…………？」

（なんか、じっとこっち見てる……？　なんで見てるんだろ……？）

　イリヤは、その視線を受けて首を傾かしげた。

　余談だが、凛とルヴィアの乱らん闘とうは継けい続ぞく中だ。

「ち……！　ランカシャー・スタイルのキャッチ・アズ・キャッチ・キャン（古式レスリング）を極めたこの私ワタクシが攻せめきれず、あまつさえ反そり投げで返されるとは。生意気にも技わざのキレが上がってますわね！」

「直線的な攻こう撃げきがいつまでも通用するとは思わないことね。来るとわかっていれば耐たえられるのよ……！」

　互たがいに睨にらみ合いつつ、口元の血を拭ぬぐう──。

「ハイ、そこの魔術師のお二人。肉体言語で語り合わないで下さい」

　ルビーの言葉を無視して、額をくっつけて睨み合う凛とルヴィア。

　さすがにイリヤも引き気味だった。

「仲が悪いってレベルじゃないよね」

「あのお二人はいつもこんな感じなんですよー」

「へえ……」

　こんな風におでこ同士くっつけて目線を合わせる（睨み合う）なんて、とんでもなく仲が悪いか、逆にとんでもなく仲良しでもなければ、普通はできないことだろう。そんな風にイリヤは思った。

「……で、さっきから気になってんだけど──」

　おでこをくっつけたまま、凛がルヴィアに訊ねた。

「なんですの？」

「そっちの子はなに⁉　なんでサファイアを持ってるのよ！」

「それはこちらの台詞せりふですわ！　どうしてその白い子がルビーを？　これではまるで──」

　凛は、すうっ、と目を細める。

「まるで……ステッキに見限られたみたい？」

「ふっ……」

　ルヴィアは、小さく笑ってからハンカチをキィーッと嚙かんだ。

「ええそうですわよ！　あの後サファイアを追いかけたら既すでに『この方をマスターです』とかワケのわからないことを！」

「あー、はいはい、わかったわ……。だいたいうちと同じってことね」

　おほん、とルヴィアはわざとらしい咳せき払ばらい。

　気を取り直し、凛たちに指を突つき付ける。

「とにかく！　イレギュラーはありましたが、勝つのは私ワタクシですわ。覚かく悟ごしておくことですわね遠トオ坂サカ凛リン！　オーッホッホッホ！　さ、行きますわよ！」

　さっきのジャーマンスープレックスが効きいていたのか、微び妙みように足元をフラフラさせながらルヴィアは去っていく。

　それに続いて、あの青い魔ま法ほう少女も──。

　深夜の校庭には、ただイリヤと凛だけが残された。

「ったく、ルヴィアのバカ……。カード回収任務を勝負と履はき違ちがえてんじゃないわよ！」

　苛いら立だつ凛に、イリヤはおっかなびっくり訊ねた。

「さっきのルヴィアさん、だっけ？　あの人は味方じゃないの……？　カード回収の仲間なんでしょう？」

「そのはずだったんだけどね……。とりあえず今は対たい抗こう馬ばって感じかしらね」

「むぅ……つまりライバルってことだね」

　考えてみれば、大変に無む駄だな争いであり、そのくらいは小五のイリヤも理解していたが、しかし──『ライバル』という日常では滅めつ多たに使用しないロマンチックな言葉に少々酔よいしれて、深くツッコミは入れなかった。

「しかし凛さん、結局サファイアちゃんの新しいマスターについて聞きそびれちゃいましたねー」

「確かに、あの子が誰だれなのか気になるところね」

　あの青い魔法少女は何者なのか？

　なんという名前で、普ふ段だんはなにをしている子なのか？

　全すべては謎なぞのままだった。

　だがイリヤは、顎あごに指を当てて、言う。

「うーん……。あの子には多分、すぐにまた会えるんじゃないかな」

「おやイリヤさん、それはまた、どうしてですか？」

「だって、あの子、わたしと同じくらいの年だったでしょ？」

「はい？」

「ほら、いわゆるひとつの『お約束』ってこと」




　　　　２




　その『お約束』は果たされる。

　翌朝。

　穂ほ群むら原ばら学がく園えん初等部、五年一組。

　朝のホームルームの真っ最中でありながら、教室の中はざわめいていた。

「はーい、みんなー。転校生を紹しよう介かいしますー」

　担任の藤ふじ村むら先生が紹介した転校生は、なんと──、

「美み遊ゆ・エーデルフェルトです」

　昨日の、青い魔法少女だった！

「（小声）なるほど、こういうことですかー」

「（小声）ベタだよねー」

　イリヤは転校生の姿を見ながら、コソコソとルビーと話す。ちなみにルビーは最近、小さくなってイリヤの長い髪かみの中に隠かくれるというテクニックを身につけた。おかげで授業中でもルビーと会話できる。イリヤにとっては、多少鬱うつ陶とうしいことでもあったが。

「（小声）マンガみたいですね。リズさん（しっかりしていない方のお手伝いさん）の部屋で、こんなマンガ見たことありますよ」

「（小声）いつの間に⁉　あの部屋のマンガ、勝手に読んだら怒おこられるよ？」

　と、そこで藤村先生。

「ええと、エーデルフェルトさんの席は……ああ、あそこが空いてるわね」

　そう言って先生が指差したのは、ちょうどイリヤの真後ろの席だった。

（や、やっぱりベタだ……）

　イリヤは、つい机に突っ伏ぷした。

　因いん縁ねんのある子が同じクラスに転校してきて、しかも席まですぐ近くとは──。

「それでは授業を始めます。エーデルフェルトさん、席に着いて」

「……はい」

　青い色の魔法少女、美遊・エーデルフェルトは、イリヤの真後ろの席に座る。

　そして、まだ突っ伏したままのイリヤに、

　──ジーッ

　と、視線を浴びせ続けた。

「（小声）……っ⁉　こ、このプレッシャーは何⁉　なんか見られてない？」

「メンチで負けてはいけませんよイリヤさん！　こういうのは最初が肝かん心じんなんですから！」

「（小声）そういう関係はリンさんとルヴィアさんだけでいいと思うな！」
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　転校生が名乗った苗みよう字じ『エーデルフェルト』は、凛から聞かされていたルヴィア──ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトと同じものだ。

（親しん戚せき……なのかな？　それとも、よくある苗字とか？）

　と、イリヤがそんなことを考えているうちに、チャイムが鳴って休み時間。

　転校生が来てから初めての休み時間とあって、クラスの子たちは一いつ斉せいに美遊へと群がった。これまたお約束の光景といえよう。

「──えっと、美遊ちゃん？　初めまして。桂かつら美み々みです」

「──わたしは栗くり原はら雀すず花か。んで、こっちはタツコだ。ほらタツコ、挨あい拶さつ」

「──おい転校生。尻しり子こ玉だま賭かけて相撲すもうしねぇか？」

「──ごめん。コレは気にしないで。ちなみにあたしは森もり山やま那な奈な亀きだよー」

　一人、あまりお約束でないのも交ざっていたが、それほど気にせず話を進めようと思う。

　自己紹介を終えた少女たちは、順に転校生を質問責めにしていった。

「──美遊ちゃんは前はどこに住んでいたの？」

「──苗字がエーデルフェルトってことは、ハーフとか？」

「──貴族っぽくて格好良い名前だよな！」

「──カレーとハヤシ、どっちが好き？」

　だが美遊はいかにも興味なさげで、どの質問にも適当な相あい槌づちを打つのみだった。

　そんな騒さわぎを尻しり目めに、イリヤはこっそり教室を抜ぬけ出した。

　廊ろう下かの、人通りの少ないあたり。

　即すなわち、ルビーと話していても他人に見られなさそうな場所へ──。

「色々と聞きたいことがあるけど、あれじゃ無理だよね……」

「ですねー。さすがに人前では話せないことですから」

「あの子、いったい何者なんだろう……？」

　と、そんな時。

「──では美遊さんに代わってわたしがお話を伺うかがいましょう」

　いきなり、ぴょこん、と現れた。

　ルビーとほぼ同型の、魔法の杖つえが。

　それは美遊青の子が使っていた、もう一本のステッキだ。

　そんな杖が──イリヤの髪から、急に出てきた！

「うわあっ⁉　いつの間に⁉」

「あらあら、サファイアちゃんも来てたんですねー」

「はい。昨晩ぶりですね、ルビー姉さん」

　イリヤ的には『いつの間にもう一本杖が入ったのか』を知りたかったが、そのあたりの疑問はうやむやのうちに流された。

「そう言えば、サファイアちゃんには紹介がまだでしたねー。こちら、わたしの新しいマスターのイリヤさんです」

「マジカルサファイアと申します。姉のルビーがお世話になっております」

「あ、どうも……」

　名前も知る前に、髪に入ってたのか──とイリヤは戸と惑まどいつつも、お辞じ儀ぎを返した。

「ステッキって二本あったんだね。知らなかったよ」

「わたしとサファイアちゃんは同時に造られた姉妹なんですよー」

「魔ま力りよくを供給し、マスターの空想を元に奇き跡せきを具ぐ現げん化かさせる──それがわたしたちカレイドステッキの機能なんです。先日まではルヴィア様にお仕えしていたのですが、訳あって……」

「で、新しいマスターに選んだのがあの子なんだ？」

「はい、そうです」

「でも、あの美遊さんという子も大したものですねえ。初めてなのにいきなり宝ほう具ぐを使うなんて」

「……宝具？　そういえば、凛さんもそんなこと話してたような……」

「おっとそう言えばカード周りの詳くわしい話はまだでしたねえ。この機会に、お話ししておきましょうか」

「今さら新しい情報⁉」

　そういう重要そうな話は、先に言っておいてくれればいいのに──とは思ったが、しかしルビーがいかにも『これから長い説明をしますよ』という雰ふん囲い気きになったので、イリヤは空気を読んで突っ込まずにおいた。

「以前、凛さんがしてくれたクラスカードの話を覚えていますか？」

「うん。なんかすごく危険な力を持ってるカードなんだよね」

　その危険性は、彼女自身がいやというほどその身で味わったばかりである。

「はい。今から二週間ほど前、魔ま術じゆつ協会は異常な魔力の歪ゆがみをここ冬ふゆ木き市に観測しました。その調査の結果、見つかったのがクラスカードなんです」

「昨日リンさんが少し言ってたね。カードの位置や歪みがどうとか」

「凛さんが持っているアーチャーのカード。そして、ルヴィアさんが持っているランサーのカードは、それぞれ魔術協会から派遣された回収任務の前任者が入手したものでした。魔術協会は、彼女の持ち帰った二枚のカードを分ぶん析せきしたものの──」

「何も、わからなかった。そう言ってたよね」

「そうです。凛さんも仰おつしやっていたように、ただ一つわかったのは……このカードは、英えい雄ゆうの力を引き出せるらしいということ」

　宝具。その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イリヤの体が少し震ふるえた。

　あの後、ルビーから聞いた話では、あのカードのクラスはライダー──即ち騎き兵へいだったということだ。その実体化したライダーのカードが最後に使おうとした、宝具。

　結局、発動する前に倒たおされてしまったけれど、あの時、ライダーに集まっていった魔力は尋じん常じようのものではなかった。プリズマイリヤの姿に転身し、カレイドステッキとの繫つながりが強まっていたイリヤには、そのことがよくわかっていた。

「英雄の力……」

「はい。神話に出てくるような英雄たち……即ち英えい霊れいの力の象しよう徴ちようとも言える、奇跡を成すほどの強力な兵器。昨夜、美遊様が敵を仕留めたのがそれです」

　サファイアが、ルビーの説明の補足をしてくれた。

　ライダーの体を串くし刺ざしにした、真っ赤な長なが槍やりのことが思い出される。

「ゲイボルクって、言ってたよね」

「その名前が確かならば、あの槍はアイルランドの神話に出てくる英雄、クーフーリンの槍なのでしょう。ひとたび放てば必ず敵の心臓を穿うがつという、必殺の槍です」

「歴史や物語の英雄、かあ……」

「どうもカード一枚に対して英霊一人が対応しているようで……って」

　言葉を継つごうとしたルビーだったが、イリヤは窓まど枠わくに突つっ伏していた。

「ちゃんとついてきていますかイリヤさん。もうちょっと続きますよー」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……七割くらいは理解してるよ、たぶん……」

「問題ありません。では、続けましょうか」

　と、サファイア。

「あ。七割でもいいんだ……」

　何だか、拍ひよう子し抜ぬけだった。

「昨夜戦った敵。あれもまた、ライダーのクラスカードによって引き出された英霊の力の一部……いえ、あそこまでいくと英霊そのものと言っても良いでしょう」

　凝ぎよう縮しゆくした闇やみをまとったような、あの姿。

　イリヤの思い浮うかべる神様や英雄のイメージとは、だいぶかけ離はなれていた。

「まあ、見た感じ、本来の姿から変質して理性も吹ふっ飛んじゃってるみたいですけどね。カードは英霊の内部に存在しているので、彼らを倒して元のカードに戻もどった状態でないと、回収することができません」

「ランサーとアーチャーの……えっと、英霊、だっけ？　それも誰だれかがやっつけたの？」

「そうです。二週間前に調査にやってきていた協会の魔ま術じゆつ師しによって打だ倒とう、回収されました。わたしたちはその後を引き継いで回収任務についたのですけど……」

「凛さんとルヴィアさんときたらご覧の有あり様さまでして、今の状じよう況きように至っているんですよねー」

　ルビーとサファイアから、ふうっとため息をついたような空気が漂ただよった。

　カレイドステッキにも、色々と気苦労というものがあるのだろう。

「今の真ま面じ目めな説明とわたしの見てきたもののギャップが凄すごい気がする……」

「協会が感知したカードの反応は七つ。残りは四枚ということになりますねー」

「うう、四枚……あと四回もあんな戦いがあるのかー」

　再び突っ伏すイリヤ。

「全力でサポートさせて頂きますので、わたしのマスター・美遊様と共にカード回収にご協力頂けないでしょうか？」

「うーん……まあ、がんばってみる。いまいち自信はないけど……」

「大丈夫ですよ！　このマジカルルビーがついてます！」

「はは、それが一番不安なんだけどね……」

「心外ですねー。あ、ところでサファイアちゃん、美遊さんのあの苗字は──」

　噂うわさをすれば、だ。

　ルビーが美遊の名を出した、まさにその時。

「サファイア、あまり外に出ないで」

　そう声をかけたのは、美遊・エーデルフェルト本人だった。

　綺き麗れいだが、それ故ゆえにやや冷たい印象を受ける声。

「申し訳ありません、美遊マスター。イリヤ様にご挨あい拶さつをと思いまして」

「誰かに見られたら面めん倒どう。学校では鞄かばんの中にいて」

「かしこまりました」

　二人の性格によるものだろうか。

　サファイアと美遊の間には、ルビーとイリヤのとはまた異なる関係が築かれているらしい。

　どこか、他た人にん行ぎよう儀ぎというか──。

（まあ、ルビーみたいに図ずう々ずうしいのも問題だけどさ）

　そんなことを思っていると、イリヤは美遊と目が合った。

「あ……あの……」

　イリヤは、せっかくだから、なにか話さなければと思ったのだが、しかし、

「……なにか、用？」

「ううん、べつに……」

「そう」

　美遊は、くるりと背を向け、廊下の向こうへと歩み去っていった。

　用など、たくさんあったのに。本人のこと、魔ま法ほう少女のこと、聞きたいことが山ほどあったというのに。

　だが、クールビューティーとでも言うのだろうか。彼女は、話をしにくい空気に包まれていた。まるで見えないバリヤーでもあるかのように。

「なんか……声かけ辛づらい雰囲気？」

「ですよねー」

　ルビーは、また小さくなって髪かみに隠かくれつつ、相あい槌づちを打つ。

　──と、そこでいきなり後ろから声をかけられた。

「……難しい人みたいだね」

「わっ、ミミ⁉」

　いきなりなので、さすがにイリヤも驚おどろいた。

　どうやらルビーのことは見られずに済んだらしいが──。

　しかも廊ろう下かの角からは更さらに、那奈亀・雀花・龍子も続々と姿を現す。

「ど、どうしたのみんな？」

「あはは……。みんな、美遊ちゃんにふられちゃって。だから観察してたんだよ」

「観察って、美遊……さんを？」

「うん。仲良くなろうと思ってみんなで色々質問とかしてたんだけどね」

「そ、そうなんだ……」

「うん。でも、なんかキョトンとした感じでなんにも答えてくれなくてね。しばらくしたら急に立ち上がって出て行っちゃったんだよ」

　ここでメンバー中一番馬ば鹿か元気なのでお馴な染じみの嶽がく間ま沢ざわ龍子が話に混ざる。

「トイレだよ、トイレ。間ま違ちがいないなー」

「タツコちゃん下品だよ。それに、トイレ行ってなかったじゃない」

「そういや、そうかー。じゃあ、なんだろうなー？」

　おそらくは、この四人がワイワイと騒そう々ぞうしいので席を立ってしまったのだろう。それはイリヤには薄うす々うす想像がついていた。ことに龍子のような馬鹿元気な子とは、見るからに相あい性しようが悪そうだ。

「けど、ああいうクールキャラは今までクラスにいなかったな！　新しん鮮せんだぜ、気に入った！」

　もう一人の当事者である龍子は、逆に気に入ってしまったようだが。

「あの子も苗みよう字じとか凄いし、お嬢じよう様さま系かもな。だってエーデルフェルトだぜ、エーデルフェルト。そんな苗字のやつ、初めて見たぜ！」

「そ、そうかな……？」

　どうやら目の前にいるイリヤの苗字を、この子は忘れているらしい。

「こりゃ絶対、仲良くならなきゃなー」

「だねー」

「うん」

「そうだよね」

　よく分からない理由ながらも、四人とも妙みようなファイトを燃やしていた。

「はは……ウチのクラスは平和でいいね」

「（小声）ほんとです。しかしイリヤさん、ひとまずここは皆みなさんに倣ならって美遊さんの観察をするべきでしょう」

「う、うん、そうだね……」




　　　　３




　二時間目。

　算数の時間。

「はーい。じゃあこの問題を……転校生のお手並み拝見ってことで、美遊ちゃん！」

「はい」

　美遊は黒板の前に立つと、すらすらと問題を解いていく──。

「この三さん角かく錐すいを、ｙ軸じくを中心とした三角形の回転体と考えた場合、ｘｙ平面上における直線式は『ｙ＝３－ｘ』。円周率をπパイとしてこの式を回転体の体積を求める定積分に用いると……」

「いや……。あのー、美遊さん？」

「よって、円えん錐すいの体積はπとなります」

「だから、美遊さん！　この問題はそんな解き方をする必要はなくて……。積分とか方程式とか使わなくてもいいの」

「？」

「いや、そんな不思議そうな顔されても！」

　キョトンとした顔の美遊。おののく先生。ざわめく生徒たち。いびきをかく龍子。教室内は騒そう然ぜんとなっていた。

「先生……間違っていましたか？」

「ううん美遊さん、そうじゃないの！　正解不正解の問題じゃないの！　もっとゆとりを！　心にゆとりを持ちなさい！　たとえば……そこ！　龍子さん！」

「ムニャムニャ……？」

　名を呼ばれ、龍子はむくりと起き上がる。

「龍子さん、円周率はおよそいくつ⁉」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………バナナ？」

「これよ！　これが美遊さんには必要なのよ！」




　　学力・・・Ａ




　　　　＊




　三時間目。

　図工の時間。

「はーい、お隣となりの席の子の顔を描かくんですよー。自由に描いてみてねー」

「……できました」

「あら、美遊さん、ずいぶん早いのね……って、あの美遊さん？」

「はい」

「これは、何……？」


　キュビズム（Cubisme）。

　二〇世紀初頭にパブロ・ピカソらによって創始された芸術運動。立体主義とも。対象を複数の視点から立体的に捉とらえたのちに一つの平面に落とし込むという新たなリアリズム。代表的な作品はピカソの『アビニヨンの娘むすめたち（Les Demoiselles d'Avignon）』。



「自由に描けとのことでしたので、形態を解体して単一焦しよう点てんによる遠近法を放ほう棄きしました」

「自由すぎるわ！　つーかキュビズムは小学校の範はん囲い外がいよ！」

「？？？」

「いや、だから！　そんな不思議そうな顔されても！」

　またもや、キョトンとした顔の美遊。おののく先生。ざわめく生徒たち。いびきをかく龍子。算数の時間に続いて、再び教室内は騒然となっていた。

「先生……やはり間違っていましたか？」

「だーかーらーっ！　そうじゃないの！　良い悪いじゃないの！　もっと小学生らしい絵を描くべきってことなの！　こっちの雀花ちゃんの絵を見てみなさい！」

　栗原雀花は、イリヤがいつも仲良くしているメンバーの中では比較的賢かしこそうに見える子だ。背が高く、眼鏡をかけていることもあり『やや大人びた知性派』といった雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　そんな彼女の得意科目は、まさにこの図工。

　特に絵画だった。

「自由に描けとのことでしたので、性別の壁かべを解体して耽たん美び系美少年による同性愛を表現しました」

「って違ちげぇーっ！　こっちはこっちで小学生らしくねぇーっ！」

　藤村先生の無む慈じ悲ひなツッコミ。

「あと、そんな穴はねーっ！　雀花さん、今度親おや御ごさんに来てもらいます！」




　　美術力・・・Ａ




　　　　＊




　四時間目。

　家庭科の時間。

「だからね、美遊さん……」

「何か？」

　ここ、調理実習室の調理台の上には、


春野菜とサーモンのソテー、キャビアを添そえて（っぽいもの）

ホロホロ鳥のロースト（っぽく見える）

黒毛和牛フィレ肉のポワレ、黒トリュフソース（的ななにか）

フォワグラのテリーヌ、香こう草そう仕立て（一見）

舌平目のムニエル（風）



　──以上、五品。

「パリの有名レストラン、モキシムのコースメニューを再現してみました」

「だーかーらーっ！　そうじゃないの！　小学校の調理実習でこんな手の込んだ料理は作らないっての！　そもそもどうやって作ったのよ！」

「……アリモノで。時間と材料が余っていたので」

「ウソだっ！　そういう問題じゃないでしょ！　どうして貴女あなたは──ってウメェーッ！　おかわりー！」

「先生、うるさいです」




　　料理・・・Ａ




　　　　４




　学力、美術力、調理技術。

　イリヤの観察する限り、この美遊・エーデルフェルトという少女は『完かん璧ぺき超ちよう人じん』と言っていい存在だった。

　昼休み。五時間目が体育とあって、生徒たちは皆、更こう衣い室で体操服に着き替がえていたが──、

「美遊ちゃん凄すごいねー」

「なんでも出来すぎて同世代とは思えないなぁ」

　着替えの間、クラスの子たちは美遊の話題で持ちきりだ。彼女は転校してきたその日のうちに、この五年一組の中心的存在となってしまったのである。

「全くだ。藤村先生ではないが、あの転校生には少々『本当の小学生らしさ』を見せつけてやった方がいいんじゃないか？」

　──と、そう言ったのは、図工の時間に叱しかられていた一見知性派風眼鏡の栗原雀花。

「本当の小学生らしさ、って？」

　イリヤが聞き返すと、雀花は少々考える。

「そうだな、たとえば……タツコ！　ホントの小学生らしさってヤツを見せてやれ！」

「プリンにウニをかけると醬しよう油ゆになるらしいぜ」

「どうだ、これが小学生らしさだ」

　そう言われて、イリヤを含ふくむクラスの女子たち一同は、

（そうかなあ？　小学生って、もうちょっと賢いと思うけど……）

　と皆みな一いち様ように思っていたが、口には出さなかった。

　これは気を遣つかっていたわけではなく、龍子の姿を見て、別のことが気になっていたからだったが。

　イリヤは、思い切って訊きいてみた。

「ところでタツコ……その格好、なに？」

「なにって、スクール水着だぜ！　プールが俺を呼んでるぜ！」

「まだ長なが袖そでの時季なのに⁉　絶対、水張ってないよ！」

「ちょっとプールって気分だったからなー、ついスクール水着着てきたんだぜ」

「そんなもの、『つい』で着てくるものじゃないよ⁉」

　ここで、雀花がズバリと一言。

「どうだ、イリヤ！　これが小学生らしさだ！」

「ううん、絶対違ちがうよ！　こんなのタツコだけだよ！」

　さすがに、こんな小学生は余所よそでは見ない。

　ちなみに、話題の中心となっている美遊本人だったが──これほどの騒さわぎになっているにも拘かかわらず、本人は一いつ切さい取り合わない。どうやら気にすらかけていないようだ。そんなところがクールで良いと、逆に皆の注目を集めているようだったが。

　ともあれ、美遊はクラスメイトたちには目も向けず、その視線は、ただずっと──、

（……あれ？　ミユさん、こっちを見てる？）

　と、イリヤにのみ向けられていた。

　たとえ女の子同士であっても、こうして着替えているところを凝ぎよう視しされると、さすがに照れた。イリヤの頰ほおは赤くなる。

（なんだか、恥はずかしいな……。さてはわたしと同じく、あの子もこっちを観察してるんだな……）

　つまり、お互たがい様さまというわけだったが。

「イリヤ、いいか？」

「？　なあに、スズカ？」

「ここまではわたしたちの全敗だ。だが、転校生に負けっぱなしというのは、さすがに悔くやしい。せめて体育だけは勝ってくれ。イリヤの脚あしだけがわたしたち最後の希望なんだ！」

「えっ？　あ……うんっ！」
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　五時間目。

　体育の授業。

「はーい、次の組、イリヤさん、美遊さん、龍子さんー」

　先生に言われ、イリヤと美遊、そして水着姿の龍子はレーンに入る。

（まあね……体育なら──）

　言われなくとも、イリヤには負けるつもりは無かった。

　今日の体育は、五〇メートル走。イリヤの一番得意な種目だ。

（これなら、勝てるもの！　短たん距きよ離り走なら、今まで誰だれにも──男子にだって負けたことないんだから！）

　ピストルの音と同時に、三人は走り出し、そして──。

「ろ……六秒九⁉　あ……ありえないーッ⁉」

　先にゴールしたのは、美遊だった。
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　まだ五月とあって、夕焼けになる時間は遅おそくない。

　五時前でも、空はそろそろ赤くなりかけていた。

　そんな空の下、イリヤは通学路の途と中ちゆうにある公園でベンチに座り、

「は～ああ……」

　子供らしくないため息をついた。

「イリヤさん、いつまでいじけているんですか？　早く家に帰りましょうよ」

「別にいじけてないよ。ただ才能の壁ってのを見せつけられたっていうか……」

　ウソだ。いじけていた。

　勉強ができて、絵も料理も上手うまくて、自じ慢まんだった短距離走でもイリヤより上。

　そもそも美遊には、魔ま法ほう少女としても差をつけられていた。イリヤが全く敵かなわなかった〝ライダー〟のカードを、いとも容易たやすく回収してしまったのだ。

　そんなことを思えば、多少落ち込むのも仕方ないことであろう。

　──しかも、そんな折。

「……なにをしてるの？」

「……っ！　ミユ、さん……」

　ちょうどベンチの前を通りかかったのは、まさにその美遊だった。

　イリヤは突とつ然ぜんのことに、びくっとなって立ち上がり──へこへこと頭を下げた。

「こ、これはこれはミユさん、へっへっへ、どうもお恥ずかしいところを……。ミユさんにあらせられましては今お帰りで？」

「？　なんで敬語……？」

「イリヤさん、なんで卑ひ屈くつになってるんですか！　美遊さんは同じ魔法少女の仲間じゃないですか！」

「仲間……？　ああ、そっか──」

　ルビーのその言葉で、少しだけ気持ちが晴れた。

「そっか……そうだよね！　魔法少女に仲間はつきものだよね！」

　たとえばマジカル☆ブシドームサシにも、コジローやバイケンのような頼たよりになる仲間がいた。美遊は、イリヤにとってのそれだ。美遊のような優ゆう秀しゆうな子が仲間だなんて、心強い限りではないか！

　イリヤはやっとポジティブな気持ちになることができたのだが──。

「……ねえ」

　そんなイリヤを見る美遊の視線は、妙みように静かなものだった。

「な、なあに？」

「あなたは……ステッキに巻き込まれてカード回収を？」

「う……うん。成り行き上仕方なくっていうか、騙だまされて魔法少女にされたっていうか……」

「そう……」

　数秒ほど、二人の間に沈ちん黙もくが。

　理由も分からずに気まずい空気。やがて美遊は、イリヤに訊いた。

「……それじゃあ、あなたはどうして戦うの？」

「え……っ？　どうして……って？」

　思いもよらぬ質問だった。

　イリヤは、ただぽかんと口を開けるのみ。

「ただ巻き込まれただけなのでしょう？　あなたには、戦う義務も責任もない」

「で、でも、ルビーがやれって言うから──」

「本気で拒きよ否ひすればステッキも認めるはず」

「…………」

　たしかに、そうだ。

　イリヤにはカード集めなどする理由は無いし、本当に嫌いやなら逃にげたりもできるに違いない。だが、そうはしなかった。なぜか？

　イリヤは一呼吸入れて、体てい裁さい悪そうに頰を搔かきつつ、問いに答えた。

「ホントのことを言うとね……ちょっとだけこういうのに憧あこがれてたんだ」

　これが、理由。

「ほら、これっていかにもアニメとかゲームみたいな状じよう況きようじゃない？」

「……ゲーム？」

「うん。魔法を使って戦うとか、変な空間にいる敵とか、冗じよう談だんみたいな話だけど、ちょっとワクワクしちゃうっていうか……。ねっ、分かるでしょ？」

「…………」

　美遊が、すうっ、と目を細めていた。ただでさえ乏とぼしい彼女の表情は、いまや完全に消えていた。

　おそらくは、怒おこっていたのだ。静かに。冷たく。

　だが、イリヤはそんな変化に気づかない。

「こんな体験、滅めつ多たにあることじゃないもん。せっかくだから、このカード回収ゲームも楽しんじゃおうかなーって──」

「……もういい。聞きたくない」

「え……っ？　えっと、ミユ、さん……？　今、なんて……」

「もういい、って言ったの」

　美遊は、イリヤの目を見つめつつ、はっきりと拒きよ絶ぜつの意思を告げる。

　その小さな拳こぶしは、強く握にぎりしめられていた。

「その程度の……そんな理由で戦うの？　あなたにとって、あれはゲームと同じ遊びなの？　そんな軽い気持ちでカードにつく英えい霊れいと戦おうって言うの？」

「それは、その……」

　戸と惑まどうイリヤ。

　そんな彼女に、美遊はくるりと背を向ける。

「もう、あなたは戦わなくていい……。カードの回収は、わたしが全部やる」

「え……っ」

「……あなたは邪じや魔ま。二度とあの空間に足を踏ふみ入れないで」

　ただ怒いかりを露あらわにして──美遊はイリヤを置いて去っていった。

　イリヤはただ、その背中を呆ぼう然ぜんと見送るのみ──。
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「な、なんで怒ってたんだろ……？」

「わかりませんが……なーんか地じ雷らい踏ふんじゃったっぽいですねー」

「地雷、って……」

　もう空は、すっかり赤い。

　サイレン代わりの『ゆうやけこやけ』の音楽が流れる中、イリヤは家へと向かって歩いていた。

「なによ、まったく……。だいたい、巻き込まれただけっていうならあの子も一いつ緒しよじゃない。よく考えたら、なんであんなこと言われなきゃいけないの」

「イリヤさん、意外と不平が多いですね。ところでわたしは、イリヤさんの長所といいますか、美遊さんに勝っていそうなところを見つけましたよ」

「えっ、なになに？」

「イリヤさんは、こう見えて…………意外と立派な家に住んでます。お手伝いさん二人もいますし」

「それ、どんな長所⁉　そんなの全然嬉うれしくないよ！　家建てたのわたしじゃないし！　だいたい『こう見えて』ってどういう…………あたっ」

　ちょうど自分の家のすぐ目の前。イリヤは、なにかにぶつかった。

　その『なにか』とは、『しっかりしている方のお手伝いさん』ことセラであったわけだが。彼女は道ばたに立ったまま、呆然と眼前の光景を眺ながめていた。

「？　セラ、なにしてんの？」

「あ……おかえりなさい、イリヤさん。ええとですね……」

　セラは、自分の真正面を指差した。

　イリヤの家の、ちょうど真向かいを。

「あれを見てください……」

「？」

　そこには、なんと──。

「なっ……なにこの豪ごう邸てい⁉」

　それは、豪邸。

　いや、むしろ、ちょっとしたお城のような、『お屋や敷しき』とか『御ご殿てん』とか呼ばれるスケールのものだった。

「ねえセラ、こんなのウチの目の前に建ってたっけ……？」

「それが、今朝突然工事が始まったと思ったら、あっという間にお屋敷ができあがっていて……」

「へえ～……こんな豪邸、どんな人が住むんだろ？　門も、こんなに立派で……」

　と、イリヤとセラができたてホヤホヤのお屋敷を眺めていると──、

「そこ、どいて……。入れない……」

　そう言って、イリヤたちの後ろから現れたのは、なんと！

「ミユさん⁉」

　先ほど別れたばかりの美遊であった。

　ついさっき、あんなやりとりをした直後での再会とあって、さすがの美遊も気まずそうな顔……。

「──って、えっ⁉　ミユさん、『そこ、どいて。入れない』ってことは、ここ入るの？　ということは、つまり……この豪邸、ミユさんの家⁉」

　美遊は気まずさのためか、イリヤから目を逸そらしつつ、

「……まぁ、そんな感じ」

　──と、煮にえ切らない返事をしながら門を閉めた。
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　さて、ところ変わってイリヤの部屋。

「まさか、あの豪邸が美遊さんの家だったとは……。イリヤさんの長所も台無しですね。完敗ですよ」

「わたしの長所って家だけなの⁉」

「冗談です。いやー、しかし美遊さんの気まずそうな顔はちょっと面おも白しろかったですよ。ついさっき、『二度とあの空間に足を踏み入れないで』とか言って別れた直後に、まさか家の前で再会するとは。なんとも間が悪いと言うか……格好つかないですねー」

「あはは、確かに。まあ、でも、あそこで会わなくても……どうせ今夜また会ってただろうけどね」

　イリヤは、机の上に置かれた手紙に目をやり、言った。

　これは今日の帰り際ぎわ、学校の靴くつ箱ばこに入っていた手紙。

　昨日もらったものと同じく、凛りんからの『指令書』だ。




『今夜〇時、橋のふもとの公園まで来るべし』







[image: 第五章　「負けました」]
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「いやー、ものの見事に完敗でしたね。歴史的大敗です」

　声の調子こそ、いつもの通り能天気な響ひびきのルビーの言葉だが、その本体がどうなっていたかというと、見るからにへろへろの状態。目立つ傷こそついていなかったが、輪りん郭かくが全体的に歪ゆがんでしまっている感じ。

「な、なんだったのよ、あの敵は……」

　全身をあざだらけにして力なく横たわっていた凛りんが、額を押さえながらよろよろと立ち上がった。ルヴィアの方も似たようなもので、口を半開きにしたまま地面にへたりこみ、呆然と天を仰あおいでいる。縦ロールのほつれ具合が、彼女の受けたダメージを如によ実じつに物語っていた。

　そんな状態であっても、凛の声が耳に入ったことで、はっと我に返るあたりが、まことに彼女らしくはあった。

　ルヴィアは、傍かたわらに控ひかえていたサファイアをひっつかむと、

「どういうことですの⁉　カレイドの魔ま法ほう少女は無敵なのではなくて⁉」

　リングの部分を両手でがっちりと摑つかみ、ぐいぐいと左右にひっぱった。

「わたしに当たるのはおやめ下さい、ルヴィア様」

　普ふ段だんからお辞じ儀ぎをしてみせたり、身をくねらせたりとフレキシブルに形状を変化させるカレイドステッキだけど、金属とプラスチックからできているように見える外見は、文字通り見せかけだけのものなのかも知れない。

　お餅もちのように引き伸のばされながら、元マスターに抗こう議ぎするサファイア。その口調はいつものように淡たん々たんとしていたけれど、心なしか消しよう沈ちんしているようだ。

「ルビーサミング！」

「メガッ⁉」

　ドスッ、という鈍にぶい音が響く。妹の危機に、びゅうっと風を切って飛んでいったルビーが、柄えの部分を彼女の眼めに突つき入れたのだった。

「レ、レディの眼球に何てことを……！」

　あまりの激痛に、目を押さえてゴロゴロと転がりまわるルヴィア。

「はっ、あれはカレイド流活かつ殺さつ術四十八手のひとつ、ルビーサミング。まさかこんなところで眼にすることになろうとは」

「な、何ィ⁉」

「知っているの、サファイア⁉」

　微び妙みように棒読み気味のサファイアの解説に、つい釣つられて驚おどろきの声をあげてしまうイリヤ。こんな技わざにわざわざ名前がつけられていることが驚きならば、それをサファイアが知っていることも驚きだった。

「サファイアちゃんをいじめる人は許しませんよー！　裏式ルビーサミングを使わなかったのは、せめてもの情けですー」

「解説しましょう。裏式サミングとは、一いつ対ついの上うわ羽ばねを使って両目を同時に潰つぶす禁断の活殺法なのです」

　ルヴィアの折せつ檻かんから解放されたサファイアは、そう言いながら蝶ちようの羽に似たデザインの上羽をぱたぱたと動かしてみせた。何だかんだ言ってこの姉妹、根っこのところでは非常によく似ているのかも知れない。

「それに、魔法少女が無敵だなんて慢まん心しんもいいところです！」

　妹に対する不当な虐ぎやく待たいに、まだ頭に来ているのだろう。

　ルビーは、白い羽をビッと悶もん絶ぜつするルヴィアに向けて、くどくどとお説教する。

　実のところ、魔法少女は無敵だとちょっと思っていたイリヤは、自分が怒おこられているわけではないのに、反射的に首をすくめてしまう。

「もちろん、大たい抵ていの相手なら圧あつ倒とうできるだけの性能があります。だけど、それでも相あい性しようというものがあるんです」

　大おお騒さわぎからちょっと距きよ離りをおき、腕うで組ぐみをしながらなにごとか考えていた凛が、ふっと息をついた。

「まあ、確かにあれは──」

　その脳のう裏りに浮うかぶのは、彼女たちがつい先ほど対たい峙じし、一方的に蹂じゆう躙りんされてしまった敵クラスカードの姿なのだろう。

「相性最悪の相手だったわね……」
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『今夜〇時、橋のふもとの公園まで来るべし』

　いつもの手紙だ。

　ぱっと見た感じでは、脅きよう迫はく状以外の何物にも見えない凛からの呼び出し状に従い、家族に見とがめられないようこっそりと家を抜ぬけ出したイリヤとルビーが公園に到とう着ちやくすると、そこには剣けん吞のんな様子で睨にらみ合っている二人の魔ま術じゆつ師しと、その傍らに無言で立っている転校生──美遊の姿があった。既すでに、転身は終えている。

　冬ふゆ木き市は、イリヤたちの家や学校があって、昔ながらの住宅が立ち並ぶ西側の深み山やま町ちようと、近代的なビルが立ち並ぶ東側の新しん都とに分かれている。

　イリヤたちがいるのは、市の中央を南北に流れる、深山町と新都を隔へだてる境界線、未み遠どお川にかかった冬木大橋──その足元に広がる海かい浜ひん公園の一角だ。

　運動場やカフェテラスのみならず、水族館のような行楽施し設せつまで存在し、日中は市内外から訪おとずれた人々で賑にぎわう場所だったが、平日の午前〇時ともなると人ひと影かげはほとんど消えていた。

　少なくとも、街灯の光に照らし出されているイリヤたち四人を除けば──。




〈もう、あなたは戦わなくていい……。カードの回収は、わたしが全部やる〉

　美遊の姿が眼に入ると同時に、彼女から投げつけられたあの言葉が蘇よみがえる。

　自分も転身してみたものの、イリヤはどのような態度をとればいいのか決めかねたように、ちらちらと目線を投げることしかできなかった。そんなイリヤから、美遊はそっと眼を逸そらす。

　凛とルヴィアはどうかといえば、そんな年少組二人の様子はさっぱり眼中になく、ひたすら互たがいにガンを飛ばしあっていた。

「油断しないようにねイリヤ。敵はもちろんだけど、ルヴィアたちがドサクサ紛まぎれで何してくるかわからないわ。どちらも警けい戒かいするのよ」

「あー……。えっと……」

　そんなこと言われても困るのだけれど、ピリピリとした凛の様子には皆みなまで言わせぬ迫はく力りよくがあった。この二人は確か、魔ま術じゆつ学院の同級生のはずなんだけど、どうしてこんなにギスギスしているのだろう──と、思いはしたものの、今現在のイリヤと美遊の間あいだ柄がらも良好なものとは言えなかったので、お互い様さまかもしれない。

　ルヴィアはルヴィアで、凛を睨みつけたまま、

「美ミ遊ユ、速そつ攻こうですわ。開始と同時に距離を詰つめ、一いち撃げきで仕留めなさい」

「はい」

「あと、可能ならドサクサ紛れで遠トオ坂サカ凛リンを巻き込んで、葬ほうむってさしあげなさい」

「……後半以外は了りよう解かいです」

　こちらも、こんな調子である。

「お二人のケンカに巻き込まないで欲しいものですねー」

「殺人の指示はご遠えん慮りよ下さい」

「さ、いくわよ。三、二、一……」

　閉口気味のカレイドステッキ×二本の抗議をよそに、腕うで時ど計けいを覗のぞき込んでいた凛がカウントダウンを開始した。

　クラスカードは一枚。そして、ここには協力関係にあるとは言えない二組のグループ。ということはつまり、今回は相手よりも先にカードを倒たおす、早いもの勝ちの速攻勝負になるということだ。

　ライダーが宝具を使おうとした時の緊きん張ちよう感かんを思い出し、イリヤはごくりと音を立ててつばを飲み込んだ。悩なやみ事ごとは後にしよう。まずは、目の前の『仕事』をかたづけなくちゃ！

　ルビーとサファイアの星飾かざりがぼうっと光り、それぞれの足元に魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。

「「限げん定てい次じ元げん反はん射しや路ろ形けい成せい！　鏡きよう界かい回かい廊ろう一いち部ぶ反はん転てん！」」

　二本のステッキから発せられる声がぴったりと重なる。魔法陣が強い光を放ち、魔ま力りよくが噴ふき出してくるのが感じられる。

　鏡面界へと行くのは、既に二度目の二人だった。やり方は承知している。

「接界ジヤンプ‼」

　ぴったりと同じタイミングで、イリヤと美遊の声が響く。

　前回と同じように、足元の地面が一八〇度回転したような感覚。

　彼女たちを取り巻く世界が全く別のものへと、テレビのチャンネルを変えたようにすっかり切り替かわる──その刹せつ那な、恐おそろしいほどのプレッシャーが、頭上から感じられた。

「な、何──⁉」

　訓練を積んだ魔術師である凛とルヴィアのみならず、カレイドステッキとつながっているイリヤと美遊ですら、瞬しゆん時じに異常を感知した。

　それほどの脅きよう威いが、空いっぱいに広がっていたのである。

「何あれ……魔法陣……？」

「あんなに沢たく山さん……！」

　二人の魔法少女の口から、呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが漏もれる。

　格こう子し状の光が縦横に走る天てん蓋がいの下、無数の魔法陣が空を覆おおい尽つくしている。

　凛やルヴィア、そしてカレイドステッキが展開するものとは全く意い匠しようの異なる、無数の図形がいびつに組み合わさった魔法陣だ。

　その中心に、そこだけを黒く塗りつぶしたような、闇やみ色いろのローブをマントのように広げた人間が、空中に静止したままイリヤたちを見下ろしていた。

　かげろうのようにゆらめく影かげを通して垣かい間ま見みえるその輪りん郭かくはまるで、闇夜の蝶ちようのようで──。

「あの人ならざる魔力……」

「間違いないですわ、あれはわたしたちと同じ、魔術師……‼」

　古い童話の魔法使いを思わせる大きなローブを羽は織おり、頭巾を目ま深ぶかに被かぶったその姿。

　この空間全体を包み込むような魔力の渦うず。

　そして、空を埋め尽くす魔法陣と、遥はるかな昔に喪うしなわれたはずの飛行魔術。

　その全すべてが、あれが神話、あるいは伝説上の魔術師であることを示していた。

　速攻で距離を詰め、一撃で仕留める。それが、暗あん黙もくの内に採さい択たくされた、魔法少女側の作戦だった。しかし──。

「どうやら向こうの方も、戦せん闘とう準備万ばん端たんだったようですねー」

　緊張感の感じられないルビーの言葉が終わらぬ内に、空中の魔ま法ほう陣じんが一いつ斉せいに禍まが々まがしい光を放ち始め、

「あれ、あれれ、わたしの体に何かいっぱい光が……」

「まさかこれ、レーザーサイト⁉」

　イリヤと美遊の体に向けて、何本もの赤い光線をあててきた。

　レーザーサイトとは、銃じゆうなどに取り付けられて、直進するレーザー光を直接ターゲットに当てることで照準を行う装置のこと。

　今、二人の魔法少女の体にともされた赤い光点は、テレビドラマや映画で見たことのある、レーザーサイトの光そのものだった。

　照準を合わされたということは、当然、次に来るものは──。

　次の瞬しゆん間かん、彼女たちがその場から飛びのく間も与あたえず、全すべての魔法陣から光弾ビームが一斉に放たれる。

「きゃあッ⁉」

「魔ま術じゆつ障しよう壁へき展開！」

　まるで、悪い冗じよう談だんのような光景だ。

　ルビーのとっさの反応が間に合わなければ、凛もイリヤも、この場で消し飛んでしまったことだろう。それだけ、スコールのように降り注ぐ魔術師の攻こう撃げきには、出で鱈たら目めな威い力りよくと勢いがあった。

　周囲の大地が爆散し、もうもうと土つち煙けむりが舞い上がる。

　ルヴィアと美遊の状じよう況きようも似たようなもので、半球の障しよう壁へきに身を隠かくして辛かろうじて耐たえていた。

「障壁の展開規模を最大まで拡大！　離はなれたら死にますよ、凛さん」

　ルビーの言葉には、心なしか切せつ迫ぱくした響ひびきがあった。

　それはそうだろう。爆ばく煙えんこそ物理保護で阻はばまれているものの、障壁内の二人には雨あられと降り注ぐ光の矢が、確かな熱量をもった鈍どん器きのような衝しよう撃げきとして、しっかり伝わってきていたのである。

「じょ、冗談じゃないわよ……！　なんでランクＡの魔術障壁が突とつ破ぱされてるのよ⁉」

「痛い！　そして熱いよ！　なにコレ⁉」

「あらー？　でもまあ、考えてみるとおかしくもなんともないですねー」

　カレイドステッキの魔術障壁は、ランクＡ以下のあらゆる魔ま術じゆつ攻こう撃げきをはねのける。

　ということは、つまり──。

「あちらの攻撃力が、ランクＡを上回っちゃっているってだけですのでー」

「キャスター……英えい霊れいクラスの魔術師。そう、そういうことね」

　今回ばかりは、相性が悪かったという他はかはない。

　相手は、神話や伝説に名前を残すほどの魔術師なのである。

　大地を蹂じゆう躙りんするような攻撃はしばらく続いたあと、前まえ触ぶれもなく停止した。

　ルヴィアたちの方を見ると、

「ホーッホッホ、はからずも遠えん距きよ離り戦争になってしまいましたが、こちらにだってありますわ……美ミ遊ユ！」

　攻撃が主にイリヤたちの方に集中していたということもあるのだろう。

　未いまだ、意い気き軒けん昂こう。闘とう志しは削そがれていないようだ。

　防ぼう御ぎよ態勢をとりながら、反はん撃げきに転じる瞬間に備えていた美遊は、カレイドステッキを前方に構えて魔力を溜ためていく。

「最大出力……砲射シユート！」

　そしてサファイアを力強く振り、滞たい空くう中の敵にめがけて全力の魔ま力りよく砲ほうを射ち込んだ。一発限りの大たい砲ほうではあったが、その攻撃力は魔術師の光弾を遥はるかに上回るものだとわかる。

「ミユさん！」

「すかさず反撃ですか、やりますね」

　しかし、

「なっ、弾はじいた……⁉」

　驚きよう愕がくに満ちた凛の声が響く。

　美遊の放った魔力砲が目前まで迫せまったとき、先ほどとは異なる種類の魔法陣が無数に出現し、空を舞う魔術師の前に壁かべを作った。そして、魔法陣に触さわった瞬間、魔力の奔ほん流りゆうは威力をそのままに四方八方に散らされてしまったのである。

「あれは……魔力指向制せい御ぎよ平面⁉　まさかこれほどの規模で……！」

　それなりの自信があったのだろう、ルヴィアも驚おどろきで眼を見開いていた。

　魔力指向制御平面とは、その名前の通り、魔力の流れる方向を制御する魔法陣の一種である。

　通常は数十センチ程度のサイズなのだが、この魔術師が展開したそれは、数百メートルにも及およぶ範はん囲いをカバーする規模のものだった。

　いかに強力な魔力砲であっても、魔力の塊かたまりである以上、制御平面の前には無力である。

　凛の脳のう裏りに、日本への出発前にロード・エルメロイⅡ世から受けた個別レクチャのことが思い浮うかぶ。




　アーチャーのクラスカードを彼女に渡わたしながら、講師はこんな話をした。

『いつ、どこで、誰だれが造ったのかもわからんと言ったが、こいつをカレイドステッキに反応させたことで、それなりにわかったこともある。ふざけた話だが、このカードは何らかの巨きよ大だいな魔力を媒ばい介かいとして召しよう還かんした英霊を、七つのクラスに振り分けるシステムの一部だ』

『クラス……といいますと？』

『言葉通りの意味で、クラス、すなわち職業クラスのことだ。ＲＰＧでよくあるだろう、戦士や僧そう侶りよ、盗とう賊ぞく、そして──魔ま術じゆつ師しと、プレイヤーキャラクターの役割と能力を分担させる』

『申し訳ありません、わたし、ゲームにはあまり縁えんがなくて』

　凛の返事を聞いて、つくづく失望したというような顔になるⅡ世。頭を振りながら、

『そうだったな……全く、日本に生まれたという地の利を活いかせられないとは、嘆なげかわしい若者だ。機会があったら〈アドヴァンスト・ファンタスマゴリア〉のワールドガイダンスくらい読んでおけ。ああいうものはああいうもので、魔術に役に立たないわけでもない』

『はあ……』

　何だか、釈しやく然ぜんとしない。

『クラスカードの話だったな。とにかく、我が協会の執しつ行こう者しやが持ち帰った、弓兵アーチヤーと槍兵ランサーのカードにされていた魔力属性から、このクラスカードは全部で七枚存在すると考えるのが合理的だという結論に達した。その種類について、演えん繹えき的に推測することも可能だが、ヘタな先入観を抱いだかせても仕方がないので、現地に赴おもむき、自分たちの眼で一枚ずつ確認するといい。まあ、定番通りの組み合わせなのだろうがな』

　何が定番なのだろうと内心疑問に思った凛だったが、ヘタに質問して、やれやれ、失望したぞと言わんばかりにため息をつかれるのもムカつくので、彼の言葉を待つことにした。

『もし、このクラスカードというやつの戦力が均等になるよう調整されているのだとすれば……まあ、どの英霊を引き当てるかにもよりけりだろうが、我々にとってある意味で最大の脅きよう威いになるのは魔術師に対応するカードだろう。これは推測に過ぎないが、英霊の座に名前を連ねるだけの魔術師ともなれば、陣じん地ちを構築して待ち構えるタイプになる』

『陣地、ですか』

『工こう房ぼう、あるいは神しん殿でんと言い換かえてもいい。魔術師は、剣士は言うに及ばず、弓兵や槍兵といった他のクラスに比べて物理的攻撃力と防御力が劣おとる部分を魔術でカバーする。想定されるランクはＡ＋。そして、自分にとって都合の良い場所──人間が集まるところや、地脈の上といったところだ──に、我々にとっての工房にあたる陣地を作り、魔力を貯蔵する。言ってみればマップ兵器だな。同じフィールドに存在しているだけで危険な手合いだ』

　内容があまりにも漠ばく然ぜんとしていたのと、いちいちゲームに喩たとえてくるロード・エルメロイⅡ世の説明がピンとこなかったこともあり、まあ現地に行ってみればわかることだからと話半分に聞き流してしまっていた。

　今、彼女の眼前にキャスターのクラスカードが顕けん現げんしている。

　鏡きよう面めん界かいのこの空間は、いわば彼女があらかじめ罠わなを張り巡めぐらせていた陣地なのである。

　何者かが入り込んできたら即そく座ざに攻撃を加え、相手からの攻撃は方向を逸そらせてしまうように、あらかじめ大量の魔法陣を設置する──彼女たちはいわば、虎こ口こうに飛び込んでしまったというわけだ。

　そして、最初の一いつ斉せい攻こう撃げきで敵を仕留められなかった場合──。

　フードに隠されていて表情が窺うかがい知れないキャスターの口から、人間の言葉をなしていない騒音ノイズめいた呪じゆ文もんが流れ出し、

「えっ、たっ、竜たつ巻まき……？」

「まずっ……閉じ込められた！」

　イリヤたち四人の立っているあたりを中心に、暴風が螺ら旋せんを描えがいて吹ふき荒あれ始めた。

　土つち埃ぼこりが巻き上げられる。突とつ風ぷうに蹂じゆう躙りんされた木々が悲鳴をあげる。

「あ。イリヤさん、上見てください、上」

　歯は嚙がみする凛りんをよそに、慌あわてたようなルビーの声が響く。

「「う……えぇぇぇー…」」

　暴風に気をとられて眼を離していた数瞬の間で、キャスターの前後に巨大な二重の魔ま法ほう陣じんが展開されていた。その背後には、おそらくこの突風を起こしているのだろう、曼まん荼だ羅らを思わせる複雑な図形を内包した魔法陣。そして前方には、イリヤはもちろん、凛やルヴィアも見たことがない類たぐいの、文字ともシンボルともつかない奇き怪かいな図形を囲む異い形ぎようの魔法陣。

　積層構造の超ちよう巨きよ大だい・大口径魔法陣である。

　目を凝こらすまでもなく、鏡面界に満ちた魔ま力りよくが渦うずをなして集まっていくのがわかる。そこから放たれるのはおそらく、この閉へい鎖さ空間全てを灼やき尽つくすに足る──。

「こっ、これは、もしかしなくてもＤｉｅピンチ？」

「これは、完全に詰つみですねー」

「悠ゆう長ちように話してる場合かーっ！」

「ててて撤てつ退たいですわ撤退ーッ！」

　どこかに身を隠そうにも、周囲は暴風の厚い壁が取り囲んでいる。

　こうなるともう、対策とかそういうレベルの話ではなかった。

　一刻も早く撤退しなければ、確実に皆の命の危険が危ない。

「「反はん射しや路ろ形けい成せい！」」

　カレイドステッキ×２が、詠えい唱しようを開始する。そうしている間にも、頭上の魔法陣がいよいよ不ふ吉きつに輝かがやいて、彼女たちの死へのカウントダウンが進行していた。

「「早く早く早く！」」

「鏡きよう界かい回かい廊ろう一いち部ぶ反はん転てん！」

「「早く──ッ！」」

　凛とルヴィアが絶ぜつ叫きようしたのと、魔力充じゆう塡てんを完かん了りようした大口径魔法陣が眩まばゆいばかりの光を放ち、極大の魔力砲が発射されたのは、殆ほとんど同時だった。

　そして──。




　　　　＊




「いやー、それにしてもよくまあ全員無事に逃にげて来られたものですねえ。正直、一人や二人殉じゆん職しよくしちゃうんじゃないかと思ってましたよー」

　──冒ぼう頭とうのシーンというわけである。

「無事、じゃありませんわ。まったく……」

　薄うす汚よごれてしまった顔をハンカチで拭ふきながら、ルヴィアが愚ぐ痴ちをこぼした。

「まったく。あんなの反則ですわよ！」

「もう魔術の域を超こえてましたね。そりゃ障しよう壁へきで相そう殺さいしきれないわけです」

「痛かった……痛かったよ……」

　複数の乱暴者たちに取り囲まれて、鈍器で容よう赦しやなく殴なぐりつけられたようなものだった。

　カレイドステッキの治ち癒ゆ能力で、痛みとあざはすっかり消えていたけれど、痛みの記き憶おくはそう簡単に消え去ってくれるものではない。

　サファイアの星飾かざりがぼうっと輝き、キャスターが出現させた魔法陣が空中に映写される。

「あれは、現存するどの系統にも属さない呪文と魔法陣でした。おそらく、失われた神話の時代の魔術なのだと思われます」

「そうね。対たい抗こう手段も当然ながら失しつ伝でんしてしまっているでしょうね……それに、あの魔力反射平面も問題だわ。あれがある限りこっちの攻こう撃げきが届かない」

　キャスターとの戦いを思い起こしているのだろう。顎あごのところに手をやりながら、冷静に分ぶん析せきする凛。

「攻こう撃げき陣じんも反射平面も座標固定型のようですので、魔法陣の上まで飛んでいければ攻撃を加えることも可能かと思いますが……」

「簡単に言ってくれるわね」

「あくまでも、可能性の話です」

　淡たん々たんとした口調を崩くずさないサファイア。

　まあ、ステッキの内心を推おし量はかろうとしたところで詮せん無ないことだ。フウ、と凛はため息をついた。

　空を飛ぶ。確かにその手段が使えるならば有効だろう。

　彼女たちは今、その手段を有している。だが、簡単に実行に移せるかというと、それはまた別の話だ。

　日本にやってくる前、カレイドステッキを使った飛行術を使いこなすために、凛もルヴィアもそれなりの時間を訓練のために割さいていた。

「とは言ってもねぇ。練習もなしにいきなり飛ぶなんて──」

「……あ、そっか。飛んじゃえばよかったんだね」

　イリヤの声が聞こえた。

　凛の、後ろから。

　しかも、やや高い位置から。

「？」

　声の不自然な方向が気になり、振り返る凛。その彼女の眼前には、

　浮いていた──いや、飛んでいた。

　妖よう精せいめいたコスチュームに身を包んだイリヤが、妖精のようにフワフワと。

　至し極ごく、あっさりと。当たり前のような顔で。

「え……っ？　ちょっとイリヤ！　なんでいきなり飛べてるのよ⁉」

「強固なイメージがないと浮くことすら難しいのに。いったいどうして……」

　信じがたいものを見たような顔になって、凛とルヴィアが激しい勢いでツッコミまくる。

「えっ？　えっ？」

「すごいですよイリヤさん！　高度な飛行をこんなにサラッと！」

　もし、ルビーに顔というものがあったなら、さぞかし目を丸くしていたことだろう。

「そ、そんなにすごいことなのコレ？」

　きょとんとした表情の、イリヤ。

　今ひとつ、ピンとこない。どうしてだろう、こんなに簡単なのに。

　その様子を見て取った凛は、身み震ぶるいと共に戦せん慄りつした。

　簡単ですって？　とんでもない。実際、信じがたい光景だった。

　空中飛行を可能とする魔術が、存在しないというわけではない。

　魔ま術じゆつ師しには、基き盤ばんというものがある。それは、魔術という神秘の業わざを可能とする力の根源であり、人の意思、集合無意識といったものを介かいして、世界に法則として刻み付けられた無形のシステムだ。

　人は、幽ゆう霊れいを信じているが故ゆえに、幽霊を見る。

　魔術を信じているが故に、魔術は効力を発揮する。

　そうした魔ま術じゆつ基き盤ばんのひとつ、黒くろ魔ま術じゆつには「箒ほうきを使って空を飛ぶ」という神秘設定が存在し、それは全世界において有効だ。女性に限られた話ではあるが、黒魔術を基盤とする術者が箒にまたがると、「地に足がつかなくなる」「大地から追放される」という魔術特性が発はつ露ろしやすい──つまるところ、箒にまたがるだけでふわふわと浮うくことができるのだ。

　後は、魔力を燃料として推進するだけということになるが、黒魔術を修おさめていない凛とルヴィアの場合、この方法で浮き上がることがまずできない。基盤が異なるからだ。

　肉体の軽量化と重力調整を併へい用ようした上での、使い魔まなどの助力による「跳ちよう躍やく」を繰くり返すことで、あたかも飛んでいるかのように移動することはできるが、飛行には程ほど遠い。

　そんな彼女たちであっても、ある種の魔術礼装を使うことによって、空を飛ぶことができる。魔術礼装──たとえば、使用者の空想を具現化するような。

　ただし、カレイドステッキによる空中飛行は、箒の場合とは異なり、「空を飛ぶ」でも「宙に浮く」でもない、全く別の理屈──否いな。理屈を超えた原理によって実現するものだ。

　それが、「魔法」の「魔法」たる所以ゆえんなのである。

　ひとつだけ、凛たちにもわかることはある。それを可能にするのは、意思の力。「空を飛んでいる」自分の姿を克こく明めいに思い描く、岩のように強固なイメージだ。

『飛ぶ』能力を本来持っていない人間にとって、それは生なま易やさしいことではない。

　魔術師として訓練を積んだ凛とルヴィアにして、転身状態で自由に飛行できるようになるまで、丸一日がかりの特訓が必要だった。互たがいに、凛／ルヴィアに負けてなるものかという強きよう烈れつな対抗心に後押しされてのことで、それがなければもう少し時間がかかってしまったかも知れないのだ。

「いったい、どうやって……」

「どうやってって、言われても」

　冷や汗を流しながらの凛の問いに、イリヤは困こん惑わくした様子でこう答えたのだった。

「魔法少女って──飛ぶものでしょ？」

　即答。

　断言であった。

　予想だにしなかった単純明快極きわまる回答に、凛とルヴィアは衝しよう撃げきを受ける。

「なっ……なんて──」

「なんて頼たのもしい思い込み……ッ！　子供スゲー！」

　常識に縛しばられない、子供ならではの柔じゆう軟なん性！

　ならば、イリヤと同年代の美遊もきっと──。

「美ミ遊ユ、こちらも負けてられませんわよ！　貴女あなたも今すぐ飛んでみせなさい！　さあ！」

「………………」

「ん？　どうしたのです、美ミ遊ユ？　貴女も大空に羽ばたくのです！　子供らしく！　そう、子供というのはすべからく、夢という名の翼つばさを持っているものなのですから！」

　ルヴィアは『すべからく』の用法を微び妙みように間ま違ちがえつつも、ちょっとイイコト言ったとしたり顔。

「遠トオ坂サカ凛リンのところのイリヤスフィールが『フワフワ』でしたら、うちのミユなら即そくマッハでしてよ！　さあ、おやり！　才能の差を見せつけてやるのです！」

　だが……。

「…………………………ルヴィアさん──」

　先ほどから妙みように反応の薄うすかった美遊は、関節部にガタのきた人形のようなぎこちない動作で、ゆっくりと顔を上げる。

　その顔は心なしかどんよりしていて、額には脂あぶら汗あせが浮かんでいた。

「ルヴィアさん──。人間は…………飛べません」

　二度目の衝撃がルヴィアを襲おそった。

　ゴーン、と効果音が脳内に響ひびく。

「なっ……なんて夢のない子……ッ！」

　なんという子供らしくなさ。しかも、美遊は──。

「飛べないんです、人間は……」

「二度言った！　倒とう置ち法で！」

　言い回しまで子供らしくない⁉

　まさかのダメ出しに、頭の中が真っ白のルヴィア。その背後で、すうっと空気の抜けるような音がした。確かく認にんするまでもない。なんの音なのかルヴィアには分かる。

　にっくき遠坂凛が、鼻で笑った音だった！

「お、おのれ遠トオ坂サカ凛リン～……」

　悪役のリアクションだ。

　自分もすぐには飛ぶことができなかったという歴史的事実を棚たなの上に高く放り投げて、ルヴィアはずずいっと美遊に向かって体を乗り出し、その細い肩かたを力強くひっつかむ。

「そ、そんな考えだから飛べないのですわ！　私ワタクシと一いつ緒しよに来なさい！　明日までに飛べるよう、特訓してさしあげましてよ！」

「あぅぅ……」

　美遊は『そんなこと言われても』といった表情で硬こう直ちよくしている。いつも物静かで、大人びたように見えていた彼女だったが、そのぎこちない様子は年ねん齢れい相応の幼い少女のように見えた。

「さあ、おいでなさいな！」

「あぅぅぅぅぅぅ～……」

　美遊をずるずると引きずりながらルヴィアは物もの凄すごい勢いで立ち去っていく。深夜の海浜公園には凛とイリヤ、そしてルビーの姿だけが残されていた。

「やれやれ……」

　凛は頭を搔かきつつ、イリヤに言った。

「あんたが飛べてくれるおかげで、戦略の幅はばは広がりそうで助かるわ。わたしの方でも色々と戦略を練ってみるから、今日はとりあえずお開きね」

「うん……」

　転身を解き、夜空を見上げるイリヤ。

　あの空を、巨きよ大だいな魔法陣が埋うめ尽つくしたあの絶望的な光景を目まの当たりにしてから、まだそんなに時間が経たっていない。

　あれに、再び向き合わなければならないのだ。早ければそう、明日の夜にも。

「勝てるのかなアレに……」

　もちろん、それを聞いた凛は「勝つのよ！　なんとしても！」と檄げきを飛ばしてくるのだけれど、とりあえず──今はすごく、疲つかれた。

　ベッドの中にもぐりこみたい。そんな思いで、いっぱいだ。
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　翌日。

　以前も特訓で使った雑木林。

「よーし……限定展開インクルードっ！」

　イリヤの手にしたクラスカードが眩まばゆいばかりの輝かがやきを放つ。

　カレイドステッキが一いつ瞬しゆん、魔ま力りよくの渦うずに巻き込まれたかと思うと、次の瞬間には──。

「わわっ、ホントに出た！」

　杖つえの姿はかき消えて、代わりに出現したのは、堅けん固ごな作りの一本の弓だった。

　ルビーの言うところの歴史的大敗の翌日、イリヤの姿は穂ほ群むら原ばら学がく園えんの裏に鬱うつ蒼そうと広がっている、林の奥にあった。キャスターとの再戦に備え、特訓をするためである。

　凛から指示されていたこともあったのだが、「その前に、ちょっとだけ……」と、イリヤがルビーにお願いしたことがあった。

　それが、これ。初めて会った時、美遊がランサーのクラスカードを槍やりに変化させたことを思い出したイリヤが、アーチャーの弓を触さわってみたいと言い出したのである。

　その弓きゆう身しんは、イリヤの背せ丈たけよりも遥はるかに大きく、長い。

　親切にもちゃんとしたハンドルがついていて、実に持ち易やすい。非力なイリヤでも軽々と持ち上げられるのは、カレイドステッキの力なのだろう。

「ふんふん。洋弓にしてはちょっと大きすぎるけれど、和わ弓きゆうともちょっと違ちがう感じだね」

「お詳くわしいんですね、イリヤさん」

　おや、という感じのルビーの反応。ああ、そういば、彼女（？）は知らないのかも。

「うちの士し郎ろうお兄ちゃん、学校では弓道部員なんだ。すごいんだよ、去年はおっきな大会に出たこともあるんだ！」

　自じ慢まんの兄についての話なので、イリヤは誇ほこらしそうにまくしたてる。

「へええ、それはホントに意外ですねー」

　ルビーの記き憶おくにあるのは、イリヤの家でいつも家事に精を出している、面めん倒どう見みの良い士郎の姿だ。快活な少年ではあるけれど、どこか老成した──縁えん側がわで猫ねこを抱だきながら、お茶をすすっている姿が似合いそうなところがある彼の普ふ段だんの様子から、体育会系のイメージと結びつけるのはなかなか難しい。

　まあでも、日本のキュウドーは、ケンドーやカラテなどの武術よりも、お茶やお花に近いのかも知れない。

「なるほど、そう考えれば納なつ得とくです」

　何やら独りごちているルビーの声が耳に入らないように、イリヤはその弓をいじりまわす。

　何年か前、弓を始めたばかりの頃ころに兄に和弓を触らせてもらった時のことが思い出された。

「スゴいなあ。何だかもう、これがあれば勝てちゃうんじゃない？　って感じ」

　この弓が、昔話や伝説に出てくるような英えい雄ゆうの使っていた弓だから、ということではなく。

　イリヤの脳のう裏りには、姿勢を正した兄が、弓をひく姿が映し出されていたのだった。

「ええと、こうやって……あれ」

　みようみまねで弓を構え、弦つるを引っ張ってみるのだが、何だか物足りない。

　じーっと手元の弓を見つめるイリヤ。そして、その何かにようやく思い当たった。

「ねえ、ルビー……矢は？」

「ありませんよ」

「へ……っ？」

「だから、ありません。弓だけです」

「えええっ、どうして⁉　魔法の光がこう、ぱあっと現れて、それを矢の代わりに射ち出すとか、そういう設定ってわけでもなくて⁉」

「昔のアニメにそんなのがありましたねー」

　弓の姿のままで、あははーと笑うルビー。

「でも、残念ながらホントに弓だけなんですよ、これがまた。凛さんがこの弓を使った時は確か、手近にあった黒こつ鍵けんを矢の代わりにして使ってましたねー。あ、黒鍵っていうのはですね、魔ま術じゆつ師しが使う投とう擲てき剣けんのことですよ」

「剣けんなのに、鍵かぎなの……？」

「細けぇことはいいんです」

「なに、その手つき？」

　手というか、飾かざりの羽だが。

　それはさておき、試ためし射ちしてみる気満々だったイリヤの落らく胆たんは相当なものだった。

「あうー。こんなことだったらお兄ちゃんの部屋から何本か矢を借りてくればよかった……ううん、やっぱりダメだ。後で絶対に怒おこられちゃう……」

「ところで、そろそろ……」

　その言葉が終わる前に、再び弓が魔力の渦に包まれたかと思うと、イリヤの手の中で元のステッキに戻もどってしまう。

「あ……戻った……」

「……時間切れみたいです。まあ、魔力指向制せい御ぎよ平面を突とつ破ぱするためにアーチャーの弓を使うというイリヤさんのアイディアは結構イケてるかも知れませんけれど、流石さすがに練習してどうなるものでもないので……」

「はぁ……地道に魔術弾で攻撃するしかないね……」

　がっくりとうなだれるイリヤ。

「ではまず、飛行をマスターしましょうか。今回は完全に空中戦となりそうですし」

「素す早ばやく動けるようにしとけ、ってリンさんにも言われてるしね」

「それもありますが、魔力の効率運用も大事ですので。飛行は大量に魔力を消費します」

　第二魔法の応用により、並行世界への干かん渉しようを限定的に行使することで、マスターに対して無制限に魔力を供給することができるカレイドステッキ。

　しかし、それを使うのが人間である以上、出力可能な量の限界値は個々人の資質に左右されてしまう。無限の水があっても、蛇じや口ぐちの大きさや性能で水流の量は決まってしまう。

　魔術師としての血筋のみならず、訓練を積んできた凛やルヴィアが消防車なのだとすれば、イリヤは庭の水まきに使うホースのようなものだった。

　魔力をどのように配分するかについても考こう慮りよが必要だ。

　例えば、一度に使える魔力量が一〇〇だったとする。飛行に二〇の魔力を割さくだけで、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを残りの八〇で賄まかなわなければいけないのだ。

　カレイドステッキによる飛行は、魔力という燃料の消費によって実現するジェット機のようなもので、魔力をつっこめばつっこむだけ無む茶ちやな速度や機動が可能になる。ただし、無む駄だに魔力を使って防御はおろか、攻撃すらできなくなるというのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「そういうわけで、より少ない魔力で飛びつつ、自在に攻撃できるようになりましょう」

「ん。了りよう解かい」

　簡単に言ってくれるなあとは思ったけれど、ルビーの言っていることは正論だ。

　それに──ふわっと、浮うかび上がりながらイリヤは思った。

　飛ぶことは好きだ。とても気持ちがいい。

　魔法少女になって、初めて「良かった！」と心の底から思えたことかも知れない。

「頑がん張ばりましょう。美遊さんも今ごろ特訓してるはずですよ」

「ミユさんか……」

　結局、美遊とは微び妙みような感じのままだった。

　イリヤが顔を上げると、高くて青い空が瞳ひとみに映りこむ。

　この広い空の下のどこかに、美遊とルヴィアの姿があるのだろう。

「いったい、どんな特訓してるんだろうね」

「さあー」
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　一方、そのころの美遊だが……。

「まあ！　美ミ遊ユ、やればできるではありませんか！　貴女あなた、飛んでいますわよ⁉」

「ルヴィアさん……」

　美遊の身体からだは、ルヴィアの頭上遥か高くに浮かんでいた。

　ただし──美遊の表情は、気持ちよさそうに空を飛んでいたイリヤのそれとは全く異なる。

　微妙に据すわった感じの、いわゆる『ジト目』。それ以外の何物でもない。

　その体も、心なしかだらーんとした状態で、ゆらゆらと前後に揺ゆれていた。

「…………」

「さあ、お飛びなさい！　鳥のように、自由に羽ばたくのです！　ヒラヒラと！　フワフワと！　最終目標としてはギュイーン、シュバーッと！」

　ちなみに、現在の擬ぎ音おんは、こう。

　──がこん。

　──うぃーん。

　──ガガガガガ。

　いずれも建設重機の機械音。

　より具体的に述べるのならば、大型クレーン車の音だった。

　美遊は、だらーんとした姿のまま、真横へと不自然な感じに移動していき、そのままガックンと停止する。

「まあ、これほどまでに自由自在に……！」

　感動に堪たえかねたように、目め頭がしらを押さえるルヴィア。

　ややあって、彼女はぐぐっと顔を上げながら、

「ああ……もはや、私ワタクシに教えられることは何もありません。さあ美ミ遊ユ、どこまでも飛んでおゆきなさい！　この空はもう──貴女のものです！」

　両手を広げ、オペラ歌手のような抑よく揚ようをつけて叫さけんだ。

　そんな彼女の様子を上方から見下ろしていた美遊は、ジト目のまま冷静に言い放つ。

「いいえ。飛んでません。クレーンで吊つられているだけです。そろそろ首の後ろが痛くなってきたので、おろして下さい」

[image: ]

　キラキラと噓うそ臭くさい涙なみだすら浮かべながら美遊を見ていたルヴィアは、視線を横に逃にがしてチッと舌打ちすると、右手の目薬をポケットに突つっ込んだ。

　彼女がぱちりと指を鳴らすと、ういーんと音を立てながらウィンチが回転し、首の後ろをクレーンに引っ掛かけられていた美遊の体が、ゆっくりと地面に下ろされる。

「運転手さん、あちらで日当をもらってお帰りなさいな」

「アイヨー」

「ふう……強ごう引いんに空を飛んだ気にさせる作戦も失敗でしたわね。私ワタクシによるわかりやすい空の飛び方講座ではダメ。催さい眠みん術もダメ。風船おじさん作戦も失敗に終わり、これならばと思ったのだけど……」

「なにをどのように言われようと、わたしの意見は変わりません。リンゴは木から落ちますし、人間は空を飛べません。今のはクレーンの張ちよう力りよくが重力と釣つり合っていただけであって、空を飛ぶのとはまったく別の事象です」

　ルヴィアもルヴィアではあるのだろうが、美遊の頑がん固こさも相当なものだ。

「やれやれ。頭が固いですわね。仕方ない……」

　はぁ、とため息いきをついたルヴィアは、決然とした面おも持もちで眼をカッと見開いた。

「こうなれば、多少の荒あら療りよう治じはやむをえなくてよ！　このルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト、もう容よう赦しやしませんわ！」

　果たして今まで、いつ容赦などしていたのだろうか──という疑問はさておいて。

　ルヴィアは昨日と同じように美遊の襟えり首くびを摑つかんで引きずっていく。

　言いたいことは他ほかにも色々とあったが、もはや気力が底をついていた。

　どうにでもしやがれという表情のまま、美遊はずるずる引きずられる。

　あの魔術師の打だ倒とうという一点において、二人の利害は一いつ致ちしていた。今の美遊にとって、ルヴィアに従う以外の他の選せん択たく肢しはなかったのである。

　それは、極きわめて残念なことではあったのだが……。
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　それから約一時間後。




　──ずどーん




　という轟ごう音おんと共に、イリヤのいた雑木林にクレーターが出来上がる。
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「は、はは……。なんというか、『大変だったね』としか言いようがないけど……」

　苦笑いを浮かべるイリヤの眼前には、小さなクレーターができていた。

「でも、なんでこんなことに？」

「リンゴは木から落ちる……。つまりは、そういうこと……」

　ようやくそれだけ口にし、よろよろとサファイアを杖つえがわりに立ち上がった美遊は──目が死んでいた。

　死んだ魚のように死んだ目はどんよりと濁にごり、すっかりハイライトも失うせていた。

「えー、なにが起きたのかといいますとですね、林の中で飛行訓練をしていたわたしたちの頭上から、物もの凄すごい悲鳴と共に美遊さんとサファイアちゃんが落ちてきたんですよー」

「流石さすがは姉さん、簡潔な状じよう況きよう説明です」

　事の次し第だいは単純だ。

　エーデルフェルト家の自家用ヘリコプターに無理やり美遊を引っ張り込んだルヴィアが、「獅し子しは千せん尋じんの谷に我が子を突き落とすと言いますわ……見事這はい上がってみせなさい美ミ遊ユ……！」とか何とか言いながら、高空からパラシュートなしで彼女を突き落としたのである。

「もちろんわたしは反対したのですが、人の話を聞かないことにかけては魔ま術じゆつ協会の若手でも一、二を争うルヴィア様が相手では、のれんに腕うで押し、馬の耳に念仏という感じなのでした。全魔ま力りよくを物理保護に変へん換かんしましたので、お怪け我がはなかったとは思いますが……美遊様、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「あははー、一、二を争っている相手はこちらの元マスターですものねー」

「ありがとう、サファイア……何でかわかんないけど、生きてるよ、わたし……」

「あー……」

　何が起きたのかは、だいたい分かった。分かったけれど。

　流石さすがに呆あきれ果てた顔になって、空を見上げるイリヤ。

　本気で『自力でどうにかする』と思っていたのだろうか。かなり高いところを飛行していたらしいヘリコプターの姿は、影かげも形も見えなくなっていた。

　いろいろと雑で無む謀ぼうな特訓だ。とりあえず、自分がとっつかまった相手がルヴィアではなく凛だったことについて、感謝の念が浮かんでしまう。

「わたし、組んでるのがリンさんでよかったかも……」

「いえいえ、凛さんだって似たようなものですよー。たまたまイリヤさんが飛べたから特訓がなかっただけで」

　それもそうか、とイリヤの口からは乾かわいた笑いが勝手に漏もれる。

「はは……。それよりミユさんホントに大丈夫？」

　イリヤはフワフワと浮かんだまま、美遊へと近寄った。

　すると美遊は、死んだ目のまま──じいっ、と宙に浮かぶイリヤの姿を見つめる。

「あ……飛んでいる……」

「ええ美遊様、ごく自然に飛んでらっしゃいます。ここは、やはりお願いしてみるしかないのでは？　ちょうど口うるさいルヴィア様もいないのですし」

「うん……。どうやら、それしかない……」

「な、なに？　ミユさん、なんでこっちをじーっと見てるの？」

　相手が同い年の女子とはいえ、こんなに凝ぎよう視しされては、さすがのイリヤも恥はずかしい。

　そんな照れるイリヤに、美遊は言った。

　小さく、一歩を踏ふみ出して。

「あ、あの……昨日の今日で、言えたことじゃない、けど……その……」

「？　なあに？」

「空が飛べなくちゃ、戦えない……でもわたしは飛べなくて、貴女あなたは飛べる……。だから、その──わたしに飛び方を……」

「美遊様、ファイトです！」

　口籠ごもる美遊を応おう援えんするサファイア。だが、まだ美遊はもじもじとしたままだった。

　彼女は、なにを言おうとしているのか──。

　イリヤは、それを察して微笑ほほえみかける。

「ミユさん、よかったら一いつ緒しよに、練習しない？」

　美遊は照れながら、ほんの小さく小さく頷うなずいた。

「…………うん」

[image: ]

　サファイアとルビーは、くすくす声を殺して笑っていた。




　　　　＊




　こうして、イリヤと美遊の練習が始まった。

「じゃあ、やるよミユさん。まずは……エイッて感じで！」

「え、えいっ……？」

　漠ばく然ぜんとした指示だ。

　だが、えいっ、の掛かけ声でイリヤは飛び上がってフワフワ宙に浮うく。

　一方、美遊は……。

「え……えいっ！　えいっ！」

　ぴょこん、ぴょこん、と跳とび上がるのを繰くり返すが、そのまますぐに着地してしまう。ただのジャンプだ。カエルっぽい。

「「…………」」

　イリヤと美遊の間に、時間が止まったような沈ちん黙もくが流れる──。

「あれ？　ごめんミユさん、違ちがったかな？　その、だから……ふわーり、みたいな感じ？」

「ふ、ふわーりっ……？」

　掛け声と共に、ふわーりと浮かび上がるイリヤ。

　だが、やはり──美遊はぴょこんぺたりと即そく着地する。

「「……………………」」

　また沈黙。

「じゃあミユさん、今度は、ええと…………ど、どーん？」

　どーん、と勢いよく飛び上がるイリヤ。だが、その一方、

「どーん……？」

　ぴょこん。ぺたり。

　美遊は、一向に進展が無いままだった。

「あ、あはは……別の方法考えようか？」




　　　　＊




　そして、別の方法──。

　クレーターつき雑木林に、イリヤの素すっ頓とん狂きような声が響ひびく。

「せぇの……とおりゃああああああああっ！」

　今のは、重いものを持ち上げる声。

　両手で美遊を持ち上げリフトする声だった。

　転身後のイリヤは、腕力を含むその身体能力が増幅される。『とりゃあ』と気合を入れれば、同体格の魔法少女を頭上高く持ち上げることすら造作もない。

「あの……イリヤスフィール……？」

「さあミユさんっ！　手をビシッと伸ばしてスー○ーマン的なポーズをして！　アメリカの国民的ヒーロー的なアレのポーズを！　そして頭の中でイメージするの！　今のミユさんは鳥よりも高く、弾丸よりも速く飛んでるんだよっ！　レッツ・イメージ！」

「……ルヴィアさんのクレーンと発想が変わらない」

　むしろ、重機を使わない分、ちゃちくなっていた。

「じゃあ、このままそのへんを歩くよ。空を飛んでるイメージを続けて。はい、びゅーん」

「びゅ……びゅーん……」

　イリヤは美遊をリフトしたまま、そのあたりを歩き回るが……、

「う、わ、わっ……ふにゃーっ⁉」

　やがてバランスを崩して転んでしまい、リフトされてた美遊に押し潰された。

「ふにゃあ～、ダメだぁ……」

「……ごめんなさい、イリヤスフィール。こうなったら──」

「ふに？」

　イリヤがおし潰されたまま顔を上げると、美遊はやや離はなれた場所の崖がけを見つめていた。

「あそこから……。もう一度、高い場所から飛び降りれば……」

「わー、待った待った！　ダメだよミユさん、ちょっと待って、早まらないでー⁉」

「……大丈夫。ヘリコプターより低い。それに、墜おちても物理保護がある」

「そういう問題じゃないよ！　とにかくダメ！　飛び降りダメ！」

　イリヤは、とっさに美遊を羽は交がい締じめにして止める。

「ナイス判断です、イリヤさん。小学生がリアルな高さの崖から自ら飛び降りるなんて、絵え面づら的に最悪ですよー」

　無論、イリヤはそんな理由で止めたわけではなかったが。

「でも……だったら、どうすれば……」

「ミユさん……」

　落ち込む美遊。

　そんな彼女を見ながらイリヤは──、

（ふうん……）

　と、感じた。

（ミユさんのこういうところって初めて見た……。なんでもできる人だと思ってたけど──やっぱり、同い年の子なんだな。なんか親しみが湧わいてきたかも）

　──と、そこまで考えてハッとなる。

（やだ、わたしなに考えてるんだろ⁉　まるで失敗してるの見て喜んでるみたいじゃない！　それに……今はそんなこと考えてる場合じゃない！　せっかくミユさんがわたしを頼たよってくれてるのに、こんなんじゃダメダメだよ！）

　イリヤは、ぶるぶると頭を振ふりながら立ち上がり、ぺこりと小さく頭を下げた。

「ゴメンね、ミユさん。わたし、あんまり教え方上手うまくなくって」

　美遊は俯うつむいたまま返事をする。

「ううん……。イリヤスフィールのせいじゃない……」

　気のせいかイリヤの目には、美遊がやや照れているようにも見えた。

　だが、そこで魔ま法ほうの杖つえマジカルサファイアが、急に話に割って入る。

「はい、そうなのです。実際、イリヤ様の教え方ではなく、やはり美遊様の飛行イメージに根本的な問題があるように思います」

　こっちの青い杖は、もの言いがイリヤのルビーよりも冷静だ。

「そこでお伺うかがいしたいのですが、イリヤ様──」

「へっ、わたし？　なあに？」

「はい。昨晩、イリヤ様は『魔法少女は飛ぶもの』とおっしゃいました。それは、なぜなのですか？　なにかイメージの元となったものがあるのでは？」

「イメージの元？　あー……」

　思い当たる節はある。

　イリヤは、恥ずかしそうに視線を落とし、美遊とその杖に言った。

「それなら、ちょっとウチに来てよ。見せるから」




　　　　５





イオリ（使い魔ま）「今だ、ムサシちゃん！」

ムサシ「うんっ！　雲の中に逃にげても無む駄だだよ、この空で散りなさい！」



　空を飛び、敵を追うマジカル☆ブシドームサシと、マスコットのイオリ。

　イリヤの家のリビングにて、美遊は呆ぼう然ぜんとした顔のまま、テレビ画面を見つめていた。

「イリヤスフィール……これは？」

「魔法少女マジカル☆ブシドームサシ、第伍話『空の華はな』の巻」

　イリヤは恥ずかしそうに頰ほおを搔かきつつ説明する。

「昔のテレビアニメで、その……これがわたしの魔法少女イメージの大おお本もと──の、一つかな。恥ずかしながら。あっ、でも、これだけじゃないんだよ。ほかにもいろいろあるんだから。ほら」

　イリヤの目の前のテーブルには、他ほかの魔法少女モノのＤＶＤがズラ～っと積まれていた。いずれもリズとイリヤのコレクションだ。

　美遊は、おののいたような顔でテレビ画面を凝視する。

「これは……航空力りき学がくはおろか、重力も慣性も作用反作用も無視した出で鱈たら目めな動き……」

「いやー。そこはアニメなんで堅く考えずに見てほしいんだけど……」

「なるほど……。このアニメを全部見れば美遊様も飛べるようになるのでしょうか？」

「えっ？　それは……ううん、多分無理……」

　美遊はテレビの前で、暗くズーンと沈しずんだ顔。

「……これを見ても飛んでる原理がわからない。具体的な飛行イメージには繫つながらない」

「ミユさん……」

「気球のような浮ふ力りよくを利用しているようには見えないからこれは飛行機と同じ揚よう力りよくを中心とした飛行法則下にあると考えるしかなく、でもそれだと揚力の方程式であるL=C[image: ][image: !!!][image: !!!]Sにおける揚力係数や翼つばさ面積が現実的にありえない数値になるわけで……」

「ああっ、たいへんだ！　ミユさんが壊こわれかけてる⁉」

「空飛ぶ人体という形状的矛む盾じゆんに対する解が明確に理解できない以上とてもじゃないけどイメージなんて……ブツブツブツブツ」

「ミユさん！　ミユさん！　しっかりして！」

　だが、その瞬しゆん間かん！

「ルビーデコピン！」

「はフゥッ⁉」

　魔法の杖マジカルルビーのデコピンが、バチーンと美遊のデコを撃うつ。

「マ、マジカルルビー？　いったい、なにを……？」

「まったくもー。美遊さんは基本性能は素す晴ばらしいですが、そんなコチコチの頭では魔法少女は務まりませんよー？」

　マジカルルビーは、ビシッと羽でイリヤを指し示す。

「イリヤさんを見て下さい！　理り屈くつや工程をすっ飛ばして結果だけをイメージする！　そのくらい能天気な頭の方が魔法少女には向いてるんです！　単純で能天気な頭の方が！」

「あれ、ルビー？　なんだか、ひどい言われようなんだけど？」

　あまり褒ほめられている気がしない。

「ですので……美遊さんにはこの言葉を贈おくりましょう」

　杖のくせに、こほん、と咳せき払ばらいした後、ふわりと美遊の前に浮うかんで一言──。

「『人が空想できること全すべては起こり得る魔法事象』──わたしたちの創造主たる魔ま法ほう使つかいの言葉です」

「……物理事象じゃなくて？」

「同じことです」

「──⁉　？　？　？　魔法事象と物理事象が同じ……？　どうして？」

　キョトンとなってる美遊の肩かたを、イリヤはぽんと軽く叩たたいた。

「まあ……つまり、あれだよ」

　そしてイリヤ、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて、曰いわく。

「考えるな！Don't think!　空想しろ！Imagine!　とかいう……って、うわー」

　イリヤ的には、ちょっとした名言を言ったつもりだったのだが、美遊のリアクションについ『うわー』とか言ってしまった。

　なぜって今、美遊の顔は……。

「み、ミユさん……今、『ものすごく納なつ得とくいかない』って顔してますよー……⁉」

　イリヤも、ついビクッとなって敬語を使ってしまうような表情だった！

　さっきまでの落ち込み顔が『ズーン』なら、今は『ズモモモモモモモモモ……』とでも言うべきか。とにかく、そんな顔だった。

「ええと、だからミユさん……とにかく、あんまり深く考えずにさ！　ミユさんならきっとコツを摑つかめばビヨーンと百段飛ばしくらいに階段を上っちゃって、すぐ上手に飛べるようになっちゃうと思うし！」

「階段、ビヨーン……そんなに簡単に行けばいいけど……」

　美遊は嘆たん息そく気味に小さく呟つぶやくと、そのまま軽く頷うなずいて立ち上がる。

「もう、帰るわ……。イリヤスフィール、手間を取らせてごめんなさい。──でも、少しは考え方が分かった気がする」

　たぶん、今のは社交辞令だ。

「う……うん、ミユさんなら大だい丈じよう夫ぶだよ！　頑がん張ばって！」

　イリヤの返事は、かなりの比率で本気であったが──。

　美遊は、玄げん関かんから去りつつも、ふとイリヤを振り返る。なにかを言おうとしていたようだが、結局言い淀よどんだままだった。その代わりに、

「また……今夜」

　ぽつり、と小さくそう告げた。




　　　　＊




　ぱたん、と玄関のドアが閉まったのち、イリヤは──、

「ふふっ、また今夜……か」

　ほんの小さく、照れ笑いをした。

「おや？　イリヤさん、笑っているのですか？」

「うん……。だって、ほら──『貴女あなたは戦うな』とか言われた昨日より、だいぶ前進してるじゃない？」

「ああ、なるほどー。あとはお二人できちんと連れん携けいがとれれば言うことなしなんですがねえ……」

「うん……。けど、まあ、それは──」

　それは、ぶっつけ本番でいくしかない。

　イリヤもルビーも、そして美遊とサファイアも、それは重々承知の上だ。




　　　　６




　その日の夜。午前の〇時。

　凛りんの声と共に、始まった。

「始めましょう」

　格こう子し状の壁かべに囲まれた鏡きよう面めん界かいの中。

　沈ちん黙もくのままに滞たい空くうする魔ま術じゆつ師しの足あし下もとに無数に展開され、唸うなりをあげながら燐りん光こうを明めい滅めつさせる魔ま法ほう陣じんだけが、息づく生者のように見えていた。奇き妙みような光景である。

　と──人ひと影かげなき異空間に、新たな気配が現れた。

　空中の魔術師が、かちりとスイッチが入ったようにぴくりと動き、索さく敵てきを開始する。

「よし、位置は変わらないわ」

「とりあえず、魔力弾の雨については、ここなら防げそうですわね」

　今回、イリヤたちが鏡面界への回かい廊ろうを開いたのは、冬木大橋の下である。もちろんそれは、魔術師の弾だん幕まくの及およぶ範はん囲いから逃のがれるためだった。

　とはいえ、決して安全地帯とは言えない。前回の戦いで、魔術師が最後に放とうとしていたあの術式であれば、この空間全体を灼やき尽つくすことも可能だろう。

「接界ジヤンプ完かん了りよう──いい、作戦通りに行くわよ！」

「二度目の負けは許しませんわよ！」

「「了りよう解かい！」」

　二人の魔術師の叱しつ咤たに押されるように、イリヤと美遊が橋の下から飛び出した。

「うわ、なんか魔法陣増えてない……？」

　走りながら空を見上げ、イリヤは『うわあ』という顔になる。

　その観察は正しかった。攻こう撃げき陣じんの密度が、昨日比で一・五倍くらいになっている。

「もー、ゲームとかだと再チャレンジでは難易度が下がるのがセオリーなのに！」

「これは確かに、決着を長引かせるとまずそうですね。攻こう撃げきが来る前に、一気に飛んでしまいましょう、イリヤさん！」

「うん！」

　空の上では、キャスターが高速呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始したようだ。

　早速、幾いく条もの赤い光点がイリヤの方へと集まってくる。そして、

「うひゃあっ！」

　イリヤが、前方へ体を投げ出すように回かい避ひ行動をとるや否いなや、さっきまで彼女がいた場所に初撃が着ちやく弾だん。地面に穴が穿うがたれる。

「あぶなっ……」

「早く空へ！　次弾だん、来ますよ！」

　言われるまでもなかった。イリヤは地面を蹴けり、低空を縫ぬうように高速で飛行──背後から聞こえてくる爆ばく発はつ音から少し距きよ離りが離はなれたタイミングで、そこから一気に急きゆう上じよう昇しようした。

　と同時に。こちらも全速力で駆けている美遊に、サファイアがイリヤたちの動きを報告する。

「イリヤさんが先行しました。いけますか、美遊様」

「大丈夫」

　同様に攻撃をよけながら、美遊は一いつ瞬しゆんだけ体を沈め、そして力強く大地を蹴り上げる。

　二回、三回と空を蹴るたびに、爆発するような音が続けざまに響ひびき、反動が彼女を前へ、前へと運んでいく。

　飛ぶことはできない。どうしても、自分が飛んでいる姿をイメージすることができない。

　でも、『跳とぶ』はできる。美遊が到とう達たつした回答は、固めた魔ま力りよくを足場にして跳ちよう躍やくを繰くり返すという、イリヤとは全く異なる発想での飛行法だった。

　カレイドステッキによって強化された身体能力があれば、ひょっとして──そう思い、試ためしてみたらどんぴしゃだった。

　イリヤのように小回りが利きかず、直線的にカクカクと折れ曲がりながらの移動しかできないのが難点だったが、そこは彼女の持ち前の計算力でカバーできなくはない。

　万ばん全ぜんの陣じん地ちを構築していたキャスターだが、敵もまた空を飛んでくるというのは想定外だったのだろう。小刻みに方向を変えながら次々と飛んでくる光弾の雨をかいくぐり、瞬またたく間に魔力指向制せい御ぎよ平面の展開されている高度を超こえると、キャスターを挟はさんでちょうど反対側にいるイリヤと目が合った。イリヤの目が、ぱあっと明るくなる。

「ミユさん、飛べるようになったんだ！」

「飛ぶというか、跳んできたという感じですねー。さあさあ、作戦の第一段階をお二人とも無事クリアしたところで、この空がバトルフィールドですよー！　敵勢力を排はい除じよして、制空権を我が物にするんです！」

　今、自分と同じ年頃の女の子が、同じ空を飛んでいる。

　こんな戦いの最中ではあったけれど、イリヤは何だか嬉うれしくなってきた。

「うん、なんかテンションあがってきたね！」

　ライヴァルとの共きよう闘とう。アニメだったら、物もの凄すごく盛り上がる展開なんじゃない？　これって。

　イリヤのそんな興奮を知ってか知らずか、ルビーがナビゲートを開始する。

「まずは低い威い力りよくで構いません。距離を保って撃ちまくりましょう！」

「わかった！」




　戦せん闘とう開始の少し前。

　深夜の海浜公園でイリヤと美遊が待っていると、珍めずらしくも凛とルヴィアが連れ立って現れた。

　どのような話し合いがもたれたかはわからないが、何らかの協定が結ばれたものらしい。

　とりあえず、対魔術師戦に限っては、協力しなければムリという結論に達したようだ。

　少なからず、肉体言語も使われたのだろう。彼女たちの顔に残された青アザとひっかき傷が、二人の話し合いがどのようなものだったかを物語っていた。

「いい？　複雑な作戦を立てても混乱するだけだろうから、役割を単純化するわ」

　少々不満そうな様子のルヴィアをよそに、凛がブリーフィングを淀みなく進めていく。

「小回りの利くイリヤは陽動と撹かく乱らん担当。突とつ破ぱ力のある美遊は本命の攻撃担当ね──ねえ、ルヴィア。念のため確かく認にんしておくけど、美遊はちゃんと跳べるのよね？」

「もちろんでしてよ！　私ワタクシの心を鬼おににした特訓が実を結んだのですわ！」

「「「「「いや、それはない（ありません）（ないですねー）」」」」」

　美遊を除く残り二人＋二本の声がハモった。この一瞬、彼女らの心は確かにひとつになっていた。被害者とも言うべき美遊だけは、その性格のためか特に反応をしなかったが、しかし──。

「サファイアまで⁉」

　彼女を解かい雇こしたカレイドステッキからの評価は、少々厳しめであるらしい。

「面おも白しろい冗じよう談だんはさておき、では、その前提で話を進めるわ。まずは上空へ飛んで、魔力指向制御平面を越こえること。これが作戦の第一段階。その後、二人は斉せい射しやを開始。ムリして当てにいく必要はないわ。挟きよう撃げきの形を保ちつつ、飛行に余よ裕ゆうのあるイリヤの方の弾幕を厚くして、敵の意識をなるべくイリヤの方にひきつけてちょうだい。それが、うまくいったら──」




「フライパン、フライパン……中ぐらいの……」

　弧こを描えがいて飛びながら、イリヤがステッキを振ふりかぶる。

「散さん弾だん！」

　イリヤの放った魔ま力りよく砲ほうが空中でばらばらに散開、無数の魔ま力りよく弾だんとなってキャスターに降り注ぐ。たまらず展開した新たな魔法陣を盾たてにするキャスター。

　流石さすがに少しは効いているようだ。フードの陰かげで、魔術師の表情が歪ゆがむのがわかった。

「よし、効いてるわ！　いける、このタイミングなら……」

「やっておしまいなさい、美ミ遊ユ！」

　流ながれ弾だまを避さけるべく橋の下に身を隠かくしながら、戦せん況きようを確認していた凛とルヴィアの声は、上空の二人にまでは届かない。

　正直、ギャラリーを気にしている余裕はまったくなかった。

　イリヤの連続攻撃が続き、キャスターが防ぼう御ぎよに気を取られているこの隙すきに──美遊は、襟えり元もとからクラスカードを取り出し、サファイアに押し当てる。

「『ランサー』、限定インク──」

　その瞬しゆん間かん、イリヤの散弾を受け止め続けていたキャスターの姿が、空中から搔かき消えた。

「え、消え……⁉」

「ミユさん、上！」

　切せつ迫ぱくしたイリヤの声が響くが、一いつ瞬しゆん遅おそかった。

　美遊の頭上に瞬間転移したキャスターが、手にした杖スタツフで殴なぐりつけてきた。

　杖そのものの攻撃力は大したことはない。だが、斥せき力りよくを纏まとわせた杖の一いち撃げきには、美遊を空中から地面に叩たたき落とすのに十分な威力があった。

「転移魔術ですって……⁉」

「そんな、あの魔術は神代の……」

　凛とルヴィアが驚きよう愕がくするのも無理はない。たった今、空中の魔術師が難なく使いこなしてみせた転移の魔術は、現代では喪うしなわれて久しい、伝説的な魔術のひとつなのだ。

　使い手が皆かい無むというわけではなかったが、少なくとも彼女たちには無理だった。

　防御する間さえもなく、美遊は地面へと一直線に吹き飛ばされる。

「がっ‼」

　背中からの直ちよく撃げきになりそうなところをムリに体を捻ひねって、足で衝しよう撃げきを吸収する。

　ヘリコプターから落とされた時とは違ちがい、クラスカードの限定展開インクルードに備えて全すべての魔力を跳躍に回していたのが災わざわいし、物理保護が間に合わなかった。

　身体強化によって、骨は折れていないようだったが、その分、ダメージが関節部分に集中したらしい。立ち上がろうとすると膝関節に激痛が走った。

「美遊様、脚が……！　すぐに治ち癒ゆ致いたします！」

　痛いなんてものじゃない。あまりの激痛に、泣くことすらできないほどだ。

「……命があっただけでも……！」

　歯を食いしばり、痛みをかみ殺す。治癒促進リジエネレーシヨンの効果がすぐに発揮され、痛みの方は軽減される。次いで、細さい胞ぼうが活性化し、負傷箇所が癒されていく。

　しかし、身動きできない状態のターゲットを見み逃のがしてくれるほど、敵は甘くはなかった。

「くっ……⁉」

　無数のレーザーサイトの光点が、美遊の体に集中する。

　くっ、と顔を強こわ張ばらせる美遊。脚はまだ、自由に動かない。

　空へ逃れようにも、イリヤのように魔力で飛ぶ術すべを持たないことが、この場合は仇あだとなった。

　この状態では、逃げられ……ない！

　絶体絶命の危機に、美遊の顔がくしゃりと歪む。その瞬間。

　横合いからの、どんっ、という衝撃。同時に、美遊の体が空中を舞まった。

「……ルヴィア……さん⁉」

「あの、バカ！」

　美遊の驚おどろきの声と、凛の叫さけびが響く。

　橋の下から飛び出したルヴィアが、美遊の体を突き飛ばしたのだ。そして、

「ルヴィアさん、ナイスフォロー！」

　矢のような勢いで飛来したイリヤが美遊の体を抱かかえあげ、一気に空高く上じよう昇しようした。

　わずかに遅れて、敵の攻こう撃げき魔法陣が発動し、地上では次々と爆発音が響いている。

「──……！」

「うひゃー、ギリッギリだったね」

　美遊があそこにいたら、ただでは済まなかっただろう。

　舞い上がる土つち煙けむりでよく見えなかったのだけれど、

「ぬっ、抜ぬかりましたわ！　爆ばく撃げきの有効圏けん内ないにーっ！」というルヴィアの悲鳴と、「さっさと橋の下こつちに戻もどれバカ！」という凛りんの怒ど声せいが聞こえてくるので、ルヴィアの方もどうやら無事であるらしい。

　二人とも、わたしを助けてくれた……？

　脚の痛みよりも、美遊はそちらの方に気を取られてしまっていた。

　そんな彼女の思いを知ってか知らずか、イリヤがあたふたと話しかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ミユさん、ケガとかしてない？」

「……問題ない。ケガは……すぐ治りそう」

　試しに、膝を曲げたり伸のばしたりしてみる。

　乾かわいた血がこびりついてはいたけれど、傷口の方はどうやら塞ふさがったらしい。

　痺しびれはあるものの、これなら──。

「放して、もう大丈夫。自分で立てる」

「あ、うん」

　イリヤが手を離すと、美遊の足元に小さな光が点ともったのが見えた。

　なるほど、魔力を固めて足場にしているんだ！　美遊の応用力に感心するイリヤ。

「いやはやー、しかし参りましたね。さすが神代の魔ま女じよっ子（？）と言いますか、準備もなしに転移魔ま術じゆつまで使えるなんて反則以外の何物でもありませんよー」

「うーん……」

　確かに、その通りだ。イリヤが攻こう撃げきを浴びせている間に、美遊が必殺の一撃を与あたえるという凛の作戦は、キャスターを一いつ箇か所しよに釘くぎ付づけできるという前提に基づくもの。

　散弾を防ぎながら、同時に転移もされてしまうとなると──。

「どうしよう、一いつ旦たん地上に戻ってリンさんたちに合流した方がいいかな？」

「待って。イリヤスフィール」

「あ……」

　急に名を呼ばれ、驚いた表情を浮うかべるイリヤ。目線こそこちらに向けられてなかったが、彼女が初めてちゃんと自分のことを見てくれた気がする。

「……まだ、手はある」

「どうするの？」

「説明するわ。聞いてくれる？」




「いくよルビー！」

「いつでもどうぞー」

　どんっ！　と十分な初速をつけて、イリヤが一気に前進する。

「イリヤスフィールが前に⁉」

「だーっ、あのバカ！　せめて役割分担くらい守れーッ！」

　戦せん闘とうが再開したと思えば、予定外の行動を取る二人に驚おどろくルヴィアと凛。そもそも、その作戦にしてからが、あの魔ま術じゆつ師しには通用しないと先ほどわかったばかりなのだ。

「無意味ですわ、また転移で逃にげられて……！」

「待って、イリヤの様子がおかしいわ。何をするつもり……？」

　頭を抱かかえはしたものの、空中の二人の動きには迷いが見られなかった。

　何かしらの考えがあるのだろうか……？　凛は上空の様子を窺うかがった。

「どうせ、逃げられちゃうのなら……」

　イリヤが飛んでいく方向には、魔術師ではなく魔ま力りよく指向制せい御ぎよ平面の造る壁かべがあった。それも、上方からの接近である。

「どこに転移しても当たるような──弾だん幕まくを張ればいい！」

　ステッキに十分な量の魔力を溜ためこんだイリヤが、突つっ込んでいく勢いのままステッキを振ふり下ろした。

「お願い、撥はね返して！　極大の──散さん弾だん！」

　あの魔術師が空中のどこに転移して逃のがれようとしても攻こう撃げきが当たるよう、彼女の滞たい空くう領域を魔ま力りよく弾だんで満たしてしまえばいい！

「……⁉」

　キャスターの顔が驚きに歪ゆがむ。期待に違たがわず、魔力指向制御平面は裏側からの魔力放射に対しても効果があった。イリヤの放った無数の散弾が無む作さく為いの方向に撥ね返され、散弾による範はん囲い攻こう撃げきは、四方八方に乱れ飛ぶ全体攻撃へと変化した。

「なるほど、考えたわね」

「でも、あれでは威い力りよくが薄うすくなってしまいますわ」

　一点を除いて、イリヤたちの意図を理解した魔術師たち。

　その一点とは──散弾をばらまいた目的が攻撃ではなく、足止めにあるということ。

「大きすぎる散弾じゃダメージは与あたえられない……でも、これで」

　滞空に使う魔力以外を全すべて障しよう壁へきに回し、自らの散弾を防ぐイリヤ。

　その様子を隙すきと見たか、彼女の背後に転移してきた魔術師だったが、全方向から迫せまる散弾を防ぐべく、防ぼう御ぎよ魔ま法ほう陣じんの展開を余よ儀ぎなくされた。

　その一いつ瞬しゆんが、狙ねらいだったのだ。

　サファイアを前方に構え、魔術師をまっすぐに照準する美遊。

　イリヤが敵の注意を惹ひきつけてくれている間に、

「弾速最大……」

　魔力のブロックで足場を固定し、残る全ての力を魔ま力りよく弾だんの形成に注ぎ込む。

　狙い定めた目標から一瞬たりとも目を離はなすまいとする、ハンターの目になって──。

「狙射シユート！」

　どこまでも細く、そしてどこまでも鋭するどく。

　イメージするのは、ライダーのクラスカードに対して、槍兵ランサーの宝ほう具ぐ、刺し穿つ死棘の槍ゲイボルクを放った時のあの感覚だ。

　一本の槍の如ごとく凝ぎよう縮しゆくされた魔力砲が、美遊のカレイドステッキの先せん端たんから放たれた。

　そして、その一いち撃げきは、キャスターを無む警けい戒かいの方向から殴なぐりつける恰かつ好こうになる。あたかも、先の攻撃のお返しだとばかりに。

「⁉」

　カレイドステッキほどの魔ま術じゆつ障しよう壁へきもなければ、物理保護能力もないのだろう。

　まともに地面へと叩たたきつけられた魔術師が、口から夥おびただしい血を吐はき出すのが見えた。

「や……やった⁉」

　作戦の成功に歓かん喜きの声をあげるイリヤだったが、

『まだです！　イリヤさん、美遊さん！』

　相手は人間ではない、魔力の塊かたまりのような存在なのだ。

　小さからぬダメージを与えることはできたものの、それはまだ致ち命めい傷しようではない。

　はっとして、ステッキを構え直す魔ま法ほう少女たち。

　しかし、決着は意外な形でつけられることになった。

「Zeichenサイン──‼　爆ばく炎えん弾だん七連──」

　ルヴィアの右手に、炎ほのおの宝石弾だんが七つ。

「Anfangセツト──‼　轟ごう風ふう弾だん五連──」

　凛の右手に、風の宝石弾が五つ。

　合計十二の、魔力が込められた宝石弾が、よろよろと立ちあがろうとしていた魔術師の真正面から炸さく裂れつする。

　風が炎を活いかし、炎がさらなる風を喚よび起こす。




「炎色の荒嵐ローター・シユトウルム[image: !!!]」




　風と炎の凄すさまじい大爆ばく発はつが巻き起こり、イリヤたちの視界をも眩くらませた。

「うひゃあー……壮そう絶ぜつ……」

　流石さすがは魔術師というべきだろう。敵が地面に叩きつけられたと見るや、凛とルヴィアが素す早ばやく反応したのである。

　自分たちの魔術では、英えい霊れいには通用しないと言っていたけれど──。

「やっぱり強いんだなあ、リンさんもルヴィアさんも」

　ちょっと、かっこいいかもと思えてしまう。

[image: ]

「今回に限り……意外と役に立ちましたね、あのお二人……あっ、見て下さいイリヤさん」

「あ、消えていくね……」

　凛とルヴィアにとっては頭上、イリヤと美遊にとっては足元に展開されていた、無数の魔ま法ほう陣じんが音もなく消えていく。これはつまり、

「倒たおせた、の、かな……」

「そうです、我々の勝利ですよー‼」

　歓喜に満ちたルビーの宣言。と、同時にステッキから光弾が打ち出され、空中で破は裂れつ。

　何とそれは、ステッキを手にする一人の女の子の姿を夜空に描えがく打ち上げ花火だった。

「え、これ、わたし？」

「祝しゆく砲ほうですよ、祝砲♪　強敵でしたからねー、これくらいはしませんと」

「なっ、なにこの恥はずかしい花火！　やめて、恥ずかしいからやめて！」

「あははー、照れちゃってるんですね、このお茶目さん！」

　そんなことを言い合いながら、ゆっくりと空から降りてくるイリヤ。

　地上では、さっきはあれほど息がぴったりの連れん携けいを見せた凛とルヴィアが、「貴女あなた、五連ってなんですの？　勝負ドコロでケチってんじゃねーですわ！」「う……うるさい！　成金のアンタとは経済事情が違うのよ！」などと叫さけびながら、互たがいの髪かみの毛を引っ張り合っている。

　そんな三人＋一本の様子を空中から眺ながめながら、ほうっと深い息をつく美遊。

「美遊様、わたしも祝砲を打ち上げた方がよろしいでしょうか」

「いらないわ……」

「お疲つかれ様です。最後のあれは、見事な策でした」

「そうでもないよ。遠えん距きよ離りへの連続転移が可能だったら通用しなかったし、何より……」

　いがみ合う二人の魔術師に目を向ける。

「ルヴィア様と凛様が、すぐに対応してくれなかったら……ですね」

「そうね、危険な賭かけだったかもしれない」

　傲ごう岸がん不ふ遜そん。自分のことしか考えていないように見えたルヴィアだけど、さっきは危険を承知で、美遊を助けるために飛び出してきてくれた。計画に織り込んでいたわけではないのだけれど、ルヴィアたちが控ひかえていたからこそ、思いきった行動をとることができたのかもしれない。それだけの信しん頼らいを、美遊はルヴィアに対して抱いだいていた。




「降りてきなさい美ミ遊ユ、カードを回収して帰りますわよ！」

　そのルヴィアが、声をかけてくる。とりあえず、争いの方は一段落したようだ。

「いきましょう、美遊様」

「うん」

　そう返事して、美遊は足場にしていた魔力ブロックから足を前に踏ふみ出した。

「とにかく、これで二枚目の……」

　巨きよ大だいな魔力を彼女たち皆みなが感知したのは、その瞬しゆん間かんのことだった。

「……ッ[image: !!?]」

　美遊の右方向に、巨大な魔法陣が三つ展開されていた。

　その紋もん様ようには、見覚えがあった。昨夜、彼女たちが最後に目にした、キャスターの大口径魔法陣……！

　三つの円の中心に、闇やみ夜よの蝶ちようのような黒々とした影かげが浮うかんでいるのが見えた。

　その姿は満まん身しん創そう痍い。マントは引きちぎれ、全身が傷に覆おおわれているが、神代の英霊の魔力は今もって健在だった。

　凛とルヴィアには、魔術師が纏まとうローブの上を、ガラスのような魔力の膜まくが覆っているのがわかった。おそらくあれは、防ぼう御ぎよの概がい念ねん障しよう壁へき。

「転移……⁉」

「なっ……」

「逃げていた。まずい。あの魔法陣は──」

　凛の悲痛な叫びが耳じ朶だを打つ。

「空間ごと焼き払はらう気よ！」

　昨夜とは違う。全員がばらばらになっている今、鏡面界から皆が同時に離り脱だつすることは難しい。何よりも、自分は今空中にいて、魔法陣を地面に描くことができない。

　一瞬の判断だった。

　とっさに空間を蹴けり、美遊は前方に跳ちよう躍やくする。

　先ほどの攻撃を凌しのいだとはいえ、あの魔術師の耐たい久きゆう力はもう限界に達している。

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようが終わる前に一撃を加えることができれば、今度こそ倒すことができるはず。

「ミユさん⁉」

　彼女の意図を理解するイリヤ。しかし、

「だめ……それじゃ……」

　イリヤのみならず、美遊にも十分にわかっていた。

　距きよ離りが、開きすぎている。

　魔ま力りよくならぬ、脚きやく力りよくで空を跳とぶ美遊の速度では、魔術師の至近距離まで近づくことができない。

　仮に今ここで魔力砲を放ったとしても、あの呪文は完成してしまう。

　運がよくて、相あい討うち。

「間に合わない──！」

　判断を誤ったのだろうか？

　迎げい撃げきではなく、ある程度のダメージを覚かく悟ごの上で、即そく座ざに脱だつ出しゆつするべきだった？

　どちらにしたところで、今さらもう不可能……！

　美遊の顔が苦く渋じゆうの表情に歪ゆがむ。その時、彼女イリヤの声が聞こえてきた。そして、

「ミユさん！」

　背後から、物もの凄すごい圧力が迫せまってきた。

「⁉」

　驚おどろいて振ふり向く彼女。カレイドステッキをまっすぐ前に構えたイリヤが、先ほど美遊がやったのと同じやり方で、高速魔ま力りよく砲ほうを射ち出したのだ。

「ミユさん、乗って！」

　頭で考えるよりも先に、脊せき髄ずいが体を動かした。

　魔力を足に込めて衝しよう撃げきに備える。

　彼女の足場となっている魔力のブロックに、斥せき力りよくを纏まとわせる。

　直後、着ちやく弾だん。ぐぐっと、体全体が押し出される感覚。

　そのまま、ランサーのクラスカードをサファイアの星に押し当てて、カレイドステッキを英霊の槍に変化させる。

「いけええええええええええええええええええええええええ‼」

　その様子は、さながらミサイルのよう。

　自らを一本の槍となし、身体からだごと突つっ込んでいった彼女がキャスターを真正面から貫つらぬいたのは、巨大な魔法陣が全すべてを灼やき尽つくす術式を発動する、まさにその瞬間だった。




「クラスカード『キャスター』……回収完かん了りようです」

「今度こそ……戦せん闘とう終しゆう了りよう……だね」

　サファイアの声に、大きく息をついて座り込む美遊。

　その疲ひ労ろう困こん憊ぱいした様子は、特訓の時の比ではなかった。

　あたりを見回すと、ルヴィアがイリヤの側頭を両の拳こぶしでぐりぐりしているのが見えた。

「イリヤスフィール！　美ミ遊ユに向かって魔力砲を撃うつなど……なんて無む茶ちやをしますのこの子はー⁉」

「いだだだだだだ⁉　だ、だって、だってできると思ったんだもん！」

　そのルヴィアを横合いから凛が容よう赦しやなく殴なぐりつける。

「子供相手に手を上げるな！」

「おブッ」

　いつものいがみ合い。いつもの喧けん騒そう。

　ついさっきまで、命がけの闘たたかいをしていたのがウソのようだった。

「……わたしはイリヤスフィールのようには飛べない。飛行するイメージがどうしてもできなかった。だから、魔ま力りよくを空中で固めて足場にした。わたしには、それしかできなかったから」

「魔力の総合運用で考えれば、とても効率的な飛行法です。イリヤ様とどちらが上ということもありません」

「でも──魔力砲を足場にするなんて発想、わたしじゃ思いつきもしなかった。イリヤは、わたしにはそれができるって、わかったのに」

　何かを考えるような、わずかな沈ちん黙もくの後、サファイアは言葉を継ついだ。淡たん々たんとしたいつもの口調に、どこか優やさしさの欠片かけらが混じりこんだように感じられた。

「……先日、美遊様は仰おつしやいました。カードの回収は全部わたしがやる……と。わたしにはあの時の美遊様の真意はわかりません……ですが、この勝利はお二人の連携がもたらしたものです。カレイドの魔法少女は二人でひとつ。わたしは──」

　凛とルヴィアから離れたイリヤが、美遊の方に飛んでくるのが見えた。

「イリヤ様は信しん頼らいに足る方だと……そう思います」

　それを聞いた美遊は、寂さみしげな表情になって顔を伏ふせる。

「うん……わかってる」

　着地したイリヤが、嬉うれしげな様子で駆かけ寄ってくる。

　せめて今日は、なにかお礼を言わないと。

　美遊が顔を上げ、その幼い唇くちびるを開いた、その瞬間……、




　──ずどん




　唐とう突とつな爆発が、鏡面界を震しん動どうさせる。

　イリヤスフィール、ありがとう。そのお礼の声は搔かき消えた。







[image: エピローグ]

　爆ばく発はつ音と、続いてやってきた地じ響ひびき。魔力で創つくられた世界が震ふるえる。

　舞まい上がる土つち煙けむりの中、イリヤと美み遊ゆが目にしたものは、

　倒たおれ臥ふす、凛りんとルヴィア。

　そして、彼女たち二人を見下ろすように──。

「ど……どういうこと、ルビー……？」

「あり得るの？　こんなこと……！」

　イリヤと美遊の声が、驚きと恐きよう怖ふに震えていた。

「……最悪の事態です」

「完全に想定外……ですが現実に起こってしまいました」

　ルビーとサファイアの応こたえもまた、どこか強こわ張ばったものになっていた。

　がしゃり、という無骨な音が響ひびく。

　それは、鋼鉄でありながら鋼鉄よりも重く、鋼鉄でありながら鋼鉄よりも硬かたい。

　戦いのために鍛きたえられた鉄の色。殺すために鍛えられた鉄の音。闇夜の如ごとき黒に覆われ、蛇へびのような赤い紋もん章しようにからみつかれた、黒い剣けんを携たずさえた、鎧よろい騎き士しがそこにいた。

　王おう侯こうのために用意された、十全の機能を備えながらなおも美しい意い匠しようの鎧からは、黒い渦うず巻まきのように噴き出す瘴しよう気きと、血を思わせる禍まが々まがしい赤に侵おかされて、ただ凶まが々まがしさのみが感じられた。

　およそ華はなやかさとは無む縁えんであり、纏まとった鎧の無骨さは凍いてついた狂きよう気きそのもの。

　穢けがれた鋼はがね。呪のろわれ、踏みにじられた誇ほこり。

　そこに、本来あったはずの華か美びさと高潔さはなく、そうであったのだろうという残ざん滓しだけが漂ただよって、その致ち命めい的てきな欠けつ如じよを強調する結果となっていた。

「あ……あ……！」

「そんな……」

　横たわる凛とルヴィアは、先ほどから身じろぎもしない。

　立ちすくんだままのイリヤたちの視界の中で、騎士がゆっくりと向きを変える。

　蝙蝠こうもりを思わせる形をした漆黒の仮面ごしに、値ね踏ぶみするような鋭するどい視線が向けられたのがわかる。

　他ほかの英えい霊れいたちと同様、闇やみの騎士は一言も口を利きかなかった。

　だが、イリヤと美遊は、魂たましいの奥底ではっきりと、それを聞いたのだ。




　──問おう。貴女あなたたちが、私の敵か。




　闇を纏まとう声。無限の殺意。

　その時、二人を囚とらえた感情の檻おりを、人はたぶん──『絶望』と、呼んだ。
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　あとがき







　どうも、初めての人は初めまして。「Fate/kaleid liner プリズマ☆イリヤ」の小説版を担当させていただくこととなりました伊い藤とうヒロです。魔ま法ほう少女ラノベは、これで二冊目ということになりますか。

　この「プリズマ☆イリヤ」は、もとは「月刊コンプエース」にて連れん載さい中のひろやまひろし先生の大人気コミックなのですが、おめでたいことに、このたびアニメ化となりまして、その脚きやく本ほんをもとにして書かれたのが本作ということになります。原作コミックもアニメも最高に面おも白しろいので、ぜひ皆みな様さまそちらの方もご覧になってください。

　さて、この場を利用して関係者にご挨あい拶さつを。

　原作のひろやま先生、そしてＴＹＰＥ－ＭＯＯＮ様、今回はノベライズさせていただきありがとうございます。また、お忙いそがしい中、ご監かん修しゆういただきまして、そちらについてもお礼申し上げます。

　それから、アニメを制作なさったＳＩＬＶＥＲ ＬＩＮＫ．様にカラーイラストを、ｂｕｎ１５０様にモノクロイラストをいただいておりますが、ともに素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。

　さらに、アニメ版のシリーズ構成は、なんと作家の井いの上うえ堅けん二じ先生で、脚本は水みな瀬せ葉は月づき先生！　先述の通り、本書のストーリーは、このお二人の携わった脚本をもとにしておりますので、イラストだけでなく本文についても、大変な豪ごう華かメンバーということになります。皆様、ありがとうございました。







　ここでもう一人、豪華メンバーの紹しよう介かいを。本作では、作家の森もり瀬せ繚りよう先生を執しつ筆ぴつ協力として迎むかえております。設定関連とバトルシーンについては、森瀬先生に全面的に協力してもらっています。というか、かわりに書いてもらっています。実質的な共同執筆ですね。

「プリズマ☆イリヤ」の原作となるＦａｔｅシリーズというのはたいへん綿密な設定の上に成り立っておりますが、この森瀬は作家であると同時に「ＴＹＰＥ－ＭＯＯＮエース」誌のライターでもあり、かなりの詳くわしさと愛情を自負している男。ですので本書では『たいへんに正しいＦａｔｅ式バトル』が描かれているはずです。もしミスとかあったら彼に罵ば詈り雑言を浴びせた上で『伊藤さんに原げん稿こう料返してあげろ』と言ってやってください。うまくいったらコソッとキャッシュバックします（いや、冗じよう談だんだよ、冗談）。







　さて、この本が出るころには、アニメも放送が始まっていることでしょう。イリヤたちがアニメになって、どんな風に動くのか（活かつ躍やくするのか）、伊藤も今から放送が楽しみです。

　それと、もちろん原作コミックもお読みになっていただければと。単行本はもちろんですが、連載の方もすごく盛り上がっています。絶対面白いですよ。




　それでは皆様、別の本か本書の二巻でまたお会いしましょう。


伊藤　ヒロ　
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